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この マニュアルは、 以下の製品に対応しています。 
水平インサータプリンタ 

MICROLINE ®SS ⑪ SE 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための注意事項が書かれています。 

プリンタをご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 















はじめに 

このたびは、沖データの MICROLINE 8580 SE をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 
このユーザーズマニュアルは 、 MICROLINE 8580 SE の操作方法について述べたものです。 

ご使用の前にこの説玥書をよくお読みになり、正しい使用方法をご埋解いただきますようお願いいたし 
ます。 


この ユーザーズマニュアルは、 必ず保管してください。万一、ご使用中にわからないことが起きたとき、 
きっとお役に立ちます。 


安全上の注意表示 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能 
1=1性があることを示しています。 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ろ可能性があるこ 

忌' とを示しています。 


A △記号は警告、注意を促す事項があることを告げるものです。 
△の中に具体的な警告内容が描かれています。 

(左図の場合は、「感電注意」を表します。） 



S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
< S ) の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

(左図の場合は、「分解禁止」を表します。） 


© •記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 
參の中に具体的な指示内容が描かれています。 

(左図の場合は、「アースを接続してください。」を表します。) 



電波障害防止について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報 
処理装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。 

この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります 


エネルキースターについて 



当社は国際ェネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際ェ 
ネルギースタープログラムの基準に適合していると判断します。 


高調波規制について 


この装置は、「高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品」です。 


使用許諾契約 

プリンタに付属のソフトウェアおよびドキュメンテーションは、株式会社沖データが提供するも 

のです。本ソフトウ I アを使用することにより、お客様は、株式会社沖データ（以下、沖データ 

という）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウェアに対応する沖データプリンタを所有している場合のみ、ソフトウェ 
アを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウヱアおよびドキュメンテーション、そしてそれらのコピーの著作権、版権、所有権 
は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーにあります。本ソフトウェアあ 
るいはドキュメンテーションの一部または全部を複製したり、他人に複製を作らせたり、複製 
を許可したり、商行為をすることはできません。お客様は本ソフトウェアを、修正、改変、翻 
訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意します。また、 
本契約で認められた項目を除き、本ソフトウヱアとドキュメンテーションに関するいかなる知 
的所有権の権利も付与しません。 

3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウヱアを第三者に譲渡できます。 

(1) 本ソフトウ I アに対応する沖データプリンタと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に譲渡し、また 
は譲渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウヱアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することはできません。 
お客様は、本ソフトウヱアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できないこと、違法 
な方法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウヱアおよびドキュ 
メンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行うことがあります。この様な解除 
が行われた場合には、お客様は本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのオリジナルおよ 
び全ての コピーを 破棄し、商標の使用を中止するものとします。 

5. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーションに関し 
て、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウヱアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得られること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 
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(3) 第三者の権利を侵害していないこと。 

(4) 特定の目的に適合していること。 

またソフトウェアまたはドキュメンテーシヨンは、予告なく改良、変更することがあります。 

6. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーシヨンに 
よって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に対しても、一切責任を負わな 
いものとします。 

ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2. 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一記載もれなどお気付きの点がござい 
ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4. 本書の内容に関して、運用上の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますの 
でご了承ください。 

商標について 

各会社名，製品名は各社の登録商標または商品名です。 

ESC / P は、セイコーエプソン（株）の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows 、 MS - DOS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

本文中の略語について 

本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE 8580SE — ML 8580 SE 

• Microsoft® Windows Vista® operating system 日本語版 -^ Windows Vista 

• Microsoft® Windows Server® 2008 x64 Edition operating system 日本語版 — Windows 
Server 2008 (x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows® XP x64 Edition operating system 日本語版 - ► Windows XP(x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows Server® 2003 x64 Edition operating system 日本語版 — Windows 
Server 2003 (x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows Server® 2008 operating system 日本語版 — Windows Server 2008 ※ 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版 — Windows XP ※ 

• Microsoft® Windows Server® 2003 operating system 日本語版 — Windows Server 2003 ※ 

• Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 — Windows Me 

• Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版 — Windows98 

• Microsoft®Windows®95 operating system 日本語版 - ► Windows95 

• Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版 — Windows 2000 

• Microsoft® Windows NT® operating system Version4.0 日本語版 — WindowsNT4.0 

• Microsoft® Windows ® operating system Version3.1 日本語版 -^ Windows3.1 

• Windows Vista、Windows Server 2008、 Windows XP、Windows Server 2003、 Windows Me 、 
Windows98、Windows 95、 Windows 2000 、 WindowsNT 4 .0 、 Windows3.1 の総称 — Windows 

※ 特に記載がない場合は 、 Windows Vista、Windows Server 2008、 Windows XP、Windows 
Server 2003 には 64bit 版も含みます。 

マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行ってはいけ 
ません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 
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本書の見方 

本書の内容は '大きく 分けて次の6つの構成になっています。 

第1章〜第3章 ご使用上の注意，プリンタの設置からテスト印刷，ホストコンピュータとの接続に 

ついて説明しています。プリンタの基本的な使い方がわかります。 

第4章〜第5章 いろいろな用紙の印刷のしかたと、知っていると便利ないろいろな機能について 

説明します。 

第6章 ネットワークへの接続について説明します。 

第7章 オプション品の取り付けから操作方法，使用方法について説明します。 

第8章 インクリポンの交換方法，困ったときの処置方法について説明します。 

第9章 定期清掃のしかたについて説明します。 

付録 このプリンタの仕様、文字コード表、制御コードの一覧表、アフターサービスに 

ついて説明します。 

図の表記のしかた 


操作 
パネル 
スイツチ 


\ 

印字可 


「印字可」スイッチを押します。 


\ 

機能 


卜 

印字可 

a 

ヽ 

ン 

「機能切替」スイッチを押しながら「印字可」 
スイッチを押します。 

表示 

パネル 


才じ 

ノラ 〆 

f ン 


フシ、、 

3 「 


オンライン，通常印字モード，単票手差しモード 
であることを示しています。 

テ寸 

トン 







本書での説明の マーク 



注/ 


プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 

誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


PC 

参考 


プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みになることをおすすめします。 


安全上の注意，表示の説明が別途 i ページに記載してありますので、お読みください。 
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早 


1 ご使用前に必ずお読みください 




1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


MICROLINE 8580SE の特長 


◎連続紙が1枚目から無駄なく印刷できます 

印字範囲がとても広く（用紙の端から 6.35 mm まで印字可能）、連続紙でも1枚目から印刷 
できます。（リア引っ張りトラウタを除く） 

◎用紙を自動的にセツトします 

オートロードにより、連続紙や単票を自動的に印字位置にセツトします。 

(リア引っ張りトラクタを除く） 


◎いろいろな用紙に印刷できます 

連続紙や単票をはじめ、はがき，封筒，のし紙，百貨店/チェーンストア統一伝票などの複 
写紙，その他いろいろな用紙に印刷できます。 

◎単票，はがきおよび複写紙を自動給紙します 

オプションのカツトシートフィーダを装着すると、単票，はがきおよび複写紙を自動給紙し 
ます。 


◎自動紙厚調整機能で最適な印字を行います。 

用紙をセットすると、用紙の厚さを自動的に測定し、最適な印字圧に調整します。 

◎用紙の排出方向が選べます 

用紙を前へ排出したり、後へ排出したり、スイッチ1つで切り替えできます。 

◎バーコードを印刷できます 

JAN , NW 7, カスタマパー コー ドなど、6種類のパー コー ドが印刷できます。 

◎ネットワークに対応しています。 

標準でプリントサーパを搭載していますので、すぐにイーサネットネットワーウに接続し 
て使用できます。 (10 BASE - T /100 BASE - TX ) 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


各部の名称と機能 


〔前面〕 


リボン カー トリ ッジ 
印字に必要なインク 


トップカバー 

リボンカートリツジを交換する 
際などに開閉します。 



ペーパガイド 

リア引っ張りトラクタへ連続紙をセツトするときに使います。 


〔背面〕 




早 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


設置場所について 

◎直射日光のあたる場所やヒータなどの熱器 
具の近くは避けてください。 



◎衝撃を与えたり、衝撃や振動の加わる場所 
は避けてください。 



◎急激な温度変化のある場所は避けてくださ 



◎じゅうたんを敷いた場所は避けてくださ 
し'*。静電気障害の原因になります。 



◎湿気やほこりの多い場所は避けてください。 



◎強い電磁界，腐食性ガスの発生する場所は 
避けてください。 



◎フ□ッピーディスクを乗せると、フロッピー 
ディスウの内容が壊れることがあります。 



◎近くでラジオを聞く場合、周波数によって 
は雑音が入ることがあります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


◎プリンタの通風□をふさいだり、風通しの 
悪い場所は避けてください。 



◎プリンタを設置する台，机は、プリンタの 
振動で動く場合がありますので、キャスター 
付きのものは避けてください。 




早 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


ご使用時の注意 


△注意 ケガをする恐れがあります。 





電源をいれたままでカバーを 
開けて、リボンカートリッジ 
の交換などをしないでくださ 

い0 

プリンタが突然動き出し、ケ 
ガをする恐れがあります。 


ZL 注意 


装置が壊れる恐れがあります。 





プリンタ内部にクリツプなどの 
異物を落とさないでください。 
もし、落ちてしまったときは、 
すぐに電源スイツチを 「OFF」 
にし、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お客様相談セ 
ンターにご連絡ください。 

ご自分で分解しないでくださ 
い。故障の原因になります。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字へッドが高温 
になっていますので、印字 
へッドにはさわらないでくだ 
さし、 0 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


■^1• 用紙やリボンカートリッジが無い状態では、絶対に印字させないでく 

- ださい。また、用紙幅以上の領域にも印字させないでください。 

印字へッドの寿命低下や、破損の原因になります。 

• インクリボンとリボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させる 
ために、沖データ純正の消耗品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来 
の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保 
障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。（純正 
品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありませんが、 
ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 

• 印字が薄くなったり、インクリボンがほつれたりした場合には交換し 
てください。包装を解いたリボンカートリッジは長時間放置すると寿 
命が短くなります。 

• リボンカートリッジ交換後は、インクリボンがたるんでいないことを 
確認してください。たるんでいる場合は、つまみを矢印方向に回して 
たるみをとってから動作させてください。 

詳細は、「リボンカートリッジを取り付ける」 （17 ぺージ）を参照して 
ください。 

•用紙は、仕様に合ったものを使用してください。用紙詰まりや印字精 
度低下等の原因となります。詳細は、「付録用紙規格および印字範囲」 
(224ページ）を参照してください。 



早 


◎オプションを取り付けるときは、電源を 「 OFF 」 にしてください。 



◎雷が鳴っているときは電源を 「 OFF 」 にし、電源プラグを抜いてください。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



故障や異常のときは 


△警告 故障や感電の原因になります。 




故障や異常（においがしたり、煙が出たり、熱くなった）に気付 
いたときは、すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、電源プラグを 
コンセントから抜いて、お客様相談センターにご連絡ください。 
ご自分で分解したり、修理したりしないでくださし、。故障や感 
電の原因になります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


プリンタのお手入れ 

◎プリンタカパーの汚れは、中性洗剤を薄めた液にひたした布を、堅く 
しぼってふき取ってください。 







早 


堅い布やシンナ ー ，ベンジンなどでふかないで 
—ください。 



◎プリンタ内部にごみやほこり•紙紛が目立つ場合は、掃除機などを使 
用して取り除いてください。 （207 ページ参照） 



[^7] ごみやほこり•紙紛がたまるとセンサーの誤動作や用紙送り不 
良、印字乱れなどの原因になります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



早 


(MEMO) 


10 





2 プリンタの準懂 

〜箱を開けてからテスト印刷するまで〜 
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2 プリンタの準備 


梱包を開く 



プリンタの梱包を開いて、以下の付属品が揃っていることを確認してください。 
もし、足りない場合は、プリンタをお買い求めの販売店にご連絡ください。 





保証書/ご愛用者登録力ード PRICOM 3100 

セツトアップ 
ガイド 



IPv 6 説明文 



プリンタソフトウエア CD-ROM 
(1 枚） 



CD-ROM 

(SX User Software ) 
(1 枚） 


• 保証書に必要事項が記入されているか確認してください。 

- 正しく記入されていない保証書は無効になり、無償保証を受けられない場合があ 

ります。もし、記入内容が不十分でしたら、販売店にお問い合わせください。 

• 保証書は大切に保管してください。 

• 梱包箱，梱包材は保管しておき、再輸送の際に必ず使用してください。 
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2 プリンタの準備 


プリンタを設置する 

プリンタは、水平で安定した台の上に設置してください。また、操作，日常の点検および消 
耗品の交換など、プリンタの性能を維持する作業を行ろために下記の設置スペースを確保 
してください。 


i 又スぺ一入 



約 90 cm 


60 cm 以上 



































































2 プリンタの準備 


固定具を取り除く 


輸送時の振動などによる破損を防ぐため、印字ヘッドを固定具（ストッパとゴムダンパ) 
で固定してあります。ご使用になる前に、このストッパとゴムダンパを外してください。 


注./] •取り外した固定具と緩衝材は梱包箱とともに保管してください。 

•輸送や保管時、または装置移動の際にはこの固定具（ストッパとゴムダンパ）で 
再度印字へッドを固定してくださし、。 （264 ぺージ） 

•固定具（ストッパとゴムダンパ）を固定する際は、用紙厚設定レバーを「自動」 
に移動し、電源スイッチを 「 ON 」 にしてキャリッジが止まった後、電源スイッチ 
を 「 OFF 」 にしてから固定してください。（キャリッジが上昇します） 



トップカバーを 開きます。 

トツプカパーの左右のつまみを両手で持って開きます。 

トップカパー 



2 


固定具を外します。 

ねじを外し、ストッパを手前に引き抜いてください。 


左右のゴムダンパは、上に持ち上げながら手前に引き抜いてくだ 



〇 トップカバ-を閉じます。 

両手で左右のつまみを持ってトップカバーがロックされるまで 
閉じます。 


















2 プリンタの準備 


電源の条件 


• 以下の条件を守ってください。 

交流 ( AC ) :10 0 V ±1096 

電源周波数 ： 50 Hz または 60 Hz ±2 Hz 

• 電源が不安定な場合は、電圧調整器などを使用してください。 

• 本プリンタの最大消費電力は 390 W です。電源容量に十分余裕があることを確認してく 
ださい。 

• UPS (無停電電源)およびインパータを使用した場合の動作は保証していません。故障の 
恐れがあります。無停電電源およびインパータは使用しないでください。 



△警告 


火災や感電のおそれがあります。 


A A 


• 電源 コー ド、 アース 線の取り付け、取り外しは必ず電源スイッチを OFF にしてから行ってくだ 
さい0 

• アース線は必ず専用のアース端子に接続してください。水道管、ガス管、電話線のアース、避 
雷針などには絶対に接続しないでください。アースが取れない場合はお買い求めの販売店にご相談く 
ださい。 

• アース端子の接続は必ず、電源プラグに電源を繫ぐ前に行ってください。また、アース端子を 
外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってください。 

• 電源コードの抜き差しは必ず電源プラグを持って行ってください。 

• 電源プラグは確実にコンセントの奥まで差し込んでください。 

•濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

• 電源コードは踏まれない場所に設置し、電源コードの上には物を置かないでください。 

• 電源コードをたばねたり、結んだりして使用しないでください。 

• 破損した電源コードを使用しないでください。 

• たこ足配線はしないでください。 

• 本プリンタと他の電気製品を同じコンセントに接続しないでください。特に、空調機、複写機、 
シユレッダなどと同時に接続すると、電気的ノイズによってプリンタが誤動作することがあります。 
やむを得ず同じコンセントに接続するときは、市販のノイズフィルタかノイズカットトランスを使用 
してください。 

• 添付の電源コードを使用し、直接コンセントに差し込んでください。 

• 本プリンタに添付の電源コードを使用してください。他の製品用の電源コードは使用しないで 
ください。 

• 本プリンタに添付の電源コードは、本プリンタ専用です。他の製品には使用しないでください。 

• 延長コードは使用しないでください。やむを得ず使用する場合は、定格 15 A 以上のものを使用 
してください。 

• 延長コードを使用すると、 AC 電圧降下により、プリンタが正常に動作しない場合があります。 

• 印刷中に電源を切ったり電源プラグを抜かないでください。 

• 連休や旅行で長期間使用しない場合は、電源コードを抜いてください。 


C 電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、刃の根元、および刃と刃の間を清掃してく 
ださい。 

電源プラグを長期間コンセントに差したままにしておくと、電源プラグの刃の根元にホコ 
リが付着し、シヨートして火災の原因となるおそれがあります。 
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2 プリンタの準備 



電源コードを接続します。 

|注./1電源スイッチが OFF (〇）になっていることを確認してください。 


電源コードをプリンタに差し込みます。 


2 



コンセントが3極の場合 

© 電源プラグをコンセントに差し込みます。 
〈3極の場合〉 



コンセントが2極の場合 


①付属の電源プラグを使用し、 アース 線をコンセントの アース 端子に 
接続します。 

〈2極の場合〉 



必ずアース線を接続してください 0 
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2 プリンタの準備 


リボンカートリッジを取り付ける 


最初にリボンカートリツジを取り付けます。 

7^1リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗 
^~~品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 



參リボンカートリッジの取り付け 



ウ 電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左 
^ へ移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確 
認して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

印字へッドが上昇することで、リボンがセツトし易くなります。 


1^71印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順4で印 
^-字へッドを手動でリボンセット位置に移動します。 



ケガをする恐れがあります。 ^ 

電源を入れたままで力 
バーを開けて、リボン 
力一トリッジの交換を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 
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2 プリンタの準備 




3 トップカバ-を開きます。 

トップカパーの左右のつまみを両手で持って開きます。 

トップ カバー 



^ 印字へツドが、「リボン^ 卜 位置」にあることを確認します〇「リ 

ボンセツト位置」 にない場合は、印字へッドを、「リボン表卜位置」 
へ移動させます。 


A 注意 やけどの恐れがあります。 


A 


トップカパー 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になつています 
ので、印字へツドにさ 
わらないでください。 
リボンカートリツジの 
取り付けは、印字へッ 
ドの温度が下がってか 
ら行ってください。 


切り欠き部中央 
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2 プリンタの準備 


5 


印字へッド左右のガイドローラをそれぞれ外側に倒しま 
す。 



ガイドローラ 


ガイドローラ 


/ y リボンカートリッジの包装紙を取り除き、ロックピースを 
^引き抜きます。 



7 左右のァームを止まるまで開き、口ーラァームのつめを解 
’ 除します。 ァーム 


































2 プリンタの準備 





表示パネルの上方よりリボンカートリッジを入れて、印字 
へッドの上側にリボンカートリッジをセットし、リボン 
力ートリツジの両端を止まるまで押し込みます。 


リボン カー トリッジ 



リポンカセツトガイドの上方（矢印部）を突き当てて押し込むと、 
容易にセツトできます。 

^7] 左右のリボンアームがリボンカセツトガイド内に確実に 
^- 1 セツトされているか確認してください。 


1 Q 印字へッドの下側にインクリボンを通します。 
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2 プリンタの準備 


11 左側のガイドローラの上にインクリボンをのせます。 



i 〇 右側のガイドローラとガイドシャフトの間にインクリボン 
1 ^ を通します。 


インクリポン 



/ジ印字へッド左右のガイドローラを元に戻します。 



ガイドローラは、必ず戻してください。リボン外れの原 
因になります。 
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2 プリンタの準備 


口-ラノブを矢印方向に回してインクリボンのたるみを取 
’ザります。 


トップカパー 




□ーラノブ 


. 印字へッドとリボンプロテクタのすき間にインクリボ 
^—ンを通した際、よじれや折れ、力一トリッジ左右のアー 
ムから外れがないことを確認してください。 

• 口ーラノブを矢印の反対方向に回さないでくださし、。 
リボンジャムの原因になります。 

1 c 表示パネルを戻します。 


16 


トップカバーを 閉じます。 
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2 プリンタの準備 


參リボンカートリッジの取り外し 

1 用紙厚設定レバーを「自動」に移動します。 





2 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左 
へ移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確 


認して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


印字へッドが上昇することで、リボンが取り外し易くなります。 


H 印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順4で印 
- 1 字へッドを手動でリボンセット位置に移動します。 



ゲガをする恐れがあります。 ^ 

電源を入れたままで力 
バーを開けて、リボン 
力一トリッジの交換を 
しないでください。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 
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2 プリンタの準備 




トップカバーを 開きます。 

トップカパーの左右のつまみを両手で持って開きます。 

トップカパー 



4 印字へッドが、 「リボン^卜位置」 にあることを確認します。 「リボ 
ン^卜位置」にない場合は、印字へツドを、「リボンさ卜位置」へ 
移動させます。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 


トップカパー 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になっています 
ので、印字ヘッドにさ 
わらないでください。 
リボンカートリッジの 
取り付けは、印字へッ 
ドの温度が下がってか 
ら行ってください。 


切り欠き部中央 
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2 プリンタの準備 


5 


印字へッド左右のガイドローラを外側に倒し、インクリボ 
ンを外します。 





リボンカートリツジの両側を手前に引いてロックを外し、 
そのまま全体を手前に引いて外します。 


トップカパー 
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2 プリンタの準備 


シートスタツカを取り付ける 




シー トスタツカをスタツカフレームの差し込みガイドに差 
し込みます。 


シ_トスタツカ 
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2 プリンタの準備 


テスト印字をする 


プリンタが正確に動くことを確かめるために、テスト印字を行います。テスト印字には、 
A 4 サイズ以上の単票の縦置、または15インチ幅の連続紙を使用します。 

ここでは、 A 4 サイズの単票を使う場合を例にとって、テスト印字の手順を説明します。 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 



2 


オフライン状態で「単票/帳票」スイッチまたは「自 
動給紙」スイッチを押して''テサシ"にします。 



3 

4 

5 


電源を 「 OFF 」 にします。 

用紙厚設定レバーを「自動」にします。 

「自動給紙」+「高複写」 スイッチを押しながら、電源 
スイッチを 「 ON 」 にします。 


印字へッドが動きはじめたら、スイッチを指から離します。 



6 


単票をセットします。 

シートガイドに単票の左端を合わせて、そのまま奥に突き当たる 
までまっすぐ差し込みます。 

約2秒後、単票が自動的に吸入されます。 


7 


プリンタが印字を開始します。 

「印字可」スイッチを押すと、印字を中断します。 

もう一度「印字可」スイッチを押すと、印字を再開します。 
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2 プリンタの準備 




Q 「改頁」スイッチを押して、単票を排出します。 

Lf 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

連続紙の場合は、 100 ページを参照して用紙をセットしてください。 

7^7] テスト印字を行ってみて、動作が異常な場合には、「こんなときには」 （187 ぺージ) 
^一~を参照してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ホストコンピュータに接続する 



このプリンタは、パラレルインタフェースと，イーサネットインタフェース ( TCP / IP , 
IPX / SPX ) を装備しています。 

初めの設定では、パラレルインタフェースに接続できるようになっています。イーサネッ 
トインタフェースに切り替えるにはメニュー設定による変更が必要です。自動的には切り 
替わりません。 

イーサネットインタフェースで接続する場合は、「第6章ネットワークに接続する」 （165 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

インタフェースケーブルは、ホストコンピュータによって異なります。それぞれのホスト 
コンピュータに合った IEEE std 1284- 1994準拠の双方向パラレルケープルをご用意くださ 
い。 

プリンタの コネ ウタの信号線ピン配列は、「パラレルインタ フエー ス」 （21? ぺージ）をご 
覧ください。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電 
源スイッチも 「 OFF 」 にします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


2 


パラレルインタフエースケーブルを接続します。 

ケーブルが外れないようにプリンタ側の止め金具で固定します。 


zy 主意 感電の恐れがあります。 

万一の危険防止のため、インタフェースケーブルにアー 
ス端子がある場合は、付属品の「アース線固定ねじ」を 
使用して、端子取り付け位置に必ず接続し、コンピュー 
夕側もアースへ接続してください。 




〇 コンピュータにパラレルインタフエースケーブルを接続し 
d ます。 


詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Vista 環境で使用する 

•プリンタの設定 



Windows Vista から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （144 ページ）を参照してください。 

•プリンタドライバの動作環境 

Windows Vista 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 


注/日本語版以外の OS には対応していません。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 

|注，|セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限) 
-をもったアカウントでログオンしてください。 


7 プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

Windows Vista を起動します。 

すでに Windows Vista が起動している場合 
は、再起動してください。 



プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフ ト 内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


~用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

_ 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 



]^7]印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




/ 『スタート』-『コント□-ルパネル』-『プ 
リンタ』を開き、画面上で右クリック後、 
さらに、『管理者として実行』-『サーパの 
プロパティ』を選択します。 

『管理者として実行』という項目が無い 

-場合は、『サーパーのプロパティ』を選 

択します。 


〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をウリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 

7^7] 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

^-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Server 2008環境で使用する 

參プリンタの設定 


Windows Server 2008から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時 
の値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

Windows Server 2008日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 



注/日本語版以外の OS には対応していません。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•プリンタドライバのセットアップ 

|:+ セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限) 
-をもったアカウントでログオンしてください。 



7 プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 
プリンタの電源を roNj にします。 


Windows Server 2008を起動します。 
すでに Windows Server 2008が起動して 
いる場合は、再起動してください。 


プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給 
紙方法で「自動選択」を指定したとき、同一 
サイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てな 
いでください。 



用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフ ト 内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシート フイー ダ 
• フロントトラクタ フイー ダ 
• リアトラウタ フイー ダ 
• 自動選択 

• 「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 
參給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことにより表示されます。 


3 

J±C. 



一用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

厂出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



/ 『スタート』-『コント□ールパネル』-『プ 
リンタ』を開き、画面上で右クリック後、 
『サーパのプロパティ』を選択します。 


7^71『管理者として実行』という項目がある 

-場合は、『管理者として実行』-『サーパー 

のプロパティ』を選択します。 




ウ 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をウリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して<ださい。 

7^7] 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

^-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕'〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕、〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Server 2003環境で使用する 

•プリンタの設定 



Windows Server 2003から印®]する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の 
値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」 （144 ページ）を参照してください。 

•プリンタドライバの動作環境 

Windows Server 2003日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 


a 本語版以外の os には対応していません。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 


* 通常はプリンタドライバ CD-ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さぃ。 

Windows Server 2003付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ 
製のものに比べ機能が劣ります。 

• パラレルインタフエースで Windows Server 2003と接続する場合、『プリンタのイ 
ンストール』では正しくセットアップできません。プリンタのインストールでセッ 
トアップすると、 Windows Server 2003を起動するたびにプラグアンドプレイで 
のセットアップ画面(新しいハードウエアの検出ウィザード）が表示されますので、 
必ずプラグアンドプレイでセットアップしてください。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の権限） 
をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SE プリンタドライバがセットアップされている場合は、 
削除してからセットアップしてください。 

• プリンタドライバ CD-ROM の Readme . htm/txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 



プリンタとコンピュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 
プリンタの電源を roNj にします。 


Windows Server 2003を起動します。 
すでに Windows Server 2003が起動してい 
る場合は、再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセツトアップされます。 



5 


『スタート』-『プリンタと FAX 』 を選択し 
ます。 

『プリンタと FAX 』 フォルダに作成された 
プリンタアイコンを選択し、『ファイル』メ 
ニューより『プ□パティ』を選択します。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




6 


『詳細設定』タブを選択し、『新しいドライ 
パ』をクリックします。 



7 『プリンタドライパの追加ウィザードの開 
始』が表示されたら、『次へ』をウリツクし 
ます。 


8 


rv i ンストルする wine 

ゐ L 嵐 


'/ W - 騖にない埸合は、[: 


『プリンタドライパの選択』が表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 


製适元 

3 

ブリンタ 

* 

S 5 

Alps 

APS-PS 

z] 

VAQFA-AccuSet v52,3 

發 AGFA-AccuSetSF v52.3 
^AGFA-AccuSet 800 
^AGFA-AccuSet 800 SF v52.3 

T | 


-y c ® ドライバ《デジタル功す。 I ^ 

にランゾ成廣夕,がな 


<戻 5® [ 次へ J キ V ン乜レ I 


ビーディスクインストール 


J , »觀》翻！®し■数 fa =3] 

ViH. I 


製造元のファイルのコビー元 


|D:¥Driver¥SE¥WinS 2003 

mm 

参照(旦) i 


Q プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
ブイプへセットし、『製造元のファイルのコ 
ピー元：』に次のように入力して、 『 OK 』 
をクリックします。 

ここでは CD - ROM ドライブが Q ： の場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ WinS 2003 
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3 ホストコンピュータに接続する 




4 


喘辦無®織觉驟課遄 


if) 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
_リ 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をウリックします。 


ブリンタ 

~n 

OKI MK5R0QNE 8480SE 

OKI MICROUNE 8480SER 

OKI MKROLINE 8580SE 

OKI MICRDLINE 8720 SE 

i 


A こ©ドライパ tt デジタル S 名されていません。 

ドうイ; WSAtf 垂垔 h 珅由 


ーディスク棚 (B)... 」 


^r ： mw>：：：J 




ji 『プリンタドライパの追加ウィザードの完 
/ / 了』が表示されたら、『完了』をクリックし 
ます。 



7ク『ハードウエアのインストール』画面で 
■ “ 『 Windows ロゴテストに合格していません』 
と表示されたら、『続行」をクリックします。 



J ^ 『詳細設定』画面で、 『 OK 』 をクリックします。 
これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフ ト 内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合，手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


—用紙サイス' 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

_ 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 



[^7] 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


47 




































3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーパのプロパティ』を選 
択します。 


j こ OT- バ -ffl プロパテ袴表示し执 


//. 



〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 

7^71 0S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 

>作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 [Courier 
(lOcpi)〕 、 〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (lOcpi)〕 、 〔SanSerif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows XP 環境で使用する 

參プリンタの設定 

Windows XP から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻し 
てください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （144 ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

Windows XP 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 


注〆日本語版以外の os には対応していません。 





3 ホストコンピュータに接続する 


プリンタとコンピュータの電源が OFF に 
なっていることを確認します。 

パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

Windows XP を起動します。 

すでに Windows XP が起動している場合は、 
再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的にプリンタ 
ドライパがセットアップされます。 

『スタート』—『プリンタと FAX 』 を選択し 
ます。 

『プリンタと FAX 』 フォルダに作成された 
プリンタアイコンを選択し、『ファイル』メ 
ニューより『プ□パティ』を選択します。 


印刷設定®… 


I 索 杉 フォ M 基 ， X 


- B 寺停止ぬ） 


共有眼 

ブリン妓オフラインで使用する (LP 


ブリンタの适加⑻ 

サ H 5 ； —©ブ□パティ CD 
FAX のセツトアクブ凶 


ショー咖卜の作成⑤ 

mm 

CifiliD 商页啦） 


[ f ] 移勒 


霉 


>プリンタドライバのセットアップ 


注.， 



• 通常はプリンタドライバ CD-ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さい0 

Windows XP 付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製のもの 
に比べ機能が劣ります。 

•プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウィザード』力' 
ら行います。パラレルインタフエースで Windows XP と接続する場合、『プリンタ 
のインストール』では正しくセットアップできません。プリンタのインストール 
でセットアップすると、 Windows XP を起動するたびにプラグアンドプレイでの 
セットアップ画面（新しいハードウエアの検出ウィザード〉が表示されますので、 
必ずプラグアンドプレイでセットアップしてください。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユータの管理者の権限) 
をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SE プリンタドライバがセットアップされている場合は、 
削除してからセットアップしてください。 

• プリンタドライバ CD-ROM の Readme . htm/txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 



プロパティ® 


13回区 I 


/ C\IJ4 5 
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3 ホストコンピュータに接続する 



6 


『詳細設定』タブを選択し、『新しいドライ 
パ』をクリックします。 




7 『プリンタドライパの追加ウィザードの開 
始』が表示されたら、『次へ』をクリックし 
ます。 


プリンタドライパの S 択 

製适^とモデルによって使用す S プリン$ドライパが決ま0ま寸〇 


ぬ 


8 


『プリンタドライパの選択』が表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 


sag 元 

A ブリン 5 

Agfa 

l^AGFA-AccuSet v52.3 

Alps 

^AQFA-AccuSetSF v 眨 3 

A p°l° 

会 AGFA-AccuSet 800 

APS-PS 

v ^AGFA-AccuSet 800 SF v52.3 


s C® ドライパはデジタル塞名されています。 ■ [ | 

ドラ油罢名が垂里 


[ <戻る®) ||次へ⑽ > ) 匚キ v>fe レI 



Q プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
«-/ イプへ セツ トし、『製造元のファイルの コ 
ピー 元：』に次のように入力して、 『 OK 』 
をクリツクします。 


ここでは CD-ROM ドライプが Q ： の場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE¥WinXP 
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3 ホストコンピュータに接続する 



ブリンタドライパ®®択 

製适元とモデルによって使用す5プリン$ドテ〇邠決まりま'?。 


ぬ 


if) 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
■リ 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


カン$ 

八' 

OH MICROLINE 8480 SE 

OKI MICRO LINE 8480 SER 

Ml 

OKI MICROLINE 8720 SE 


a こ®ドライパ tt デジ$ル塞名され u 、 ません 0 r ディスク使用砂- 1 

ドライ;くの男名师軌軸 





| < 民5(® 

[ ;欠へ⑽ > 

キ V ン恤 1 






ブリン5ドライパの追加ウイザードの完了 


ブリンタド M パ®适加ウイザ-ド統了しま Ufe 。 

次®ド W パを励 D しまず 

OKI MICRO LINE 8580 SE . Intel . Windows 2001 または XP 


ウ讨-ドを開 bstdi 、 院了]約•わ i ? してく较 u 



I < 戻 5( g ) 

【「す 11 

[ キャン fel レ丨| 


【 - -j 

-1 


h 

ードウ i ア©インストー 

ル 


iL 


このハ-ドウ1 ア： 
プリンタ 


を使用ためにインスト-ルしようとしているソフトウIアは、 Windows XP との 
互換性を検 E す S Windows □ゴテストに合格していません。 

( T.J) 亍ストが垂垔であ5珣由〉 

インストールを耪行した場合、システム©劫作が捐なわれた0、システム 
が不安定にな5など、重大な»筈を31き起こす要因と可姥性 tf あ0 
ます。今すぐインストール t 中断し、 Windows □ゴテスト t 合格したソフ 
トウ: I ア入手=1定かどうか、八ードウ I アベンターに確認され S ことを、 
Microsoft ( J 3 く fcttft します 0 




r s 


1 y sifT<c) y 通インスト'■ルの停止⑤ 1 | 




OKI MICRO LINE 8580SE のブロパティ r?][x] 


全股„共有 ポー ト mmm デパイス® 設定 


® 常に利用可能 (u 
〇 聞始® 

優先顺姆 [T 


3終了 




ドライ [OKI MICROLINE 8580SE 


^ I 新しいドライパ劬 -」 


0 印刷ドキユメントをスブールし、ブ□クラムの印刷処理を高速(こ行う⑤ 

〇 全ページ分のデ-夕をスブールしてから、印刷デ-夕をブリン如:送る d) 
0 すぐに印刷デ'•夕をブリン$に送5® 

〇 ブリンタ(こ直接印刷デ'•效送5■必 


□ 一致しないドキュメントを保留す卿 
0 スブールされたドキ j ントを最?刀に印刷する (B) 
□印刷後ドキュメントを残す (K) 

0 詳細な印刷機能を有効(こす5(£> 


楞準の設定 (E)“. j 〔ブリントブ□セツサ(沙 II 区切0ページの)... 


] Iキゃンセル ] I 適用込） 


7/『プリンタドライパの追加ウィザードの完 
/ / 了』が表示されたら、『完了』をクリックし 
ます。 


アク『ハードウエアのインストール』画面で 
，— 『 Windows □ゴテストに合格していません』 
と表示されたら、『続行」をクリックします。 


J ^ 『詳細設定』画面で、 『0 K 』 をクリックします。 
これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフ ト 内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 


• 「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは，印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことにより表示されます。 


3 



—用紙サイス' 

用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

i ~ 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

[^7] 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

/ 『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーパのプ□パティ』を選 
択します。 


3 

j±c. 


〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をウリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 

OS 側の設定が1/6インチ単位のため、 

^一一 1/6インチ単位以外に設定した場合には 
実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。そのた 
め、思い通りの印刷結果が得られない場 
合があります。 

^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 



ブリントサーバーのブ□パティ 0 IX ] 



0 K ] I キャンセル | 適用(色） 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕'〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕、〔Sanserif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows 2000 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows 2000から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows 2000日本語版の動作するコンピュータ 


• 日本語版以外の OS には対応していません。 

• ARC 互換 RISC ベースのプロセッサ （ MIPS ® シリーズ、 Alpha 、 PowerPC ™ など） 
のシステムには対応していません。 





3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 


• 通常はプリンタドライバ CD - ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さぃ。 

Windows 2000付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製のも 
のに比べ機能が劣ります。 

• プリンタドライバのセットアップは「プリンタの追加」から行います。 

• Administrator の権限が必要です。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 
合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 



プリンタとコンピュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケーブルを接続します。 
プリンタの電源を 「 ON 」 にします。 


Windows 2000を起動します。 

すでに Windows 2000が起動している場合 
は、再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的に Windows 
2000付属のプリンタドライパがセツトアツ 
プされます。 


ブリンタ 


J ファイルの編集 (£) 表示祕 




-通常使うブリンタ(こ設定 (£) 
印刷設定 CD ... 


一 b 寺停止(色） 

すべてのドキュメントの取り消し妙 
a 匪馳州 -共有‘ 

ブリンタをオフラインで•使用する ( U ) 


ショートカットの作成迄) 


則除必 


名前®変*: ( M ) 


プロパティが 


/ Z 『スタート』—『設定』-『プリンタ』を選 
り 択します。 

『プリンタ』フォルダ内のプリンタアイコ 
ンを確認し、自動的にインストールされた 
Windows 2( X )0 付属のプリンタドライパを 
右ボタンでクリックし、『削除』を選択しま 
す。 


6 


『プリンタの追加』をダブルクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



ブリン知 Dil 加ウイザ-ド 





;のウィザードを使うと、カン知インストールまたはブリン 5® 格晓 S 行5 

桡行槪 ( S ' WA ] して VSSO 。 





7 『プリンタの追加ウィザードの開始』画面で、 
『次へ』をウリツクします。 



〇 『□—カルプリンタ』を選択し、『プラヴア 
^ ンドプレイプリンタを自動的に検出してイ 
ンストールする』のチェッウを外して、『次 
へ』をクリックします。 

[^7|必ず『ブラグアンドプレイプリンタ 
を自動的に検出してインストールす 
る』のチェックを外してください。 



Q 『次のポートを使用』を選択して、 『 LPT 1: 
リ プリンタポート』を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 



ブリンタ®追加ド 

製适元 t モデルでどのブリン5奄使うか決定は寸。 



使厢をクリックしてください。カン鄉一覧 ( ； 方 C 谰合は、カン ^ ！のマニュアル 4 参照して互換 1 ! 生 ®*5 ブリン 
5 を iM 択し r く热、 


10 『ディスク使用』をクリックします。 


製造元 (M): ブリン$吵 


Alps 

Apple 

APS-PS 


AGFA-AccuSet v52.3 

AGFA-AccuSetSF v52.3 

AQFA-AccuSet 800 

AGFA-AccuSet 800 SF v52.3 

AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 

E 

APTi 

_d 

AGFA-AccuSet 1000 

A»C A- A nn . L C«4 Ifinqcc . 9 ^0 



ディス 5 使用 ⑻ ...J 


< 戻 2><g> 1 次へ < 也 > ] キやン七リレ | 


xj 


』謂®■■湯入 IE 3 Z 


製适元のファイルのコビー元 ◎ 


[D：¥Driver¥SE¥WIN2000 


Z] _#PS<B)... I 


『フロッピーディスウからインストール』画 
面が表示されたら、プリンタドライパ CD - 
ROM を CD - ROM ドライプへセットして、 
「製造元のファイルのコピー元：」に次のよ 
うに入力して 『0 K 』 をクリックします。 
ここでは CD - ROM ドライブがの場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ WIN 2000 
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3 ホストコンピュータに接続する 


19 『プリンタ』でプリンタの機種名を選択し、 
■ム 『次へ』をクリックします。 


5を舰してく訊 


ブリン $(& 


OKI MICROLINE 8350SE 

OKI MICRO LINE 8370 SE 

OKI MICROLINE 8480 SE 

OKI MICRO LINE 8480 SER 

3 

hi 

OKI MICP'：|LIME 8720 SE 

3 


ディス她用 OIL | 




) 1 1 



10 『既存のドライパを使ラ』画面が表示され 
た場合は、『新しいドライパに置き換える』 
を選択し、『次へ』をクリックします。 




i / 『プリンタ名』を確認し、『通常使うプリンタ』 
/ V で『はい』を選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 




■ f 厂 『このプリンタを共有しない』を選択し、『次 
/ w へ』をクリックします。 


1 只 テストページを印刷する場合は『はい』を、 
/ 〇 印刷しない場合は『いいえ』を選択し、『完 
了』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 






デジタル署名が見つかりませんで ’u： 



がありませんこ、この卜 1 &ァが Windows で正しく肋作 


托ことは ffc れません。 


Microsoft デジ$ル罢名されたリフトウ：!ァを検索す2>場合は、 
Windows Update Web サイト 

http://windowsupdate.microsoft.com を#照し、利用で’き S ソフト 
ウIアであ5かどう 7k 確恧してく歧 U 

インストルを続行しますか？ 


][: 靜 コ I 


いいえ⑽詳細牾報 (M) 」 



ブリンタ 


J ファイル©編案®表示 M » 

〇 


1 

ブリンタの适加 

MICR 0 LINE 
8580 SE 


2個のオブジ I クト 


17 


『プリンタの追加ウィザードを完了していま 
す』画面で、『完了』をクリックします。 


18 


『デジタル署名が見つかりませんでした』画 
面で、『はい』をクリックします。 

ファイルのコピーが開始されます。 


19 


『プリンタ』フォルダにプリンタアイコン 
が作成され、セットアップの完了となりま 
す。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



用紙/品質タブでの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプシヨン画面での設定 

この画画ま、アプリケーシヨンソフト内のプリンタのプ□パティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


—用紙サイス' 





用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 


単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


[]±^1印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




/ 『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーパーのプロパティ』を選択し 
ます。 


ウ 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



7 ^] 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

-1/6インチ単位以外に設定した場合には 

実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理して 
いる用紙サイズに差が生じます。その 
ため、思い通りの印刷結果が得られな 
い場合があります。 


作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


參フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi) 〕、 〔Roman (1 Ocpi) 〕、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Me 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows Me から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows Me 日本語版が動作するコンピュータで 、 IBM PC / AT 互換機， PC -9821 シリーズ 
(双方向パラレルインタフェース対応機のみ） 

注/1日本語版以外の OS には対応していません。 





3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライパのセットアップ 


[ jfT ] • 通常はプリンタドライバ CD - ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さい。 

Windows Me 付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製のもの 
に比べ機能が劣ります。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 
合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 


/ プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 


7?イル©編集©表 


1 m 

ISP 3 問く 


ブリンタの追加 


國 



一時停止(が 

«通芾使うブリンタに設定 (£) 


g 逞択されたォブジ I ウド印刷ドキュメントの則除ぬ> 
ショー トカツトの作成⑤ 


則除必 


名前破更 ( M ) 


プ□パティ® 


/p Windows Me を起動します。 

^ すでに Windows Me が起動している場合は、 
再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的に Windows 
Me 付属のプリンタドライパがセットアップ 
されます。 

〇 『スタート』—『設定』—『プリンタ』を選 
^ 択します。 

『プリンタ』フォルダ内のプリンタアイコ 
ンを確認し、自動的にセットアップされた 
Windows Me 付属のプリンタドライパを右 
ボタンでウリツクし、『削除』を選択します。 


4 


『プリンタの追加』をダブルクリックしま 


す。 



『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れますので、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




6 


『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 


ブリン⑽31加ウイザ-ド 


# 


カンタの製适元とモデルを逞択し I く妫い。ブリンタにインストルディスク肿 t いてい S 埸合 
誠 调 合 8 、 力施 ユ舰 


7 製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をウリツクします。 


製适元 ( M 〉： _ブリン$砂 


KBtPi 

Apple 

APTi 

1 

AGFA-AccuSet 1000 SF v 2013.108 
AQFA-AccuSet 1000SF v52_3 

1 

AST 

AT&T 

Brother 

Bull 

zl 

AGFA-AccuSet 1500 

AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 

■i. 


ディスク使用砂 .-I 


<戻る®』 ） 欠へ〉 ] _キャンセル」 



ブリン⑽励 D ウィザ-ド 


^ 参照 U ： 互威 f 生 ( D &) ブリンタを S 折してく 


ブリン$(£〉: 


OKI MICROLINE 8340SE 

OKI MICROLINE 8350 SE 

3 

OKI MICROLINE 8370SE 

OKI MICROLINE 8480 SE 

OKI MICROLINE 8480SER 

OKI MICROLINE 8720 SE 

- 


ディスク®用 ( hi ).- I 


〇 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
^ イブへセツトし、「製造元ファイルの コピー 
元」に次のように入力し、 [ OKJ をクリツ 
クします。 

ここでは CD - ROM ドライブがの場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE¥WinMe 


Q 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
。 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 








< 戻る ( E ) 

1 次へ > 1 

キゃンセル 






if ) 『利用できるポート』から 『 LPT 1:』 を選択 
し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



11 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
' ’ を確認し、『次へ』をクリックします。 



7 >7テストページを印刷する場合は『はい（推 
H 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をクリックします。 




10 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをウリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 



用紙タブでの設定 



用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

參特別な用紙サイズを使ラ場合、ユーザー定義サイズを 
選択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格およ 
び印字範囲」の範囲で使用してください。 

參用紙の長さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 

0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6イ 

-ンチ単位以外に設定した場合には実際の用 

紙サイズと03内部で管理している用紙サ 
イズに差が生じます。そのため、思い通り 
の印刷結果が得られない場合があります。 
【ユーザー定義サイズダイアログ】 


|533 

[533 .. 4216 ] 

r 0.01 インチ® 

[686 

3 [686 .. 4216 ] 

a 0.1 ミリ ( m ) 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• カツトシート フィー タ' 

• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフイータ' 


參複数のユーザ定義サイズの用紙を使いたい場合、プリ 
ンタドライバをユーザ定義サイズごとにインストール 
してください。ドライバの名前にサイズ名を指定すれ 
ば、ドライバの切り替えで使用できます。 



• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 



_紙の詳細オプション 


ms 出 gs ( e ): |指定なし 





【詳細オプションダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


0 K ] ーキゃンセル」 定値に戻す(逆 j 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプシヨンタブでの設定 



印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が 
優先されます。そのため、確実に印字速度を指 
定したい場合はプリンタ本体の設定を変更して 
ください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以 
下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•フォントの 指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(10cpi)〕、〔OCR-B(10cpi)〕、〔Roman(10cpi)〕、〔SanSerif(10cpi)〕0 8種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows98 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows98 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows98 日本語版が動作するコンピュータで、 IBM PC/AT 互換機， PC-9821 シリーズ 
(双方向パラレルインタフェース対応機のみ） 

I注/ j 日本語版以外の 0S には対応していません。 






3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 


jjTl • 通常はプリンタドライバ CD - ROM の沖データ製プリンタドライバをご使用くだ 
さい。 

Windows 98 付属のプリンタドライバもご使用になれますが、沖データ製のものに 
比べ機能が劣ります。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 
合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 
Windows 98 日本語版オペレーティングシステム ( CD - ROM ) 


/ プリンタとコンビユータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 

^ Windows 98 を起動します。 

^ すでに Windows 98 が起動している場合は、 
再起動してください。 

プラグアンドプレイで、自動的に Win - 
dows 98 付属のプリンタドライパがセット 
アップされます。 

アップグレードした Windows 98 で 
は、『ディスクの挿入』が表示されま 
す。 『 OK 』 をクリックし、 「 Windows 98 
CD - ROM 」 をセットします。 
『ファイルのコピー元』に 「 D :¥ Win 98」 
( CD - ROM ドライブが匕の場合）と入 
力し、 『0 K 』 をクリックします。 


圉回 B 


ファイル (£) 編集 (£) 表示秘 


1 黪 


ブリンタの追加 


^<( 0 ) 


M 逞択されたオブジ I クト1 


寺停止(丑） 

'通常使うプリンタに設定 (£) 


印刷ドキュメントの則除 ( Q ) 


ショートカットの作成⑤ 
名前の変更 ( M ) 


ブ□パティ ( E ) 


〇 『スタート』—『設定』—『プリンタ』を選 
^ 択します。 

『プリンタ』フォルダ内のプリンタアイコ 
ンを確認し、自動的にセットアップされた 
Windows 98 付属のプリンタドライパを右 
ボタンでクリックし、『削除』を選択します。 


4 


『プリンタの追加』をダブルクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





参照して互換•[生©あ S ブリンタを S 折してく妫い。 


合は、ブリン$のマこ； I アルを 



OKI MICROLINE 8340SE 

OKI MICROLINE 8350 SE 
OKI MICROLINE 8370SE 
OKI MICROLINE 8480 SE 
OKI MICROLINE 8480SER 

::: '■'：：■ : LINE S720SE 




ディスク用 ( ti ).- I 








<戻 5® 

1次へ> ■ 

キャンセル| 





/ T 『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れたら、『次へ』をクリックします。 


『口ーカルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
^クリックします。 


7 製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をウリツクします。 


〇 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
〇 イブへセットし、「製造元ファイルのコピー 
元」に次のように入力し、 『 OK 』 をクリッ 
クします。 

ここでは CD - ROM ドライブが仏の場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 98 

Q 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
。 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 

(1^71 途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『OKJ をクリックし、 CD- 
ROM ドライブに Windows98 の CD-ROM 
を セッ トし、「ファイルのコピー元」に、 
「D:¥Win98」（CD-ROM ドライブが仏 
の場合）と入力し、 『OK』 をクリック 
します。 （Windows98 がプリインストー 
ルされた環境においては、 CD-ROM の 
内容がハードディスクに保存されてい 
ますので、「ファイルのコピー元」に、 
該当するハードディスクの場所を指定 
し、 『OK』 をクリックします。） 
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3 ホストコンピュータに接続する 




if ) 『利用できるポート』から 『 LPT 1:』 を選択 
し、『次へ』をクリックします。 


f i 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
/ ' を確認し、『次へ』をクリックします。 




y >7テストページを印刷する場合は『はい（推 
/ム奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をクリックします。 

[3^71 途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『OKJ をクリックし、 CD- 
ROM ドライブに Windows98 の CD-ROM 
を セッ トし、「ファイルのコピー元」に、 
「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブが仏 
の場合）と入力し、 『OK』 をクリック 
します。 （Windows98 がプリインストー 
ルされた環境においては、 CD-ROM の 
内容がハードディスクに保存されてい 
ますので、「ファイルのコピー元」に、 
該当するハードディスクの場所を指定 
し、 『0K』 をクリックします。） 



10 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


#プロパティの設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをウリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 




用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 


參特別な用紙サイズを使う場合、ユーザー定義サイズを選択 
し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格および印字範 
囲」の範囲で使用してください。 

•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 

1 ^ 71 0S 側の設定が 1 / 6 インチ単位のため、 1 / 6 イン 
^チ単位以外に設定した場合には実際の用紙サ 
イズと 0 S 内部で管理している用紙サイズに 
差が 生じます。 そのため、思い通りの印刷結 
果が得られない場合が あります。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 


賺 

|533 

当 [533 

.. 4216 ] 

C am イ >^(p 

長さ (L>: 

■686 

-r] [ 686 

.. 4216 ] 

(? 0.1 ミリ M 


— 0K 」 _ キャン fel レ_既定値に戻す (D) j 


•複数のユーザ定義サイズの用紙を使いたい場合、プリンタ 
ドライバをユーザ定義サイズごとにインストールしてくだ 
さい。ドライパの名前にサイズ名を指定すれば、ドライバ 
の切り替えで使用できます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフィーダ 



奶 リンタの追加 

§||8580SE4X11 インチ 
#8580 SE 5X11 インチ 
_8580SE 6X11 インチ 


4他のオブジ:[クト 




• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 



排出 S 蛋迫)：|指定なし 

3 

1 スタッカ 



【詳細オプションダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 


• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
• テーブル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

キ祝ル | 職値に戻す <e> | 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 



印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

^7] 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が 
優先されます。そのため、確実に印字速度を指 
定したい場合はプリンタ本体の設定を変更して 
ください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以 
下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(lOcpi)〕 、 〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (lOcpi)〕 、 〔SanSerif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows95 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows 95 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻して 
ください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （144 ページ）を参照してください。 


•プリンタドライバの動作環境 

Windows 95 日本語版の動作するコンピュータで 、 IBM PC / AT 互換機、 PC -9821 シリーズ 
(双方向パラレルインタフェース対応機のみ） 


[ayl S 本語版以外の OS には対応していません。 






3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 


•プリンタドライバのセットアップは「新しいハードウエア」から行います。「新し 

- いハードウエア」を検出しない場合は「プリンタの追加」からセットアップを行っ 

てください。 

• Windows 95 のバージョンによってセットアップ手順、画面表示などが異なります。 
Windows 95 のパージョンは「マイコンピュータ」アイコンを右ボタンでクリック 
し、「プロパティ」を選択すると表示されます。バージョンを確認の上、セットアッ 
プを行ってください。 

• すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 
合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows 95 日本語版オペレーテイングシステム ( CD - ROM もしくはフロツピーデイスク) 


4.00 .950 または4.00 .950 a の場合 



プリンタの電源を roNj にします。 



2 

3 



4 


Windows 95 を起動します。 

すでに Windows 95 が起動している場合は 
再起動してください。 

『新しいハードウヱア』画面が表示された 
ら、『ハードウエアの製造元が提供するドラ 
イパ』を選択し、 『0 K 』 をクリックします。 

[^7] 『デバイスドライバウイザード』が 
表示された場合は 「4.00.950 B また 
は4.00.9500の場合」 （78 ぺージ）の 
手順にしたがってください。 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットして、「配布ファイルのコピー 
元：」に次のように入力し、 『0 K 』 をウリツ 
クします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ： の場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 95 
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3 ホストコンピュータに接続する 


/— 以後、画面の指示にしたがってセットアッ 
プを続けます。 


3 

J±C. 


|P3 JTA 

圉囡 E 3 I 

フ 7 イル (£) 

編集 (i) 表示 <y) 

9 

フ TO の追加： 

# 

OKi 

MICROLINE 
8580 SE 


2 個のオア y! 外 


注，途中で『ディスクの挿入』が表示され 

-た場合は、 『0 K 』 をクリックし、 CD - 

ROM ドライブに Windows 95 の CD - 
ROM をセツトし、「ファイルのコピー 
元」に、 「 D :¥ Win 95」（ CD - ROM ドラ 
イブがの場合）と入力し、 『 OK 』 
をクリックします。（オペレーティン 
グシステムがフロッピーディスクの場 
合は、指定されたディスク (Disk XX )を 
フロッピーディスクドライブへセット 
し、「ファイルのコピ ー 元」に 「 A :¥」 
と入力し、 『 OK 』 をクリックします。） 

追加したプリンタのアイコンが「プリンタ」 
^ ウインドウに表示されます。 


4.00 .950 B または4.00.9500の場合 



2 

3 


プリンタの電源を 『 ON 』 にします。 

Windows 95 を起動します。 

すでに Windows 95 が起動している場合は 
再起動してください。 


『デパイスドライパウィザード』が表示され 
t こら、 『次へ』をクリックします。 



使财ハ獅5>フ狀=&£\力して' yaiw [棚を》对るとフ泌观索ます。 




4 

5 


『場所の指定』をクリックします。 

プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットして、「場所」に次のように入 
力して、 『0 K 』 をクリックします。 


6 


ここでは CD - ROM ドライブがの場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 95 


プリンタドライパが見つかったことを確認 
し、『完了』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




インストル後、フ”ン w 正しく設定されたカゼうか確認するために、 
テスト V - シ节印刷できます。 

印宇テス晻行いますか？ 
t 推獎》呦 

レ' ■“、柳— 



r . : 


<戻る (!） 

1完了 

キャン ft レ| 





7 


『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 


3 

=±n. 


〇 テストぺージを印刷する場合は『はい(推 
〇 奨)』を、印刷しない場合は『いいえ』を選 
択し、『完了』をクリックします。 

[3^1 途中で『ディスクの挿入』ダイアログ 

^- 1 が表示された場合は、 『0 K 』 をクリッ 

クし、プリンタドライバ CD - ROM が 
CD - ROM ドライブへセットされて いる 
ことを確認し、「ファイルの コピー 元」 
に、 「 D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 95」( CD-ROM 
ドライブが仏の場合）と入力し、 『 OK 』 
をクリックします。 

さらに『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『 OK 』 をクリックし、 CD - 
ROM ドライブに Windows 95 の CD - 
ROM をセットし、 「ファイルのコピー 
元」に、 「 D :¥ Win 95」（ CD - ROM ドラ 
イブが〇：の場合）と入力し、 『 OK 』 
をクリックします。（オペ レー ティン 
グシステムが フロ ッ ピー ディスクの場 
合は、指定されたディスク (Disk XX )を 
フロッピー ディスクドライブへセット 
し、 「ファイルのコピー 元」に 「 A :¥」 
と入力し、 『 OK 』 をクリックします。） 



Q 追加したプリンタのアイコンが、「プリンタ」 
^ ウインドウに表示されます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


#プロパティの設定 

使用する用紙サイズなどの設定は『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをクリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プ□パティ』で設定します。 



用紙タブでの設定 -用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユーザー定義サイズを選 
択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用して<ださい。 

參用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 

7^71 0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、1/6イ 

-ンチ単位以外に設定した場合には実際の用 

紙サイズと 0 S 内部で管理している用紙サ 
イズに差が生じます。そのため、思い通り 
の印刷結果が得られない場合があります。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 


&サ ''' •定弄サイス'' 


|533 [533 .. 4216 

長さ (L): [686 [686 .. 4216 


単位 

わ 0.01 ィ WP 
]<• 0.1 ミ !; (M) 




キャンセル| 


獅こ戻す ( D ) 


•複数のユーザ定義サイズの用紙を使いたい場合、プリン 
タドライパをユーザ定義サイズごとにインストールして 
ください。ドライパの名前にサイズ名を指定すれば、ド 
ライパの切り替えで使用できます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 





の詳細設定 


排出方法 < s ): 


[■指定なし 

I テーブル 

匕タッカ 

mmm 


• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 



ヨ 


【詳細設定ダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
テーブル：テープル側に排出します。 

スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


ok | _キ t •ンセル_| に戻す ( a )」 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプシヨンタブでの設定 



印刷品質 


印刷の品位を選択します。 

• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 

^7] 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定 
が優先されます。そのため、確実に印字速度 
を指定したい場合はプリンタ本体の設定を変 
更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は 
以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕'〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕、〔Sanserif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsNT4.0 環境で使用する 

•プリンタの設定 

WindowsNT 4.0 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 


3 

J±C. 


•プリンタドライバの動作環境 


Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0日本語版の動作す 
るコンピュータ 

• 日本語版以外の OS には対応していません。 

^- 1 • ARC 互換 RISC ベースのプロセッサ （ MIPS ® シリーズ、 Alpha 、 PowePC ™ など） 

のシステムには対応していません。 

• WindowsNT 3.51 用プリンタドライバは CD - ROM の 「 Driver ¥ SE ¥ NT 351 」ディレク 
トリに入っていますが、 WindowsNT 3.51 についてのサボートは行っておりません。 
詳細は NT 351 ディレクトリ内にある readme . txt をご覧ください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのセットアップ 


WindowsNT 4.0 を起動した状態からのセットアップ手順を説明します。 

セットアップには、次のものをご用意ください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

WindowsNT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0日本語版オペレー 
テインヴシステム （ CD - ROM ) 

.•-t • Administrator の権限でログインしてからセットアップしてください。 

^- • すでに MICROLINE SE シリーズのプリンタドライバがセットアップされている場 

合は、プリンタアイコンを削除してからセットアップを行ってください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補 
足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 



なお、説明の中では、 DOS/V PC で WindowsNT Wo 「 kstation 4.0 日本語版を使用します。 



プリンタウィザードを起動させます。 

『マイコンピュータ』—『プリンタ』—『プ 
リンタの追力□』で起動します。 


〇 『このコンピュータ』をチェックし、『次へ』 
^ をクリックします。 



〇 接続ポートを選び、『次へ』をクリックしま 
d す。 


^ フ•'ルタの製适元とモテ％を5リックじ C くだ改 A VM \ こインストルテ 'V ス畑付届して I 

^ _驟為編け處は' _ 


4 


『ディスク使用』をクリックします。 





アルフ•ス電気 
カシオ電子ェ案 
キヤノン 

キュー I ム .1 ス•ゲ wr ノ 


tJi 


lyj'm. 


1 


Apple Color LaserWriter 12/600J 

Apple LaserWriter 16/600 PS-J 
Apple LaserWriter II NTX-J 
Apple LaserWriter Pro 400 
Apple LaserWriter Pro 405 
Apple LaserWriter Select 610 



< 戻る(旦）次へ ( N ) > ] 一 和ンセル—] 



5 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブへセツトし、「配布ファイルのコピー元」 
に次のように入力し、 『0 K 』 をクリックし 


ます。 

ここでは CD - ROM ドライブがの場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver ¥ SE ¥ NT 40 
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3 ホストコンピュータに接続する 




6 プリンタの機種名を選びます。 

7 弓 I き続き、画面に表示される指示にしたがつ 
て、適切な項目を選びます。 

ファイルのコピーが開始されます。 

途中で『ディスクの挿入』が表示さ 

^- 1 れた場合は、 『0K』 をクリックし、 

CD-ROM ドライブに WindowsNT4.0 
の CD-ROM をセットし、「コピー元」 
に、 「D:¥i386」(CD-ROM ドライブ 
が匕の場合）と入力し、 『OK』 をク 
リックします。 


”ンタ 



フ7イル (£) 編集 (£) 表示切 


画 # 


フ 4 ■ノン5の追加 


………. 0KT ………. 

MICROLINE; 
8580SE I 


8 


セツトアップは終了です。 


2悃のオフ''シ\外 


A 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



ぺージ設定タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 
アプリケーションによっては、「ページ設定」タブでの設定より、アプリケーションソフト 
の用紙設定での設定内容が優先されます。 



用紙サイズ 


用紙サイズを選択します。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラウタフイーダ 
• リアトラウタフイーダ 
• 自動選択 

參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



詳細タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタのプ□パティで表示されます。 

—用紙/出力 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


ぐ一 yis 定詳紬 


日み用紙/出力 

! 0用紙サイス■: <A4> 
a 印刷の向き: <縦> 

逆給紙方法く 自轨 
i" |jb) クぅフィックス 

園 S? 像度 < 18 0x 咖〉 

日ドヰゴノトのわ*^ン 

卜私ハつトンカラ-の調 SL 

您用 Sft/ 出力:く 指定な L> - 

口印刷品背く 高密度(固方向印宇)〉 _ 
OKI MICROLINE 8580SE 卜、、キュメントの設定 


分 変更した.わつ〇を元に戻す': U :| I 

cp m 7 V ' A ドライル' のハ^ 5 ン1香報⑷ ... 」 


3 


zT 


■ 印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高密度(両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 
•高密度(片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 


[ j §7] 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

局密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



/ 『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーパーのプロパティ』を選択し 
ます。 




〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』 
^ をチェックし、寸法を入力します。入力後、 
『用紙の保存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使用して<だ 
さい。 

•高さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 

^7] 0S 側の設定が1/6インチ単位のた 

1 -め、1/6インチ単位以外に設定した場 

合には実際の用紙サイズと 0S 内部 
で管理している用紙サイズに差が生 
じます。そのため、思い通りの印刷 
結果が得られない場合があります。 


^ 作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕 〔Courier 
(lOcpi)〕 、 〔OCR-B(IOcpi)〕、〔Roman (1Ocpi) 〕、 〔SanSerif (lOcpi)〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

•プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows3.1 環境で使用する 

•プリンタの設定 

Windows 3.1 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻し 
てください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（144ページ）を参照してください。 


•プリンタドライバの動作環境 

MS - DOS 上で動作する Windows 3.1 日本語版の動作するコンピュータ 

j 主/1 Windows3.1 日本語版より前のパージョンについては、動作の保証は致しかねます。 
-また、日本語版以外の OS には対応していません。 





3 ホストコンピュータに接続する 


參プリンタドライバのインストール 


Wind ⑽ S 3.1 を起動した状態からのインストール手順を説玥します。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 
Windows 3.1 日本語版オペレーティングシステム（フロッピーディスク) 


プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関する補足 
-情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 




設定 ( S ヘルブ ( H ) 


ントロールバネル 


II! 遇 ダ 

面面の色 フォント シリアルポ'-卜 



キーポード 




怠 


J 


ブリンタの組み込み、肖勝、 epgij オプションを設定します。 



『コントロールパネル』の『プリンタ』をダ 
プルクリックします。 



「通常使うブリンタ 

1 OKI MICROUNE 801 PS - LPT 1: 


終了 




「組み込まれ c いるフリノタ比)： 

1 

■ OKI MICROUNE 801 PS - LPT 1: 

I 

設定®" • | 

OKI MICROUNE 8340 SE - LPT 1： 


♦J 

J 

登録の削除 ( R ) 1 

1: 通常使うアリ >5> として設定 

[ 追加 (△)>> 

区！ブリントマネージャを使う ( U ) 

^ bT ( H ) 


2 


『追加 ( A )»』 をクリックします。 


IFI4 III 

■通常使うブリンタ- 


OKI MICROUNE 801 PS - LPT 1: 


•組み込まれているブリンタ ( E ):_ 


OKI MICROLINE 801 PS - LPT 1: 


OKI MICROUNE 8340 SE - LPT 1: 


L 通常使うアリ）夕として設定 ( E )] 


区！ ブリントマネージャを使う ( U ) 


終了 


[ 接続(0… 


[ 設定⑶… 


登録の削除® 


ヘルア ( ij ) 



一覧からブリンタを選択し、[組み込み]ボタンを押してください。 
設定できるォブ'ンョンの詳細を参照するときは、[ペルア]ボタンを押 
してください。 


3 


『一覧にないフ°リンタや更新されたフ°リンクの組 
み込み』を選択し、『組み込み①...』をクリツ 
クします。 


プリンタの組み込み 


一 M にない、または更新されたブ 
リンタドライバのファイルが入つ 
ているフロッピーディスクを揀入 
してください。 


OK I 
tr'Al \ 




D :¥ Driver ¥ SE ¥ Win 31 





#P.S(B)...] 

UT(H) I 


yf プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
Tr イブへセットし、次のように入力して『0 
K 』 をクリックします。 

ここでは CD-ROM ドライプが Q ： の場合を例 
にしています。 

D :¥ Driver¥SE ¥ Win 31 
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3 ホストコンピュータに接続する 




IFI 4 IMl 1 


「通吊 1 史ンノソノメ 

OKI MICR 0 UNE 801 PS - LFT 1: 

終了 

-組み込まれているブリンタ (0: 

|接続に)…| 

I 0 KI MICROLINE 801 PS - LPT 1: 1 

r«i/T Mir-Dm imc Q9iino^ - . ( 


言徒®…| 

tea 曬 w 別叫 | •1 丨 j.H 一 

J ) 

|登錄の'肖_ || 

通常使うアリ'ノタとして設定 0 


区!ブリントマネージャを使う(旦） 

組み込むブリンタの選択 a): 

ヘルァ(且） 


♦ 


Apple LaserWriter II N 1 X-J 

Canon Bubble-Jet BJ -10 v 

Canon Bubble-Jet B J -10 v Custom 



一覧からブリンタを選択し、[組み込み]ポタンを押してください。 
設定できるオブシヨンの詳細を参照するときは、[ペル: n ポタンを押 
してください。 


プリンタの機種名を選択し、 『 OK 』 をクリッ 
リ クします。 

途中で『プリンタの組み込み』が表 
示された場合は、要求されたファイ 
ルが格納されている Wi ndows 3. 1セッ 
トアップディスクをフロッピー•ディ 
スクドライブへセットし、 「 A :¥」 を 
指定して 『0 K 』 をクリックします。 

インストールが終了すると 
〇 『組み込まれているプリンタ ( p ) :』にプリ 
ンタの名称が追加されています。 


-滿常'イ丰うづ I j 'ノ勺- 

OKI MICROLINE 8580 SE - LPT 1: 


•組み込まれているブリンタ©:- 


OKI MICROLINE 801 PS - LPT 1: 
|0 KI MICROLINE 8340 SE - LPT 1： 


[ 通常使うアリ)夕として設定 ( E ): 


区！ブリントマネージャを使う ( U ) 
組み込むブリンタの選択 ( L ): _ 


Apple LaserWriter II NTX-J 
Canon Bubble-Jet BJ ~10 v 
Canon Bubble-Jet BJ -10 v Custom 




終了 

I 

|離©… 

I 

設定®… 

I 

登錄の削除 ( R ) 

1 

I ig 加 1ノ 

I 


I 



組み込み(1)… 


一覧からブリンタを選択し、[組み込み]ポタンを押してください。 
設定できるオプションの詳細を参照するときは、[ペルア1ボタンを押 
してください。 


7 


8 


更に、通常使うプリンタとして設定する場 
合は、『通常使うプリンタとして設定 ( E )』 
をクリツクします。 


『終了』をクリックします。 


これでプリンタドライパのインストールは 
終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の選択 


使用する用紙サイズなどの設定は『コントロールパネル』の『プリンタ』を選択し、『設定 
( S )...』 をクリックして設定します。 


-給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 

• 給紙方法を切り替えるときは印刷済み 


の用紙を排出してください。 






解像度迟)： (180 x 180 _ 

Ji! 1 ok I 


用紙サイス''©: [ A 4 210 x 297 mm 


織 _): _ a ^pi 

□ Windows 3.0 アアリクうヨン ㈤ 

[w(m ] 

[ V 、デ3：4青報 ( A … | 


印刷の向き 

印刷の方向を選びます。 

•横を選択した場合、90度回転した状態で印 
刷されます。用紙を横置きにした場合と、同 
じイメージになります。この場合、プリンタ 
の用紙のセツトは縦置きにします。 


-用紙サイス 

用紙サイズを選びます。 

• 〔ユーザー定義サイズ〕を選択した場合は、 
用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してく 
ださい。 

fj ^ TI 〇 S 側の設定が1/6インチ単位の 
^一一^ため、1/6インチ単位以外に設 
定した場合には実際の用紙サ 
イズと OS 内部で管理している 
用紙サイズに差が生じます。そ 
のため、思い通りの印刷結果が 
得られない場合があります。 

• 〔ユーザー定義サイズ〕は単票を使う場 
合に有効です。連続紙を使ラ時は、「連続 
紙縦* inch 」 を選んでください。 

【ユーザー定義サイズダイアログ】 



「印刷の 向き- 




® 縦® 
〇横⑴ 


【オプシヨンダイアログ】^- 

印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 
•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 

印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設定が 
優先されます。そのため、確実に印字速度を指 
定したい場合はプリンタ本体の設定を変更して 
ください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度は以 
下の表の通りとなります。 




印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•フォントの指定 

ほとんどのアプリケーションソフトウエアで、フォントを指定できます。 

高速に印刷させたい場合は、,^ i マークの 
ついたプリンタフォントを指定してくだ 
さい。 

ほぼ画面表示どおりに印刷させたい場合 
は、@ マークの ついた TrueType フォン 
卜を指定してください。ただし、ビット 
マップイメージで転送しますので、時間 
がかかります。 



フォン I •名 ( E ): 


ス9简)： 



標鞠朝 
凰明朝 
m 明朝(内蔵) 


[Reqular 


9ク 

r 

r - ル r イ 9 リ9ク 


イ 9 W 

r - ルト、 


サ* cr ⑻： 

14 - 

16 」 


I 0 K 


I tt'Ajl ] 


「サンブルー 


Aa あぁア7亜宇 


これは TrueType フォントです。アリ>9と面面の両方 
で使われます。 


^7] • 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角〕、〔クー 

- リエ〕、 〔 OCR - B 相当〕、〔口ーマン〕、〔サンセリフ〕の8種類のプリンタフォント 

を搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近い 
フォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないこと 
があります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕はそれぞれ同じ字体とな 
ります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦 
横2倍）の指定はできません。 

• プリンタ設定ダイアログの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォント 
は TrueType 等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することを 
お勧めします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


DOS 環境で使用する 

市販のアプリケーションソフトウエアのほとんどのものに、使用するプリンタを選択する 
項目があります。 

印刷する前に、以下の優先順位に従って選択します。 


3 

j±c. 


優先順位 

プリンタ名 

1 

MICROLINE 8580 SE 

2 

ESC/P 24- J 84 

3 

VP - 1000/3000 

4 

ESC/P 24- J 83 

5 

VP 135 K /130 K 


[ jjyl •プリンタの選択方法は、それぞれのアプリケーシヨンソフトウェアにより異なり 
ます。具体的な選択方法は、アプリケーシヨンソフトウェアのマニュアルを参照 
してください〇 

• アプリケーシヨンソフトウェアによっては、正常に印字が行えない場合や、印字 
結果が異なる場合があります。 

• アプリケーシヨンソフトウェアによっては、本プリンタの機能の一部がサボート 
されていない場合があります。 


封筒のご使用について 

封筒はカットシートフィーダに対応しておりません。そのため、カットシートフィーダを 
使用して封筒を印刷させることはできません。 

プリンタドライパにおいても封筒とカットシートフィーダの組み合わせは指定できないよ 
ぅ に開発を行っておりますが、各 0 S の仕様により以下の動作となります。 

• Windows 95/98 /Me のプリンタドライパ設定においては、カットシートフィーダと封 
筒を組み合わせて設定すると仕様外である旨の警告画面が表示されますので、封筒で印 
刷する場合は手差しに設定し直してください。 

警告を無視してカットシートフィーダと封筒を組み合わせて設定することも可能です 
が、プリンタの仕様範囲外の印刷となりますので正常な印刷は保証できません。 

• WindowsNT 4.0 のプリンタドライパ設定においては、カットシートフィーダと封筒を 
組み合わせて指定することが可能ですが、プリンタの仕様範囲外の印刷となりますので 
正常な印刷は保証できません。 

• Windows 2000 / XP / Server 2003 /Vista のプリンタドライパ設定においては、カットシー 
トフィ_ダと封筒を組み合わせて指定することはできません。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


(MEMO) 
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4 用紙の取り扱い 

〜いろいろな用紙をプリンタにセットします〜 
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4 用紙の取り扱い 


単票をセットする 

♦単票のセット 

電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

連続紙がセッ ト されているときは、排出してください。 

詳細は、「連続紙の排出方法」（121ページ）を参照してください。 

オフライン状態で 「単票/帳票」 スイッチまたは 「自 
動給紙」スイッチを押して、"テサシ"にします。 



才 

フ 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ゥ 

シ 

、、 

B 

ゥ 


テ 

サ 

シ 















マ 用紙厚設定レバーを 「自動」 にします。 

用紙の厚さが一様でない特殊用紙を使う場合は、用紙厚設定レ 
パーの調整が必要です。「用紙の厚さに応じた調整方法」 （126 ペー 
ジ）を参照してください。 

n 封筒を使用する場合、用紙厚の調整は必ず マニュアル 
^一ー ギャップ調整で行ってください。「用紙の厚さに応じた調 
整方法」 （126 ページ）を参照してください。 



用紙厚設定レパー 
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4 用紙の取り扱い 


シートガイドのつまみを左に回してゆるめ、用紙の左端位 
置に移動し、つまみを右に回して固定します。 

• 目盛の 「 f 0 」 マークは1文字目の中心になります。 

• 目盛上の「▽」の位置にすれば、用紙左端より約 6 mm の位置 
から印字を開始します。 

• 封筒を使用する場合、シートガイドの移動範囲は目盛26から 
シートガイドが左に突き当たるまでの間です。この範囲内で、 
封筒の用紙規格を満足する位置に調整してください。 

• 書式の印刷をする場合は、シートガイドを右に突き当てて固定 
してください。 

「▽」マークより左へ移動して使用すると、はがきが斜め 
' に吸入される場合があります。 
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用紙は印字する面を表にして、左端をシートガイド合わせ 
て、そのまま奥に突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 

単票が自動的に吸入されます。 

■^7|»複写紙など厚い紙の場合は、自動的に吸入されるまで 
奥に軽く突き当ててください。複写紙のテーブル排出 
も可能ですが、印字により用紙下端が力ールし、排出時、 
折れやジャムが発生する場合があります。このような 
場合は、シートスタツカへ排出してください。 

• テーブル中央部にシートサボートが装着されています。 
用紙長が A4 縦 (297mm) を超える用紙を使用するときは、 
シートサボートを引き出してご使用ください。 

•用紙が曲がってセツトされたり、印字位置まで送られ 
なかった場合には、開放レバーを「開放」にして用紙 
を抜き取り、開放レバーを「自動」に戻して再度セツ 
卜し直してください。 

• 封筒はフラップ部を折り返さずに使用してください。 



•プリンタ後部のシートスタツカ容量は用紙厚にして 
16mm 程度（連量 55kg 紙で200枚程度）です。印刷済 
みの用紙をシートスタツカにためすぎないでください。 
総紙厚が 16mm 程度になったら、たまった用紙を取り除 
いてください。用紙ジャムの原因になります。 





4 用紙の取り扱い 


•単票の排出方法 

単票がプリンタ内部に残っている場合は、次の手順で単票を排出します。 



「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 


〇 「改頁」スイッチまたは「用紙 ロード」 スイッチを押し 
^ ます。 


用紙が自動的に排出されます。 


改頁 


または 


用紙 


♦単票排出方向の切り替え 

単票の排出方向を、テープル側またはシートスタツカ側に切り替えられます。 
単票手差しモード，自動給紙モードで別々に指定できます。 



「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


2 


「機能切替」+「用紙ロード」 スイッチを押します。 

排出方向ランプが点灯している場合はテープル側へ、消灯してい 
る場合はシートスタツカ側へ排出します。 


機能 


用紙 


•電源スイッチを 「 OFF 」 にするとメニユー設定の排出 
方向の値に戻ります。恒久的に設定する場合は、メ 
ニユー設定を変更してください。 

• 複写紙の場合は、シートスタッカ側へ排出してくださ 
い。テーブル側への排出も可能ですが、印字により用 
紙下端が力ールし、排出時折れやジャムが発生する場 
合があります。 

• プリンタドライパで排出方向を指定した場合には、プ 
リンタドライパの指定が優先されます。 
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4 用紙の取り扱い 


連続紙をセツトする 

連続紙の紙送り方式には、リア引っ張りトラクタ方式，リア押し込みトラクタ方式とフロン 
卜押し込みトラウタ方式があります。方式ごとの特長は以下の通りです。 

リア引っ張りトラクタ方式 

• 連続紙をセツトしたまま、単票用紙をセツトレて印字(コンカレント印字)することができます。 

リア押し込みトラクタ方式 

• 用紙のオート□ーデイングができます。 

• 用紙カツト機能が使えます。 

• フ□ント押し込みトラクタと合わせて、2種類の連続紙を使い分けられます。 

• 用紙の種類が単一で、頻繁に用紙をカツトする場合におすすめします。 

フロント押し込みトラクタ方式 

• 用紙のオート□—デイングができます。 

• 用紙カツト機能が使えます。 

• リア押し込みトラクタと合わせて、2種類の連続紙を使い分けられます。 

• 用紙の種類を頻繁に交換する場合におすすめします。 

紙送り方式は使用形態に応じて自由に選択できます。 


•リア引っ張りトラクタでの用紙セット 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


2 


シートスタツカおよびスタツカフレームを外します。 

スタツカフレームは、少し上に持ち上げるようにして手前に引い 



3 


オンライン状態で 「単票/帳票」 スイッチを押して連続 
紙 モー ドにし、 「機能切替」+「単票/帳票」 スイッ 
チを押して、"リア PULL " を選択します。 


3 

ゥ 

シ 


ナ 

シ 


U 

ア 

P 

U 

し 

し 




3 

ウ 

シ 

ヲ 


セ 

ヅ 

卜 

シ 

テ 

ク 

夕 

、、 

サ 

イ 



1^] • ”リア PUSH ” と表示される場合は、リアトラクタの切り替えが 

-- 必要です。切り替え方法は「リア押し込みトラクタからリア引つ 

張りトラクタへの切り替え」（111ぺージ)を参照してください。 
•"リア PULL ” を選択する前に連続紙をセットした場合、媒体ア 
ラームになります。 
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4 用紙の取り扱い 


4 用紙厚設定レバ-を「自動」に合わせます。 

用紙の厚さが一様でない特殊用紙を使う場合は、用紙厚設定レ 
パーの調整が必要です。「用紙の厚さに応じた調整方法」 ( 126ペー 
ジ)を参照してください。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

用紙の印字する面を表にして、ロワカバー下側の用紙挿入 
^ 口から軽く突き当たるまで差し込みます。 


注.，用紙は用紙挿入口の右端から差し込んでください。 


□ワカパー 




7 


トップカバー，テーブルおよびフロントカバーを開きます。 















4 用紙の取り扱い 


8 


ぺーパガイドをプラテン側に静かに倒します。 


印字へッドがぺーパーガイドの前にあるときは左に移動 
させます。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になつています 
ので、印字ヘッドにさ 
わらないでください。 


ぺーパガイドは、用紙をリアトラクタへのルートに正しく導 
— 1 くためのガイドですので、必ずこの操作を行ってください。 


9 


用紙を手で押し込みながらプラテンノブを回して、用紙を 
後方に繰り出します。 



in リアのピントラクタの手前まで用紙を繰り出したら、用紙 
を挿入側と排出側で持ち、プリンタの後方から見て右端に 
ずらします。 用紙 
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4 用紙の取り扱い 


11 後方から見て右端のピントラクタの ロック レバーを引き上 
' 1 げ、横方向の印字位置を合わせます。位置を合わせたら、 
ロック レバーを押し下げて固定します。 

• カパー上の r_^^ R 」 は1文字目の中心を示しています。また、 
菱形孔も1文字目の中心を示しています。 



10 後方から見て、左側のピントラクタのロックレバーを引き 
1 乙 上げ、連続紙の幅に合わせて移動させます。 

シートガイドは、左右のピントラクタの中央に移動させます。 



ピントラクタ 
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4 用紙の取り扱い 


i 0 左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
/4 ^ントラクタカバーを閉じます。 

• ピントラクタカバ—は、上部カバー.下部カバー共に 
^~~ 1 開きます。 

上部カバーは、矢印部を開くと容易に開きます。 

• 下部カバーを閉じると、上部カバーも一緒に閉じます。 
•左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置が 
ずれないように注意してください。 


ピントラクタカパー 



14 後方から見て左側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、 
ロックレバーを押し下げて固定します。 

その際に、連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注 
意してください。 

用紙のスプ□ケット孔に対する 
スプ□ケットピンの位置 


0 

1 - 

0 

0 

® 

0 

— ' 


X 〇 X 
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□ックレバー 














4 用紙の取り扱い 


1 C スタッカフレームの溝をスタッカシャフトのブッシュに 
/ tr 引っ掛けて取り付けます。 

シー トスタ ツカを スタ ツカフレームに 差し込みます。 



スタッカフレームは、ブッシュに確実にはめ込んでくだ 
-さい。単票排出時、印字汚れや破れの原因になります。 


16 ぺーパガイドを手前に戻します。 



互./ 1 ぺーパ ガイドの戻し忘れは 「ぺーパ ガイドア ラー ム」（197 
ぺージ）になりますので必ず戻してください。 
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i 7 フロン ト カバー，テーブル および トップカバーを 閉じます。 
" 挿入側の用紙を引っ張り、たるみや曲がりをなくします。 


トップカパー 



テーブルを閉じるときは、テーブルを上に持ち上げ、左の支柱の 
青いつまみを押すと自動的に閉じます。 

このときに、テーブルを手で押し下げるなどの無理な操作をしな 
いでください。故障の原因になります。 

18 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 
iU —文字目印字位置を合わせます。 

/fcr 「機能切替」 スイッチを押しながら 「改 頁」スイッチを 
押し、用紙を微少送りして合わせます。 


機能 



改頁 


目印 



1 ^] •用紙の位置合わせは「微少」の ▲ (順方向）で行ってくださし、。 
— プラテンノブ操作で行うと、改行ずれが発生します。 

•セツトした用紙の1ぺージ目は印刷できません。2ぺージ目で一 
文字目印字位置を合わせてください。 

• コンカレントモード （125 ぺージ）から”リア PULL ” にした場 
合も、再度一文字目印字位置を合わせてください。 










































4 用紙の取り扱い 


•リア押し込みトラクタでの用紙セット 

※説明をわかりやすくするため、スタツカフレームとシートスタツカをイラストから省いて 
います。 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


2 


シートスタツカを上に持ち上げてロックします。 



3 


オフライン状態で 「単票/帳票」 スイッチを押して連続 
紙モードにし、 「機能切替」+「単票/帳票」 スイッ 
チを押して"リア PUSH " を選択します。 


3 
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リア PULL ” と表示される場合は、リアトラクタの切り替えが 
必要です。切り替え方法は「リア引っ張りトラクタからリア押 
し込みトラクタへの切り替え」 （114 ページ)を参照してください。 

斗 用紙厚設定レバーを「自動」に合わせます。 

用紙の厚さが一様でない特殊用紙を使う場合は、用紙厚設定レ 
パーの調整が必要です。「用紙の厚さに応じた調整方法」 ( 126ペー 
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4 用紙の取り扱い 


後方から見て左端のピントラクタのロックレバーを引き上 
げ、横方向の印字位置を合わせます。 

位置を合わせたら、ロックレバーを押し下げて固定します。 

カパー上の r_v^ R 」 は1文字目の中心を示しています。また、 
菱形孔も1文字目の中心を示しています。 



後方から見て右側のピントラクタのロックレバーを引き上 
げ、連続紙の幅に合わせて移動させます。 

シートガイドは左右のピントラクタの中央に移動させます。 
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4 用紙の取り扱い 


7 左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
’ントラクタ カバーを 閉じます。 


■^ Tl •左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置が 

- ずれないように注意してください。 

•ピントラクタカバーは下部カバーのみ開いてください。 



8 


後方からみて右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、 
ロックレバーを 押し下げて固定します。 

その際に、連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎのないように注 
意してください。 


用紙のスプ□ケット孔に対する 
スプ□ケットピンの位置 


、^广 

© 

- - - 

、—— 

a 

© 


0 

© 

、— 


(3 


^— —- 、 

X 〇 X 



シートスタツカを元に戻し、 「用紙 口 ー ド」 スイッチを 
押します。 


1行目位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプが点 
灯します。 
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4 用紙の取り扱い 


•フロント押し込みトラクタでの用紙セット 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


P オフライン状態で 「単票/帳票」 スイッチを押して連続 
紙モードにし、 「機能切替」 + 「単票/帳票」 スイッ 
チを押して"フロント PUSH " を選択します。 
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マ 用紙厚設定レバーを 「自動」 に合わせます。 

用紙の厚さが一様でない特殊用紙を使ろ場合は、用紙厚設定レ 
パーの調整が必要です。「用紙の厚さに応じた調整方法」 ( 126ベー 
ジ)を参照してください。 



4 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


5 


テー ブルおよびフロントカバーを開きます。 


テー プル 
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4 用紙の取り扱い 


6 


前方から見て左端のピントラクタの ロック レバーを引き上 
げ、横方向の印字位置を合わせます。位置を合わせたら、 
ロック レバーを押し下げて固定します。 


フロントガイド上の「▲」は1文字目の中心を示しています。 
また、菱形孔も1文字目の中心を示しています。 



7 右側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、連続紙の 
’ 幅に合わせて移動させます。 

シートガイドは左右のピントラクタの中央に移動させます。 



in 





















4 用紙の取り扱い 



8 


左右のピントラクタカバーを開いて、連続紙をフロントガ 
イドとフロントカバーの間から入れて セツ トし、ピントラ 
クタカバーを閉じます。 


左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がず 
-れないように注意してください。 



右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロックレバー 
を押し下げて固定します。その際に、連続紙の張り過ぎや 
たるみ過ぎがないように注意してください。 


用紙のスプロケツト孔に対する 
スプ□ケツトピンの位置 


0 

0 

0 


0 

0 


X 〇 X 



□ックレバー ピントラクタ □ツクレ パー 


in フロントカバ—およびテ—ブルを閉じ、電源スイツチを 
/レ 「 ON 」 にします。 

1行目位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプが点 
灯します。 

テーブルを閉じるときは、テーブルを上に持ち上げ左の 

-支柱の青いつまみを押すと自動的に閉じます。 

このとき、手で押し下げる等の無理な操作を行わないで 
ください。故障の原因となります。 
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4 用紙の取り扱い 


注.， 


連続紙の置きかた 

• プリンタを置く机の高さは、 75cm を目安にしてください。 

• 連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてください。 

左右方向のずれは、 5cm 以下にしてください。 

• リア押し込みトラクタの場合、プリンタの後部と机の縁を合わせてく 
ださい。 

• リア引っ張りトラウタ，フロント押し込みトラクタの場合、プリンタ 
の前部と机の縁を合わせてください。 

• プリンタの後部は印字後の用紙スペース確保のため、壁から 60cm 以 
上離してください。 

• インタフェースケーブルが用紙と干渉しないようにしてください。 




フロント押し込みトラクタ， 
リア引っ張りトラウタの場合 


60cm 以上 
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4 用紙の取り扱い 


•リア引っ張りトラクタからリア押し込みトラクタへの切り替え 


このプリンタには、リアトラクタの紙送り方法として、引っ張りトラウタ方式と押し込み 
トラクタ方式があります。 

リアトラクタの紙送り方式は、プリンタの使用形態に応じて、引っ張りトラクタ方式にす 
るか、押し込みトラクタ方式にするかを選択することができます。 


ケガをする恐れがあります。^ 

プリンタが突然動作することがあります。必ず電源スイッチを 「 OFF 」 にして 
ください0 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


シートスタッカを上に持ち上げてロックします。 
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4 用紙の取り扱い 


4 


左右のピントラクタのロックレバーを引き上げ、ピントラ 
クタを両端に移動させます。 



左右の青色のつまみを同時に矢印方向に押し下げます。 

左右のピントラクタを両端に移動させないと、つまみを 
^—押し下げられません。 



^71押し込んだ後、ブラケットの矢印が上側の丸穴と一致し 
—ていることを確認してください。 

ロックレパー 



押し込みトラクタになった 

ときのブラケットの矢印と 


丸穴の位置 
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4 用紙の取り扱い 


6 


左右の青色のロックレバーを奥側に倒してロックします。 


□ツクレパー ロックレパー 



7 

8 


シートスタツカを元に民します。 

電源スイッチを 「 ON 」 にし、表示パネルに"リア PUSH 
と表示していることを確認してください。 
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4 用紙の取り扱い 


•リア押し込みトラクタからリア引っ張りトラクタへの切り替え 



〇 左右の青色のロックレバーを手前に倒してロックを解除し 
U ます。 
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4 用紙の取り扱い 


4 


左右のピントラクタのロックレバーを引き上げ、ピントラ 
クタを両端に移動させます。 



左右の青色のつまみを同時に押し下げます。 

左右のピントラクタを両端に移動させないと、つまみを 
^-'押し下げられません。 



押し下げた後、ブラケットの矢印が下側の丸穴と一致し 


ていることを確認してください。 

□ツクレパー 



引っ張りトラクタになった 

ときのブラケットの矢印と 
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丸穴の位4 





























































4 用紙の取り扱い 


6 


左右の青色のロックレバーを奥側に倒してロックします。 



7 

8 


シートスタツカを元に戻します。 

電源スイッチを 「 ON 」 にし、表示パネルに"リア PULL " と 
表示していることを確認してください。 
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4 用紙の取り扱い 


•リア/フロントトラクタの切り替え 


リアトラクタとフロントトラクタは、以下の手順で切り替えます。 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 



〇 オフライン状態で 「機能切替」+「単票/帳票」 スイッ 
^ チを押してピントラクタを選択します。 

スイッチを押すたびに、リアトラクタとフロントトラクタを切り 
替えます。 


^7] •単票モードで電源スイッチを 「 OFF 」 にすると、次に 
- 連続紙モードにしたときは、リアトラクタになります。 

• リア/フロント押し込みトラクタで連続紙がセットさ 
れている場合は、連続紙をトラクタまで退避します。 
プリンタ ハー ドウエア設定 モー ドの「バイタイキリ 
カエドウサ」を「カットオクリアリ」にすると、印 
刷済みの用紙がプリンタに残っている場合は用紙を 
カット位置まで送ります。連続紙をミシン目から切り 
取ったあと「口ード退避」スイッチを押して、連続紙 
をトラクタに退避させます。 



120 










4 用紙の取り扱い 


►連続紙の排出方法 

印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 


‘リア/フロン ト押し込みトラクタの場合 


「印字可」ランプが点灯している状態で、「用紙ロード」 
スイッチを押します。 

連続紙が繰り出されます。 


用紙 




注/リア引っ張りトラクタの場合は無効です。 


2 


連続紙をミシン目から切り取ります。 

フロント押し込みトラクタの場合 



リア押し込みトラクタの場合 



ぺーパカツタのセツト方法 

下へセツトします。 



テ-4 ベ-パカ'ソタ 


ペーパカッタを手で押さえて用紙を斜め上方向へ引いてカット 
してください。 

ミシン目位置がぺーパカッタと合わない場合は、「用紙のカット 
位置を補正する」（147ページ）の手順で補正してください。 

いきおいよくカットすると、ミシン目以外から破れる場 
- 1 合があります 
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4 用紙の取り扱い 


3 もう—度「用紙口—ド」スイッチを押します。 

連続紙が元の位置に戻ります。 


用紙 

([主.， I リア引っ張りトラクタの場合は無効です。 



4 「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 

印字可ランプが消灯します。 


印字可 

in 

ム^ 「用紙口ード」スイッチを押します。 

連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 


用紙 


_,ノ] •連続紙の後退量は最高22インチです。22インチ後退し 
ても連続紙先端を検出しない場合は、その時点で後退 
動作を終了します。 

• 連続紙の後退動作は、2回以上連続して行わないでくだ 
さい。連続して行うとジャムが発生する場合があります。 


6 


ピントラクタカバーを開き、連続紙を外します。 

フロント押し込みトラクタの場合、電源スイッチを 「 OFF 」 にし、 
テーブルおよびフロントカパーを開いてから、ピントラクタカ 
パーを開きます。 


7 


ピントラクタカバーおよびテーブル，フロントカバーを元 
に戻します。 


圓 

参考 


ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場 
合は、残りの連続紙はオフライン状態で「改頁」または「用 
紙口ード」スイッチを押して排出してください。 
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4 用紙の取り扱い 


♦リア引っ張りトラクタの場合 

1 「 E |3 字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

印字可ランプが消灯します。 

印字可 

〇 「改頁」スイッチを押します。 

連続紙がシートスッタカ側に繰り出されます。 

/*■ \ 

改頁 

3 印刷済の連続紙をミシン目から切り取ります。 




プラテンノブを操作するときは、プラテンノブをプリン 
夕内部へ押し込みながら回してください。プラテンノブ 
参考を押し込まないと連続紙が送れません。 
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4 用紙の取り扱い 


単票と連続紙の切り替え 


參単票から連続紙への切り替え 



「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 



P 「単票/帳票」 スイッチを押します。 

単票がセットされている場合は、排出します。 



フロント/リア押し込みトラクタで、連続紙がピントラクタにセツ 
卜されている場合は、1行目印字位置まで自動的に送られます。 


•連続紙から単票への切り替え 

7 「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 

2 「単票/帳票」 スイッチを押します。 



• リア/フロント押し込みトラクタで連続紙がセットされている 
場合は、トラクタまで退避します。 

プリンタハードウエア設定モードの「パイタイキリカエドウ 
サ」を「カットオクリアリ」にすると、印刷済みの用紙がプ 
リンタに残っている場合は用紙をカット位置まで送ります。連 
続紙をミシン目から切り取ったあと「口ード退避」スイッチを 
押して、連続紙をトラクタに退避させます。 

• リア引っ張りトラクタの場合は、コンカレントモードに切り替 
わります。 
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4 用紙の取り扱い 


參コンカレントモード 

リア引っ張りトラクタで連続紙を使用しているとき、オフライン状態で「単票/帳票」スイッ 
チを押すとコンカレントモードに切り替わります。コンカレントモード時は、表示パネル 
に"コンカレント"と表示されます。連続紙を印字位置にセットしたまま、その上に単票を 
重ねてセットし、印字させることができます。 


コンカレントモードを使用して単票に印字させるときの操作方法は、単票を普通にセット 
する場合と変わりません。 

単票に印字すると連続紙も同時に紙送りされます。 

•単票セット時に、連続紙のミシン目が単票走行ルート上に停止しないようにして 




• コンカレントモードを使用して、連続紙と単票に別々に印字することはできませ 
ん〇 

• コンカレン トモードで使用できる連続紙は単紙のみです。 

• コンカレントモードで使用できる用紙については、「付録用紙規格および印字範 
囲」 （224 ページ)を参照してください。 

• 単票の用紙幅は連続紙の用紙幅よりも小さくしてください。 

•マニュアル ギャップ調整を行う場合は、単票の適正レンジ+1(連続紙の紙厚分） 
の位置に用紙厚設定レバーを合わせてください。 

•フロン ト/リア押し込みトラクタでは、 コンカレン トモードは使用できません。 
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4 用紙の取り扱い 


用紙の厚さに応じた調整方法 


このプリンタは、セットされた用紙の厚さを自動的に測定して最適な印字圧に調整するオー 
トギャップ調整機能（自動紙厚調整）を備えていますが、用紙の厚さが一様でない特殊な 
用紙を使用する場合、この機能が十分働きません。 

特殊な用紙を使用する場合は、下表に従って、用紙厚設定レパーの位置を用紙の厚さに応 
じてセツトしてください。 




8 


参考 


一般的なコピー紙（連量 55 kg の場合）の用紙厚さは約 0.08 mm です。官製はがき（連 
量 163 kg 相当の場合）の用紙厚さは約0.23 mm です。 

高複写印字モード以外でレンジ位置8, 9を使用した場合、および用紙の厚さと異なっ 
たレンジ位置で使用した場合、用紙送りおよび印字へッドに不具合を生じる恐れが 
あります。 








用紙厚設定 レバーのレンジ 位置 



用紙種類 













1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 



連量 45 〜 70 kg (52 〜 81 g / m 2 ) 未満 

〇 









単 

連量 70 〜 1 10 kg (81 〜 128 g / m 2 ) 未満 


〇 








紙 

連量 110 〜 135 kg (128 〜 156 g / m 2 ) 



〇 








はがき 




〇 







連量 34 kg (40 g / m 2 ) の感圧紙 

2 枚 


〇 










3 枚 



〇 







複 


4 枚 




〇 

















写 

紙 


5 枚 





〇 

〇 





6 枚 







〇 






7 枚 








〇 




8 枚 









〇 




0.06 

0.1 

0.15 

0.2 

0.25 

0.3 

0.35 

0.4 

0.45 


用紙全体の厚さ ( mm ) 


S 

S 

S 


S 


\ 

S 

S 




0.1 

0.15 

0.2 

0.25 

0.3 

0.35 

0.4 

0.45 

0.48 


II1E yBBilil 麵 ㈣ B 關 
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5 プリンタをより活用するために 

〜便利な機能及びプリンタ設定の変更方法〜 
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5 プリンタをより活用するために 


操作パネルの使い方 


IZZ 1 電源 
こコ用紙 

IZZ 1 書式 
こコ高速印字 
こコ高複写 
XZ 排出方向 
□□ 印字可 



印字可 

_ 

馨 

1 

堅 


南而 

早示/ 

ベ i 票 

y-' 

□ 

V 

网 

速 

印 

1¢ 


圍 



1卜1 

改頁 

坐 


自動 
給紙 

网 

が 

ぼ 






m 

常 

印 

字 

改行 

少 


高複写 

蚩 

ど 

ユ 

紙 

力 

ヅ 

卜 


_ 

出 

方 

向 



LU 

用紙 

口ード 


機能 

切替 
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5 プリンタをより活用するために 


參スイッチの機能 


印字可スイッチ 


印字可 


►オンラインのとき 
• オフラインにします。 

►オフラインのとき 
• オンラインにします。 

• アラームを 解除し ます。 

• 連続紙の用紙終了を検出したとき、そのままの状態で押すとペー 
バオーパライド機能が働きます。 

ぺーバオーバライド機能 

,連続紙の用紙終了を検出しても、このスイッチを押すと一行 
分データを印刷します。この機能を使うと、連続紙を最後ま 
で有効に活用できます。 


圓 


户改貝ス1ツチ- 

^- N ♦オンラインのとき 

改頁 • 高速印字 モー ドに設定します。 

- [^71 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印字 

^^を行うため、通常印字に比べ文字が薄く見えます。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

次のページの1行目まで連続紙を送ります。 

• 単票モードのとき 
単票を排出します。 

• コンカレントモードのとき 

単票を排出し、連続紙を次のページの1行目まで送ります。 


户改行スイッチ- 

. ♦オンラインのとき 

改行 • 通常印字 モー ドに設定します。 

■ _ ♦オフラインのとき 

• 1行改行します。押し続けると連続で改行します。 
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5 プリンタをより活用するために 



用紙口ードスイッチ- 

. ♦オンラインのとき 

• 連続紙モード（リア/フロント押し込みトラクタ)のとき 

_ 連続紙を用紙カット位置まで送ります。再押下またはデータを受 

信すると、元の位置に戻ります。 

• 連続紙モード(リア引っ張りトラクタ)のとき 
無効です。 

• 単票手差しモード，自動給紙モードのとき 
無効です。 

♦オフラインのとき 

• 連続紙モード（リア/フロント押し込みトラクタ)のとき 

ピントラクタに連続紙をセットしてから押すと、1行目印字位置 
まで連続紙が自動的に送られます。 

連続紙がセットされているときは、ピントラクタの位置まで連続 
紙を後退させます。 

• 連続紙モード(リア引っ張りトラクタ)のとき 
無効です。 

^71連続紙の後退量は、最大22インチです。22インチ後退しても 
^~~用紙先端を検出しない場合は、その時点で後退動作を終了し 
ます。 

連続紙の後退動作は、2回以上連続で行わないでください。 
連続で行うと用紙ジャムになる場合があります。 

• 単票手差しモードのとき 

単票がセットされていないときに押すと、無効です。 

単票がセットされているときに押すと、用紙を排出し、単票抜き 
取り待ち状態になります。 

• 自動給紙モードのとき 

単票がセットされていないときに押すと、自動的に次の用紙が 
セットされます。 

単票がセットされているときに押すと、単票が排出されます。 

• メニューモードのとき 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 

設定終了後、プリンタはイニシャル動作を行います。イニシャ 
ル動作中は電源 OFF しないでください。 


単票/帳票スイッチ 



♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 単票 モー ドと連続紙 モー ドを切り替えます。 
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5 プリンタをより活用するために 


自動給紙スイッチ 


自動 
給紙 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• カットシートフィーダが装着されている場合に、スイッチを押す 
ごとに単票手差しモード/自動給紙モードに切り替わります。 


r - 高複写スイッチ- 

. 'I ♦オンラインのとき 

高複写 •高複写印字モードに設定します。 

■ _ ♦オフラインのとき 

• 無効です。 


機能切替スイッチ 


機能 

切替 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• このスイッチを押しながら他のスイッチを押すことにより、スイツ 
チの機能を変えることができます。 



■機能切替+印字可スイッチ 


機能 

切替 


印字可 


〔用紙位置設定〕 


►オンラインのとき 
• 無効です。 

►オフラインのとき 

• 用紙がセツトされていないときに押すと、1文字目印字位置設定 
モードになります。 


書式モード中は無効です。 

リア引っ張りトラクタでは無効です。 


注/ 


广機能切替+改頁スイッチ 


機能 

切替 


〔微少送り〕 


改頁 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセツトされているときに、順方向に微少送りを行います。 
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5 プリンタをより活用するために 


機能切替+改行スイッチ 


機能 

切替 


〔微少逆送り〕 


改行 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセツトされているときに、逆方向に微少送りを行います。 


用紙の逆送り量は累計で1/3インチ以内にしてください。印字 
ズレの原因となります。 


I 


微少送り，微少逆送りのピッチは、1/180インチです。 
また、スイッチを押し続けると、連続的に送ります。 



广機能切替+用紙口ードスイッチ 


機能 

切替 


用紙 

口ード 


〔排出方向〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 単票モードのときの排出方向を切り替えます。 

排出方向は、単票手差しモードと自動給紙モードで別々に設定で 
きます。 


機能切替+単票/帳票スイッチ 


機能 

4- 

C "N 

出面 
早 示 / 

切替 

1 

/帳票 


〔リア/フロント 
トラクタ切替〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• リアトラクタとフロントトラクタを切り替えます。 


.機能切替+自動給紙スイッチ 


機能 

切替 


自動 
給紙 


〔はがき〕 


►オンラインのとき 
• 無効です。 

►オフラインのとき 

• 単票モードのとき、はがきモードの設定/解除を切り替えます。 
はがきモード時は、1行目印字位置の中心がはがき先端から 
1 1.5 mm に設定されます。 

はがきモード時は、表示パネル下段に「 XXX 八ガキ 」（XXX 
はテサシまたは CSF ) と表示されます。 


注/書式モード中は無効です。 


機能切替+高複写スイッチ 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 
〔書式メニュー〕 •書式設定モードになります。 


機能 

切替 


高複写 
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5 プリンタをより活用するために 


M 印字可 


オンライン（印字可） 

オフライン（印字不可） 

• メニュー設定中 

• カバーオープンアラーム/テーブルオー 
プンアラーム/ベーパガイドアラーム状 
態 （ 「用紙」ランプと共に点滅） 

• 単票給紙待ち状態 


書式モード 
書式モード解除 
復旧不可能アラーム状態 
( 「用紙」ランプと共に点滅) 


M 高速印字 

(緑） 

点灯 

:局速印字モード 



消灯 

:通常印字モードまたは高複写印字モード 

M 高複写 

(緑） 

点灯 

:高複写印字モード 



消灯 

:通常印字モードまたは高速印字モード 

▼ 排出方向 

(緑） 

点灯 

:テーブルへ単票を排出する 



消灯 

:スタツカへ単票を排出する 


»ランプの表示機能 


I 電源（緑） 


点灯：電源が入っている 
消灯：電源が切れている 


»用紙（赤）点灯 


消灯 

点滅 


• ベーパエン ド状態 
• 用紙カツト位置の補正の限界状態時 
• 用紙頭出し位置の補正の限界状態時 
• 用紙ジャムアラーム状態 
給紙済み状態 
• 単票抜き取り待ち状態 
• 媒体アラーム状態 
• 用紙レ パー アラーム状態 
• 復旧不可能アラーム状態 
( 「書式」ランプと共に点滅） 

• 用紙カツト位置補正中 
• 用紙頭出し位置補正中 
• カパーオープンアラーム/テーブルオー 
プンアラーム/ペーパガイドアラーム状 
態 （ 「印字可」ランプと共に点滅） 


0 0 席 


i 


灯灯滅 
点消点 

i 


式 

書 
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5 プリンタをより活用するために 


•表示パネル 

表示パネルには、プリンタの状態やアラーム時の解除方法およびプリンタのメニュー設定 
時の項目などか'表示されます。 

アラームの表示については「アラーム表示がでたときは」（197ページ）その他の表示につ 
いては、プリンタの操作の中で必要に応じて説明しています。 


•ブザー 


ブザーはプリンタがアラーム状態のときに鳴ります。 

ブザーが鳴ったときは、操作パネルのスイッチのどれかを押すと止まります。 




5 プリンタをより活用するために 


プリンタのメニュー設定 

プリンタで変更できる設定内容と変更方法について説明します。 


•現在の設定を確認する 

メニューの内容の印字には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置き、または10インチ幅以上の連続 
紙を使用します。 

ここでは、 A 4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、現在の設定の確認方法を説明し 
ます。プリンタはあらかじめ単票手差しモードにしておきます。 

詳細は「単票と連続紙の切り替え」 （124 ページ）を参照してください。 


7 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

〇 「印字可」+「単票/帳票」 スイッチを押しながら、電 
^ 源スイッチを 「 ON 」 にします。 


3 


表示パネルの「イニシャルシヨリチュウ」の表示が消えるまで 



テーブルに 単票を セツ トします。 


単票を自動的に吸入し、プリンタのメニューで設定されている全 
ての項目と設定値が印字されます。 


メニューの機能設定メニューには以下の4モードがあります。 

1. 用紙選択モード 

2. コマンド機能設定 

3. 印字モード設定 

4. プリンタハードウエア設定 
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5 プリンタをより活用するために 


•用紙選択モード 

使用する用紙サイズや用紙の頭出し位置などが選択できます。 

以下の手順で設定します。 

を同時に押しながら、電源を roNj にします。 

表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

2.高複写を押して、「ヨウシセンタクモード」を表示させます。 


3. 改頁または改行を押して、項目を選びます。 

V_ y V_ 

^ /■ N 

4. 印字可またはを押して、設定値を選びます。 

引き続き別の項目をセツトする場合は3へ、別のモードをセツトする場合は2 
に戻ります。 

5. 設定を終了する場合は、を押します。 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

y * § 

t 設定値 

機肯巨 

1 

ページチョウ 

279.4 mm (11") 

304.8 mm (12") 

ページ長を選択します。 

CSF 自動給紙モード時は 
558.8 mm (22 インチ)固定となり 
ます。 

2 

ミシンメスキップ 

ナシ 

25.4 mm (1") 

連続紙のミシン目スキップ幅 
を選択します。 

3 

テサシ TOF イチ 

2.12 mm (1/12") ぷ 

6.35 mm (1/4") 

7.62 mm (3/10") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 

25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

単票手差し給紙時の用紙の頭 
出し位置を選択します。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文 
字先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合(•-表されます0 

4 

CSF TOF イチ 

2.12 mm (1/12") 珍 

6.35 mm (1/4") 

7.62 mm (3/10") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 

25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

カットシート フィー タ'を取り 
付けたときの用紙の頭出し位 
置を選択します。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文 
字先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 


诊 2.12 mm (1/12") に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、用紙幅全域に印 
字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 


•頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。設定値[初期 
値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正 （145 ぺージ）で修正してください。 
• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあります。 


機能 

切替 


と 


高複写 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

設定値 

機有巨 

5 

フロントオート□—ドイチ 

2.12 mm (1/12") 珍 

6.35 mm (1/4") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

連続紙フロント押し込みトラ 
クタ給紙時の頭出し位置を選 
択します。 

(第 1 行目の文字中心まで。た 
た*し、 8.47 mm は第 1 行目文 
字先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は 1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

6 

リアオート□ー ドイチ 

2.12 mm (1/12") ^ 

6.35 mm (1/4") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

連続紙リア押し込みトラクタ 
給紙時の頭出し位置を選択し 
ます。 

(第 1 行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47171171 は第 1 行目文 
字先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は 1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

7 

チョウヒョウカツトフロント 

シュドウ 
ジドゥ 

連続紙フロント押し込みトラ 
クタ給紙時のミシン目カツト 
位置への移動方法を選択しま 
す。 

8 

チョウ匕ョウカツトリア 

シュドウ 
ジドウ 

連続紙リア押し込みトラクタ 
給紙時のミシン目カツト位置 
への移動方法を選択します。 

9 

PowOn ヨウシイチフロント 

インジイチ 
カツトイチ 

連続紙フロント押し込みトラ 
クタ給紙時において、電源投 
入時に吸紙済の用紙位置を選 
択します。 

10 

Pow 〇 n ヨウシイチリア 

インジイチ 
カツトイチ 

連続紙リア押し込みトラクタ 
給紙時において、電源投入時 
に吸紙済の用紙位置を選択し 
ます。 

11 

ジドウ八イシユツイチ 

3.18 mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

14.82 mm (7/12") 

単票の排出検出位置(用紙下 
端からの位置)を選択します。 

12 

チョウ匕ョウ PE イチ 

センサイチ 

6.35 mm (1/4") 

連続紙のペーパエンド位置を 
選択します。（用紙下端から 
文字中心までの距離） 

「センサイチ」選択時には 
次のようになります。 

フロン ト押 しこみトラクタ： 約 120 mm 
リア押し込みトラクタ： 約 92 mm 
リア引っ張りトラクタ： 約 52 mm 

13 

インジ )\)\ 

80 ケタ 

106 ケタ 

132 ケタ 

136 ケタ 

1 行の最大印字桁を選択しま 
す。 


珍 2.12 mm (1/12") に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、用紙幅全域に印 
字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 


PF 71 •頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。設定値[初期 

^- 値 6.35 mm (1/4 インチ)]に合わせる場合は、頭出し位置補正 （ 145ぺージ）で修正してください。 

• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•コマンド 機能設定 モード 



コントロールコマン ドの機能や対応 コード 表などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


を同時に押しながら、電源を roNj にします。 
表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は 2 へ、別のモードをセツトする場合は高複写 
を押します。 —‘ 

f N 

4. 設定を終了する場合は、を押します。 

V_ 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


機能 

切替 


と 


高複写 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

y H § 

す設定値 

機能 

1 

ANK コードヒョゥ 珍 

グラフィックコード 
カタカナコード 

ANK 文字コード表の拡張クラ 
フイックス/カタカナコード 
を設定します。 

2 

ANK モジヒンイ 

LQ ANK 
ドラフト ANK 

ANK 文字の文字品位を選択し 
ます。 

3 

CR キノウ 

フッキ ノミ 
フッキ+カイ ギヨ ウ 

CR コードの機能を、復帰の 
みか復帰改行するか選択しま 
す。 

4 

ゼ□フォント 

〇 

0 

30H ANK コード受信時の印 
字フォントパターンを選択し 
ます。 

5 

ANK フォント 

クーリエ 
□ーマン 
サンセリフ 

OCR-B 

ANK 書体を選択します。 

6 

DC1/DC3 

ムコウ 
ュウコウ 

DC1 と DC3]— ドの有効/無 
効を選択します。 

7 

FF キノウ 

八イシュツ 
カイページ 

単票手差しモード時の FF コー 
ド機能を選択します。 

8 

タンピヨウボトム 

ジドウ八イシュツ 

FF コード 

単票手差しモードおよび自動 
給紙モードでのボトム検出時 
の排出条件を選択します。 
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5 プリンタをより活用するために 


#印字 モード 設定 モード 


プリンタの印字動作を選択できます。 

以下の手順で設定します。 

1. と I 高複写]を同時に押しながら、電源を 「 ON 」 にします。 
表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 


2. 高複写を押して、「インジモードセツテイ」を表示させます。 

V _ 

C \ c \ 

3. 改頁または改行を押して、項目を選びます。 

\_ x V. _ -/ 

f 'N /■ \ 

4. 印字可または， ff を押して、設定値を選びます。 

_ I㈣ J 

引き続き別の項目をセツトする場合は3へ、別のモードをセツトする場合は2 
に戻ります。 


5. 設定を終了する場合は、 n _~ を押します。 

_ y 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

‘項目 

y 設定値 

機能 

1 

タテカクタ'イインジ 

リョウホウコウインジ 
カタホウコウインジ 

縦拡大印字時の、印字方向を 
選択します。 

2 

イメージインジホウコウ 

リョウホウコウインジ 
カタホウコウインジ 

イメージ印字時の印字方向を 
選択します。 

3 

テイシンドウモード 

ムコウ 
ユウコウ 

印字の振動を抑える低振動 
モードの有効/無効を選択し 
ます。 

4 

PowOn カンジモード 

セツテイ 
カイショ 

電源投入時の漢字モード設定 
/解除を選択します。 

5 

コウフクシャモード 

ムコウ 
ユウコウ 

電源投入時の高複写印字モー 
ドの有効/無効を選択します。 


^ 両方向印字の場合、■碁線のずれが 0.3 mm 程度発生することがあります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•プリンタハードウ： C ァ設定モード 

用紙の排出方向などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


を同時に押しながら、電源を roNj にします。 
表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 


2. 高複写を押して、「ハードウエアセツテイ」を表示させます。 


3. 改頁または改行を押して、項目を選びます。 


4. 印字可またはを押して、設定値を選びます。 

_ i I㈣ J 

引き続き別の項目をセツトする場合は3へ、別のモードをセツトする場合は2 
に戻ります。 


5. 設定を終了する場合は、 n _* を押します。 

V_ y 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

^ n § 

^設定値 

機能 

1 

ジュシンバッファ ぷ 

シヨウスル 
シヨウシナイ 

受信パッファ （2 K ) を使用する 
か、しないか選択します。 

2 

パイタイキリカエドウサ 

カツトオクリナシ 
カツトオクリアリ 

リア/フロント押し込みトラ 
クタで連続紙がセットされて 
いるときに用紙モードを切り 
替えた場合、連続紙をカット 
位置まで送る動作 ( to 卜わ 1 J ) を行 
ろか、行わないか選択します。 

3 

テサシ PAPER END 

PE シユツリョクナシ 

PE シユツリョクアリ 

単票手差しモード時、用紙終 
了を検出したとき、ペーバエ 
ンド(未給紙状態)出力を行う 
か、行わないか選択します。 

4 

八イシュツホウコウ 

テーブル 
スタツカ 

単票手差しモード時の用紙の 
排出方向を選択します。 

5 

CSF 八イシュツホウコウ 

スタツカ 
テーブル 

自動給紙モード時の用紙の排 
出方向を選択します。 

6 

キュウシ WAIT TIME 

0.5 s 

1.0 s 

2.0 s 

単票をテーブルにセツトして 
から吸入するまでの時間を選 
択します。 

7 

テサシキュウシソクド 

ツウジョウ 
テイソク 

単票手差しモード時の給紙速 
度を選択します。 

8 

カールナラシドウサ 

ムコウ 
ユゥコゥ 

単票吸入時、または改行時の 
単票先端ならし動作の実行を 
選択します。 


機能 

切替 


と 


高複写 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

設定値 

機肯巨 

9 

CSF ギャップドウサ 

ツウジョウ 
マィヵィ 

自動給紙モードの用紙吸入時 
のオートギャップ動作を選択 
します。「ツウジョウ」は用 
紙吸入1回目のみ行います。 

10 

チョウ t ョウオクリソクド 

ツウジョウ 
テイソク 

連続紙モード時の改行速度を 
選択します。 

11 

チョウ t ョウナラシドウサ 

八パヒロ 
八パセマ 

連続紙のならし動作の幅を選 
択します。 

12 

ソウホウコウ I/F 

ムコウ 
ユウコウ 

双方向インタフェースの有効 
/無効を選択します。 

13 

AUTO FEED XT 

ムコウ 
ユウコウ 

AUTO FEED XT 信号の有効 
/無効を設定します。 

14 

インタフェースセンタク 

パラレル 
イーサネット 

使用するインタフェースをパ 
ラレルにするかイーサネット 
にするかを選択します。 

15 

ブザー 

ユウコウ 
ムコウ 

ブザー鳴動の有効/無効を設 
正します。 















5 プリンタをより活用するために 


參調整モード 

プリンタの機械的なずれを調整します。 


[^7] 調整モードの調整値は、工場出荷時に適正値に調整してあります。 
むやみに調整値を変更しないでください。 


1. 印字 可と 改頁，高 複写を同時に押しながら、電源を roNj にします。 


表示パネルに「チョウセイモード」と表示されます。 

連続紙モード，自動給紙モードで用紙がセットされている場合は用紙を吸入して 
「#チョウセイモード」と印字します。 

単票手差しモードのときは、テープルに用紙をセットすると、用紙を吸入して 
「#チョウセイモード」と印字します。 


2. 改頁または改行を押して、項目を選びます。 


No .1 〜4用紙がセットされている場合に H を押すと、調整値を印字します。 

3. 印字可またはを押して、調整値を選びます。 


4. 設定を終了する場合は、 n _* を押します。 

V_ y 

現在の設定値をメモリに記憶し、調整モードを終了します。 


項番 

y II § 

♦ 設定値 

機肯巨 

1 

S 

4 

PRINT REG **** 

广林林は速度表示であり、 L0W \ 
または NORM または HIGH 1 ま 
、たは HIGH 2 J 

( PRREG =**) 

«は±5まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

低速印字速度 （ LOW ) ，通常 
印字速度 ( NORM ) ，高速印字 
速度 ( HIGH 1, HIGH 2) の、横 
方向の印字ずれを調整します。 
(例） 

(〇）1111 

…ノ 1111 

(-1) 1111 

1111 
(-2) 丨|丨| 

1111 

5 

タンピヨウ LF ピッチ 

( TLFP =***) 

は±10まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

単票給紙後の改行量を補正し 
ます。 

6 

ボトムイチ（フロント） 

( BOTTOM ^**) 

は±20まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

連続紙フロント押し込みトラ 
クタ時のぺーパエンド位置を 
補正します。 

7 

ボトムイチ（リア PUSH ) 

( BOTTOM ^**) 

は±20まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

連続紙リア押し込みトラクタ 
時のペーパエンド位置を補正 
します。 

8 

ボトムイチ（リア PULL ) 

( BOTTOM ^**) 

は±20まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

連続紙リア引っ張りトラクタ 
時のペーパエンド位置を補正 
します。 ぷ/# 
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5 プリンタをより活用するために 


珍 LF ピッチ補正は、あらかじめ枠線等がプレブリント印刷されている単票を使用するときに、 
改行ピッチが合わない場合に補正する機能です。設定値に対する補正量は以下のとおりです。 


設定値 

100 mm あたりの補正値 

土 1 

土 0.07 mm 

土2 

±0.21 mm 

土3 

土 0.35 mm 

±4 

±0.42 mm 

±5 

士 0.56 mm 

土6 

土 0.70 mm 

士7 

±0.84 mm 

土8 

土 0.92 mm 

±9 

± 1.06 mm 

±10 

土 1.20 mm 


參诊 設定傾法1ステップあたり 0.21 mm (1/120 インチ）単位で、+側は用紙下端方向へ、一側 
は用紙上端方向へ移動します。 
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5 プリンタをより活用するために 


•設定を初期化する 

全てのメニューの設定値を、初期の状態に戻すことができます。 

[^7] •調整モードの調整値は初期化されません。 

—•登録した書式は消えません。 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「印字可」+「機能切替」 スイッチを押しながら、電源 
スイッチを 「 ON 」 にします。 


表示パネルに「メニューデフォルトセット」と表示されたら、 
スイッチから指を離します。 
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5 プリンタをより活用するために 


參用紙の頭出し位置を補正する 

用紙の頭出し位置を基準位置 [6.35 mm ( V 4 インチ)]に合わせることができます。 
基準位置とは、用紙の先頭行のことで、用紙が自動給紙されて停止する位置です。 


. リア引っ張りトラクタモードでは無効です。 

^- •補正する場合は、 6.35 mm (1/4 インチ）に合わせてください。 

• 用紙の頭出し位置を任意の位置に設定する場合は、「1文字目の印字位置を設定す 
る」 （151 ぺージ）を参照してください。 


_ |頭出し位置の補正は、用紙モード（単票手差しモード，自動給紙モード，フロント押し 
込みトラクタモード，リア押し込みトラクタモード）でそれぞれ別々に設定できます。 



プリンタのメニュー設定印刷を行い、補正を行う用紙モー 
ドの noF イチ」または「才一トロードイチ」が 
「6.35 mm (1/4〃 ）」になっていることを確認します。 



詳細は「現在の設定を確認する」 （135 ページ）を参照してくだ 
さい。 


2 


補正を行う用紙モードを選択します。 

詳細は「4章」を参照してください。 


マ 「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 

^ カットシートフィーダの場合は用紙ガイドに、連続紙の 
^場合はピントラクタに用紙をセットします。 

注/1単票手差しの場合は、まだ用紙をセットしないでください。 


「用紙ロー ド」 スイッチを押します。単票手差しの場合は、 
スイッチを押したままテーブルに用紙をセットします。 

用紙吸入後も「用紙口ード」スイッチを押したままにし 
^^てください。 

用紙 

用紙上端より 6.35 mm (1/4 インチ）の位置まで用紙を吸 
入し、表示パネルに「アタマダシイチホセイ」と表 
示されます。 
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5 プリンタをより活用するために 



縦方向の1文字目印字位置を合わせます。 

①1文字目の中心位置がどこになるか確認します。 


目印 



②以下のスイッチを操作して、1文字目を合わせます。 


順方向に微少送り：「用紙ロード」スイッチを押したま 
ま、「改頁」スイッチを押します。 


用紙 



改頁 


逆方向に微少送り：「用紙口ード」スイッチを押したま 
ま、「改行」スイッチを押します。 


用紙 



改行 




圓 

参考 


カバーオープン状態ではスイッチ操作できません。 

順方向，逆方向の微少送りピッチは0.21 mm (1/120 インチ) 

です。 


7 用紙頭出し位置が基準位置 [1 文字目の中心で 6.35 mm (1/4 
’ インチ）]になったら、スイッチから指を離します。 

指を離した位置が、新しい頭出し位置として記憶されます。 


• プリンタに電源が投入されていて、用紙がセツトされ 

- ているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向の印 

字の位置がずれますので回さないようにしてください。 

• 微少逆送りで調整する場合は、印字ずれが発生するこ 
とがありますので、必ず 2~3 mm 余分に用紙を戻し、順 
方向に送って印字位置を合わせてください。 
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5 プリンタをより活用するために 


參用紙のカツト位置を補正する 

リア押し込みトラクタ使用時の用紙のカツト位置を調整することができます。 


1^7] •フロント押し込みトラクタ、リア引っ張りトラクタでは無効です。 

•プリンタのぺージ長設定が、実際の用紙と合っていないと、正常に調整できません。 



「連続紙をセットする」（100ページ）を参照して、用紙を 
セツトしてください。 


園 

参考 


用紙を1ぺージ余分に紙送りしておくと、調整がしやすく 
なります。 

用紙セット後、「印字可」スイッチを押してオフライン状 
態にします。 

その後「改頁」スイッチを押して1ぺージ分紙送りを実 
行します。 


2 


「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 

「印字可」ランプが消灯している場合には、「印字可」スイッチ押 
し、オンライン状態にします。 


3 「用紙ロード」 スイッチを押します。 

カット送り動作後も「用紙口ード」スイッチを押したま 

^—まにしてください。 

/* \ 

用紙 

ミシン目をぺーパカッタ位置まで送り出し、「カットイチホ 
セイ」と表示します。 
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5 プリンタをより活用するために 



4 


ミシン目の位置を調整します。 

ミシン目の位置がペーパカツタに合うように、以下の操作を行い 
ます。 


順方向に微少送り：「用紙口ード」スイッチを押したま 
ま、「改頁」スイッチを押します。 


用紙 



改頁 


逆方向に微少送り：「用紙口ード」スイッチを押したま 
ま、「改行」スイッチを押します。 


用紙 



改行 


圓 

参考 


順方向,逆方向の微少送りピッチは 0.21 mm (1/1 20インチ) 
です。 


C ミシン目の位置がぺーパカッタに合ったところで、スイッ 
^ チから指を離します。 

指を離した位置が、新しいカツト位置として記憶されます。 


プリンタに電源が投入されていて、用紙がセツトされ 
^~~ ているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向の印 
字の位置がすれますので回さないようにしてください。 

• 微少逆送りで調整する場合は、位置ずれが発生するこ 
とがありますので、必ず2〜 3 mm 余分に用紙を戻し、順 
方向に送って印字位置を合わせてください。 
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5 プリンタをより活用するために 


プリンタの便利な機能 

♦通常印字/高速印字/高複写印字の設定 

このプリンタには、通常印字 モー ドと高速印字 モー ドと高複写印字 モー ドがあります。 
通常印字は、文章を清書するときに使用します。 

高速印字は、テスト印字やプログラムリストの印字などを速く行うのに便利です。 

高複写印字は、宅配の送り状など、複写枚数が多い用紙に印刷するときに使います。 
電源投入時は、通常印字になります。 

♦通常印字の設定 



2 


「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 

「改行 1 」スイッチを押します。 

「高速印字」ランプまたは「高複写」ランプが消灯します。 


改行 


圓 

参考 


印字中に「改行」スイッチを押すと、高速印字または高複写印字 
から通常印字となります。 


♦高速印字の設定 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


2 


「改頁」スイッチを押します。 

「高速印字」ランプが点灯します。 


改頁 

_|印字中に「改頁」スイッチを押すと、通常印字または高複写印字 
醫から高速印字となります。 

高速印字では、文字パターンのドットを間引き高速で印字を行う 
-ため、通常印字に比べ文字が薄く見えます。 
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5 プリンタをより活用するために 


♦高複写印字の設定 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


〇 「高複写」 スイッチを押します。 

「高複写」ランプが点灯します。 



高複写 


圓 

参考 


印字中に「高複写」スイッチを押すと、通常印字または高速印字 
から高複写印字となります。 


[^71• この印字モード中は、高速印字に設定できません。 

• この印字モードのリボン寿命は、通常印字に比べ、約半分になります。 

•用紙の厚さは、0.36〜0.48 mm (126 ぺージ参照）の用紙をお使いください。 

• 印字速度は通常印字に比べ約50%低下します。 

• 1枚目が厚く 2枚目に複写できないような場合に高複写印字に設定してください。 

• 薄紙で横爵線印字をすると用紙が破れる場合がありますので、高複写印字にしな 
いでください。 

•インクリボンが新しいときに印字 Duty の高い文字やグラフィックを印字すると、 
汚れが発生する場合があります。 


150 









5 プリンタをより活用するために 


•1 文字目の印字位置を設定する 

1文字目の印字位置を、任意の位置に設定することができます。 

1文字目印字位置とは、用紙の先頭行のことで、用紙が自動給紙されて停止する位置をいい 
ます。メニュー設定値以外の値を使いたいときに、使用します。 

用紙の種類によっては、1文字目印字位置が異なる場合がありますので、本機能で設定して 
ください。 


1文字目印字位置には、次のものがあります。 

•プリンタが本来から持っている値（初期値） 

• 電源を投入している間のみ記憶している値（一時的な設定） 

•新たに設定され、電源を切ってもメモリ内に記憶し続ける値（恒久的な設定) 


圓 

参考 


1文字目印字位置の設定は、単票手差し，カットシートフイーダ，連続紙（フロント押 
し込みトラクタ），連続紙（リア押し込みトラクタ）で、それぞれ別々に設定できます。 




プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

用紙が給紙されていた場合は、排出させます。 


2 


「単票/帳票」 スイッチまたは 「機能切替」+「単票 
/帳票」スイッチにより、給紙方法を選択します。 


3 


横方向の1文字目の位置を合わせます。 

単票手差しの場合は、シートガイドを調整します。 

カツトシートフィーダの場合は、用紙ガイドを調整します。 
連続紙の場合は、ピントラクタを調整します。 


^ カットシートフィーダの場合は用紙ガイドに、連続紙の場 
ナ 合はピントラクタに、用紙をセットします。 

[^7] • 単票手差しの場合は、用紙を入れません。 

まだ、給紙しないでください。 

•連続紙の場合、表示パネルに「ヨウシナシ」と表示さ 
れていることを確認してください。「オフライン」と表 
示されている場合には、「ヨウシナシ」と表示するまで、 
プラテンノブを回して、連続紙を後退させてください。 


「印字可」ランプが消灯していることを確認します。 

単票手差しおよびカツトシートフィーダの場合、「印字可」スイッ 
チを押してオフラインにします。 
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5 プリンタをより活用するために 


6 


「機能切替」 

を押します。 


スイッチを押しながら「印字可」スイッチ 




1文字目印字位置設定モ_ドになります。 

• 単票手差しモードの場合 

単票をプリンタにセツトしてください。自動的に用紙上端よ 
り 6.35 mm (1/4 インチ）の位置に用紙を送ります。 

•カツトシートフイーダ、連続紙の場合 
用紙を用紙上端より 6.35 mm (1/4 インチ）の位置まで吸入し 
ます。 


Y 縦方向の1文字目印字位置を合わせます。 


①1文字目の中心位置がどこになるか、確認します。 

目印 
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5 プリンタをより活用するために 


②以下のスイッチを操作して、1文字目を合わせます。 
順方向に1改行 ：「改行」スイッチを押します。 


改行 

順方向に微少送り：「機能切替」スイッチを押しながら、 
「改頁」スイッチを押します。 



逆方向に微少送り：「機能切替」スイッチを押しながら、 
「改行」スイッチを押します。 


機能 

岡 



改行 



圓 

参考 


カバーオープン状態ではスイッチ操作はできません。 

順方向，逆方向の微少送りピッチは 0.14 mm (1/180 インチ) 
です。 


8 


1文字目印字位置が決まったら、恒久的な設定または、一 
時的な設定をします。 


〔恒久的に設定する場合〕 

「印字可」 スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置がメモリに記憶されます。以後 
この位置が1文字目印字位置になります。 

設定した値は、次に変更するまで継続されます。 


印字可 


ィ 

、 , 

シ 

'、 

力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

、、J 

テ 

ィ 



セ 

ヅ 

テ 

イ 

サ 

レ 


シ 

夕 

( 

コ 

ウ 

キ 

ユ 

ウ 

) 


(約2秒間表示) 
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5 プリンタをより活用するために 


〔一時的に設定する場合〕 

「用紙ロード」スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置が一時的に記憶されます。 
設定した値は、電源を投入している圊と、 I - PRIME 受信まで 
継続されます。 


用紙 



ィ 

、 , 

シ 

'' 

力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

、、J 

テ 

ィ 



セ 

ヅ 

テ 

イ 

サ 

レ 

マ 

シ 

夕 

( 

イ 

チ 

シ 

'' 

) 



(約2秒間表示) 


• プリンタに電源が投入されていて、用紙がセツトされ 

- ているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向の印 

字の位置がずれますので回さないようにしてください。 

• 微少逆送りで調整する場合は、印字ずれが発生するこ 
とがありますので、必ず2〜 3 mm 余分に用紙を戻し、順 
方向に送って印字位置を合わせてください。 


154 


























5 プリンタをより活用するために 


•1 文字目印字位置をリセットする 


〔恒久的な設定のリセット〕 

「恒久的な設定」でセットした、1文字目印字位置をリセットします。 
リセット後は、 6.35 mm (1/4 インチ）（工場出荷時設定）になります。 


圓 

参考 


メニュー設定内容を初期化した場合も、リセットされます。 
(144ぺージ） 


/ 151,152ぺージの1〜6の手順を行い、1文字目印字位置設 
定モードにします。 


〇 「機能切替」 スイッチを押しながら、 「用紙ロード」 ス 
^ イッチを押します。 


機能 



ィ 

ン 

シ 

'、 

力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

ヅ 

テ 

ィ 



セ 

、、J 

テ 

イ 

サ 

レ 

マ 

シ 

夕 

( 

シ 

3 

キ 

チ 

) 



(約2秒間表示) 


〔一時的な設定のリセット〕 

「一時的な設定」でセットした、1文字目印字位置をリセットします。 
リセット後は、メニューで現在セットされている値になります。 



電源を入れ直します。 
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5 プリンタをより活用するために 


•HEX ダンプをとる 

HEX ダンプモードでは、受信したデータをすべて16進数で印字します。 

ホストコンピュータがらプリンタに正しいデータが送られているか、確認できます。 



電源を 「 OFF 」 にします。 



2 


「自動給紙」+「高複写」+「機能切替」 スイッチを 
押しながら、電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


印字へッドが動き始めたら、スイッチから指を離します。 



^プリンタに用紙をセットして、印字データを送ります。 

用紙を吸入した後 、 「Hex Dump Mode 」 と印字されます。 
受信したデータが全て16進数で印字されます。 

プリンタの電源を 「 OFF 」 にすると、 HEX ダンプモード 
は解除されます。 


7^7] HEX ダンプ印字を行う場合には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置き、 
または10インチ幅以上の連続紙を使用してください。 
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5 プリンタをより活用するために 


#バーコードの印字 

このプリンタには、バーコードを印字する機能があります。 

ここでは、概要を説日月します。コント□—ルコマンドについては、「拡張コント□—ルコマ 
ンドの仕様」を参照してください。 

拡張コント□—ルコマンドの仕様については、プリンタソフトウエア CD - ROM 内に PDF 
ファイルで格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 


I Windows 環境では使用できません。 


♦バーコードの種類 

このプリンタで印字できるパーコードの種類は、下表のとおりです。 


バーコードの名称 

文字種 

桁数 

NW -7 

データ：数字〇〜9 

記号 -$./:+¥ 

スタート/ストップ 

: abcdetn # 

可変 (20) 

JAN 標準 

データ：数字〇〜9 

12+ CD (13) 

JAN 短縮 

データ：数字〇〜9 

7+ CD (8) 

Code _39 

データ：数字〇〜9 
英字 A 〜 Z 

記号-$ . / + 96 ( SP ) 

スタート/ストップ 

可変 (20) 

Interleaved 2 or 5 

データ：数字〇〜9 

可変 (20) 

カスタマパーコード 

データ：数字〇〜9、英字 A 〜 Z 

1[ラー 

可変 

(Min 7 、 Max 23) 


• CD :チェックディジットを示します。 
•桁数の （） 内は最大桁数を示します。 


圓 

参考 


カスタマバーコードとは、あらかじめ郵便物にパーコードを印刷し、料金割引を受 
けようとするものです。 

詳しくは、日本郵便のホー厶ぺージをご覧ください。 
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5 プリンタをより活用するために 


〇〇 0000 
〇〇〇〇〇〇_ 
I _ I 

パーコード 



0000000 - 
〇 

〇 1 
.〇 



0000000 

I _ I 

文字 


24ドツト 


【文字の改行ピッチが1/6インチの場合】 

① バーコード前の文字データ（亜，唖）とスペース，パーコード印字コマンド（パーエレメ 
ント指定）および、パーコード後のスペースと文字データ（亜，®)を送信。 

(パーコード印字コマンド受信後、印字起動となる。） 

② 印字復帰コマンド、および24/180インチの改行コマンドを送信。 

③ 手順①〜②を繰り返します。 


♦バーコー ドご使用時のご注意 

• バーコード印字コマンドで印字するバーコードは、ドットを組み合わせて印字するため、 
本来の規格と多少異なる場合があります。このプリンタで印字されたパーコードの読み 
取りに関しては、お客様が読み取り確認された上で、ご使用ください。 

• 印字が薄くなったインクリポンでパーコードを印字すると、読み取れない場合がありま 
す。パーコードを印字する場合は、新しいインウリポンを使用してください。 


• パーコードと文字が同一行に混在する次のような場合、改行量を調整しながら印字させ 
る必要があります。 


[ NW -7, JAN 標準/ 短縮 ， Code 39, Interleaved 2 of 5 J 

♦パーコードの印字位置 

パーコードの印字位置は、文字およびイメージデータと同様に、縦1ドット目をパーコード 
の1ドット目とし、縦24ドットで印字します。 


〇〇〇〇 
〇〇〇 
〇〇〇 
〇〇〇 


〇〇〇 I 
〇〇〇^ 


日 

卜 

ツ 

K ' 


CK 

iyqii 

ttrl 

auT - 


TH 


n4 


> CMC 

iyQIn 

Ifrl 一 i 

rcri mi wi 
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5 プリンタをより活用するために 


〔カスタマバーコード〕 


♦カスタマバーコードの生成 

カスタマパーコードに必要な文字情報は、新郵便番号と住所表示番号です。 


新郵便番号 . 町域名までの住所に設定された新郵便番号です。 

住所表示番号 . 町域名以降の住所からバーコードに必要な文字情報をハイフ 

ンで結んだものです。 

ビル,マンション等の棟.室番号も含みます。 


例）東京都千代田区霞が関1丁目3番2号郵便プラザ503室 


100-0013 1-3-2-503 

(新郵便番号） （住所表示番号） 

① 住所 ：〒100 -00 13 

東京都千代田区霞が関1丁目3番2号郵便プラザ503室 

② 新郵便番号十住所表示番号変換 ：100 -00 13 1-3-2-503 

③ 新郵便番号の3〜4数桁目の A イフンを省く：10000131 -3-2-503 

④ カスタマパコード桁調整 :10000131 -3-2-503 CC4 CC4 CC4 CC4 

⑤ チIックデシ‘ッ KCD) 算出 ：1+0+0+0+0+1 +3+1 +10+3+10+2+10+5+0+3+14+14+14+14 

= 105+CD=19 の倍数 

—CD= 114(19の倍数)-105=9 

⑥ スタ-トコ-ド,ストツアコ-ド，チIツクデシ**ルを付加： STC 10000131 -3-2-503 CC4 CC4 CC4 CC4 9 SPC 

⑦ ; r-]- ド印字: R ンド送信 



スタートコード,ストップコードおよびチェックディジットはプリンタが付加します。 
送信するバーコードデータは”10000131 - 3-2-503” となります。 


スタートコード，ストップコードおよび CC 1 ~ CC 8 を付加する場合は、下表（表 1) 
の数字に置き換えて送信してください。 

参考本コードは本プリンタで独自に割り当てたもので、日本郵便のカスタマバーコード 
の仕様にはありません。また、本コードはバーコード印字コマンド(カスタマバーコ ー 
ド指定)のときのみ有効です。 


八''-]-ド用キャラクタ 

STC 

SPC 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

r - 夕送信用数字 

02 

03 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 


(16 進) 


♦チ I ックディジットの計算方法 

チェックディジットは、新郵便番号と住所表示番号の各パーコード用キャラクタをチェック 
ディジット計算対応表(表 2) からチェック用数字に置き換え、その合計が19の倍数となるよ 
うに生成します。 


y -コ-ド用キャラウタ 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

チェック用数字 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 


ル、-]-ド用キヤラクタ 

- 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

チェック用数字 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 


159 






















































5 プリンタをより活用するために 


2mm 以上 




213-0001 


-H 

川崎市高津区溝口 



1207-4 



" p " 郵政花千様 



ノ 



HI 


※部は，できる限り縁から 15 mm 以上 

►カスタマバーコードが印字される下地 

カスタマパーコードが印字される下地は、白色または地模様のない淡い色とします。 

►カスタマバーコードの傾き 

カスタマパーコードの傾きは、パーコードの長辺と同一方向の郵便物辺が成す角が5度以内 
になるようにします。またパーコードの長辺に対する垂線とパーコードとの成す角は 1.5 度 
以内になるようにするものとし、上記2つが混在する場合には、2つの傾きの絶対値を加え 
たものが5度以内になるようにします。 




X 。（土5°以内）バーコードの長辺と同一方向 
郵便物辺の成す角 


\vMiV 


Y ° (土 1.5° 以内）パーコードの長辺に対する垂直と 
バーコードの成す角 


I X 丨+丨 Y 丨 <5。 


♦使用するインクリボン 

印刷色黒色のインクリボンを使用してください。印字が薄くなったインクリボンを使用す 
ると、読み取りができなくなる場合があります。 


►印字品質 


カスタマパーコード印字面には、反射率5096以上の紙を使用し、印字面とカスタマパーコー 
ドとの反射率 PCS(Print Contrast Signal ) は、 0.6 以上とします。 

また、カスタマバーコードには、インクのにじみやかすれなどが極力ないものとします。 
インクリボンが新品の場合、インクのにじみが生じることがあります。 


♦カスタマバーコードの印字位置 

カスタマバーコードの上下左右には、 2 mm 以上の空白を設けるものとします。ただし、窓 
枠とカスタマパーコードの間の空白は、封筒と内容物のズレにかかわらず、常に上下左右 
とも 2 mm 以上を確保するものとします。 

宛名を横書きする場合は、最下行(宛名氏名の直下)にカスタマパーコードを単独で印字す 

ることとし、宛名を縦書きするには、左右または下部に単独で印字することとします。 

なお、カスタマバーコードは、下図のように郵便物の表面の縁から 10 mm および消印領域 

である 70 mmX 35 mm を除いた範囲内に印字することができます。, 7Qm __ 

〇 - ► 



Trf CVJ 
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5 プリンタをより活用するために 


♦書式を使って印刷する 

このプリンタには、書式を利用した印刷方法があります。 

書式とは、いろいろな伝票やオリジナル用紙などのフォーマット形式に合わせて、印字開 
始位置や文字圊、字形情報をあらかじめプリンタのメモリに登録しておくものです。書式 
を利用すれば、コンピュータからテキスト形式のファイルを送るだけで、用紙のフォーマツ 
卜形式に合った印刷が可能です。 


注/ Windows 環境では使用できません。 


書式で印刷する手順は、次のようになります。 

1. 書式の作成と登録 

2. 印刷データの作成 

3. 使用する書式の指定 

4. 用紙のセット 

5. 印刷 



各手順について、説明します。 


♦書式の作成と登録 

印刷するフォーマツトに合わせて、コントロールコマンドで書式を作成します。 


詳細は、拡張コントロールコマンドの仕様の rSTXD (書式フォーマット転送)」を参照し 
てください。 

拡張コントロールコマンドの仕様については、プリンタソフトウエア CD - ROM 内に PDF 
ファイルで格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 


♦印刷 データの 作成 

印刷するデータは、印字開始位置ごとに、 LF コードで区切って作成します。また、書式で 
指定した印字開始位置数と同じ数の印字データの集まりを1プロックとし、1ページは1プ 
ロックで印字されます。印字データ中に FF コードがあると、ブロックの終わりとみなしま 
す。 


〈データ作成上の注意点〉 

• 印字データは、文字コードと文字指定コマンドで作成してください。 

• 文字の拡大,縮小は書式の字形で指定してください。 

印字データ中には文字の拡大,縮小コマンドを含めないでください。 

• 1行の文字数に制限はありませんが、プリンタの最大印字桁（メニューの設定値）を超え 
ないようにしてください。 

• 空白行をデータにするときは、 LF コードのみ送ります。 

•文字の圊隔は、パイカ文字 （1/10 インチ）を基準として文字圊スペースを登録していま 
すが、文字の大きさを変えると文字間隔も変わります。 
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〈データの区切り文字について〉 

印字データの中に余分な LF コードが含まれていると、印字データが誤って区切られ、印字 
位置がずれてしまいます。このような場合、印字データに区切り文字をつけることにより、 
正しく印字することができます。 

区切り文字には、次の種類があります。 


ページ区切り 
文字 

?、@ 

1ブロックの印字データの始まりを示します。この 
文字に続く、書式で指定した印字開始位置数と同じ 
数の印字データの集まりを1ブロックのデータとし 
ます。 

ページ区切り文字は、必ずブロックの先頭につけて 
ください。 

行区切り 
文字 

!，、&、； 

1つの印字開始位置分のデータの始まりと終わりを 
示します。行区切り文字に囲まれた印字データのみ 
が有効になります。 

4種類の中から1種類だけ選択できます。 

行区切り文字を使用する場合は、 LF コードはすべ 
て無効になります。 


印字データの区切り文字の指定は、書式メニュー設定で行います。詳細は、「書式メニュー 
の設定を変更する」 （164 ページ）を参照してください。 

•印字データ中に FF コードがあると、プロックの終わりとみなします。 


♦使用する書式の指定 

使用する書式をコントロールコマンドが、プリンタの操作パネルで指定します。 

コント□ールコマンドの詳細は、拡張コント□—ルコマンド仕様の 「STX Q (書式指定)」 
を参照してください。 

拡張コントロールコマンドの仕様については、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF 
ファイルで格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 

プリンタの操作パネルでの指定方法は、「書式メニューの設定を変更する」 （164 ページ） 
を参照してください。 

♦用紙のセット 

単票の場合は、シートガイドを右端に突き当てます。 

連続紙（リア引っ張り）の場合は、後方から見て右側のピントラクタを左端に突き当てます。 
連続紙（リア押し込み）の場合は、後方から見て左側のピントラクタを右端に突き当てます。 
連続紙（フロント押し込み）の場合は、左側のピントラクタを右端に突き当てます。 

カットシートフィーダ（オプション）を使用する場合、用紙ガイド（左）を右端に奕き当 
てます。 

詳細は、「4用紙の取り扱い」 （95 ページ）を参照して<ださい。 
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5 プリンタをより活用するために 


♦印刷 


コンピュータから印刷データを送ると、指定した書式に従い印刷を開始します。書式モー 
ド中は、「書式」ランプが点灯します。 


ML 8340 SE など他の機種用に作成した書式を、このプリンタで印刷した場合、印字 
-位置が異なる場合があります。 


圓 

参考 


書式 モー ドを解除するには、 コン ト ロー ル コマンドで 指定するか、書式 メニユーで 
「カヘンシヨシキセンタク」の設定値を「シヨシキナシ」にします。 

コントロールコマンドの 詳細は、拡張 コントロールコマンドの 仕様の 「STXQ (書 
式指定）」を参照してください。 

拡張 コン ト ロー ル コマン ドの仕様については、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に 
PDF ファイルで格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 
プリンタの操作パネルの操作方法は、「書式メニューの設定を変更する」 （164 ぺージ） 
を参照してください。 
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5 プリンタをより活用するために 



♦書式メニューの設定を変更する 

登録した可変書式の選択や削除などをプリンタの操作パネルが6設定できます。 


1 . 


オフライン状態で 
させます。 


機能 

切替 


と 


高複写 


を押して、「シヨシキセツテイモード」を表示 



引き続き別の項目をセツトする場合は2に戻ります。 


5. 設定を終了する場合は 、 n K を押します。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

♦項 g 

♦ 設定値 

機能 

1 

カヘンシヨシキセンタク 

トウ□クシヨシキナシ 

(シヨシキナシ） 

(デバイス名：書式名） 

プリンタ内蔵メモリに記憶し 
ている書式の中から、印字す 
る書式を選択します。 

() は、書式が登録されいて 
る場合に表示されます。書式 
モードを解除して通常モード 
にするには、「シヨシキナ 
シ」を選択します。 

2 

カヘンシヨシキサクジヨ 

トウ□クシヨシキナシ 
(デバイス名：書式名） 

登録済みの書式を削除しま 
す。 （） は、書式が登録され 
いてる場合に表示されます。 

3 

ページクギリモジ 

ナシ 

?、@しは区切り文字では 
ない） 

ページ区切り文字を選択しま 
す。 

4 

ギヨウクギリケイシキ 

data LF 

" data " 

! data ! 

& data & 

: data ; 

行区切り文字を選択します。 

5 

シヨシキインジイチ 

5320 S モード 

8340 S モード 

書式印字を行ろ場合、水平方 
向の印字位置を532 0 S に合わ 
せるか834 0 S に合わせるか選 
択します。 

このプリンタは、532 0 S に合 
わせてください。 


選択している書式を削除すると、「カヘンシヨシキセンタク」は「トウ□クシヨシキナシ」 
または、「シヨシキナシ」になります。 
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6 ネットワークに接続する 


6 

J±C. 
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6 ネットワークに接続する 


ネットワークに接続する 

このプリンタは、イーサネット環境で使用するためのプリントサーパを装着しています。 
プリントサーパをネットワークに接続すれば、ネットワークユーザが利用できるようにな 
ります。 

このプリンタに装着されているプリントサーパは 
サイレックス.テクノロジー株式会社 
PRICOM 310 0 A プリントサーパです。 



コンピュータは、初めの設定ではパラレルインタフェースに接続できるようになっていま 
す。イーサネットインタフェースを使用するには、プリンタのメニューによる設定が必要 
です。 

パラレル接続ケーブルとイーサネット接続ケーブルを同時に接続できますが、インタフェー 
スを自動的に切り替えることはできません。 

• プリントサーパの電源はプリンタ本体から供給されます。外部電源は添付されて 

^- いませんので、プリンタの電源スイッチで ON / OFF してください。 

• EtherTalk 環境ではご使用になれません。 

• プリントサーパのューザーズマニュアル等は Silex 社の標準品を添付しています。 

—部、本プリンタにあてはまらない記載もありますが、ご了承ください。 

• プリントサーパの保証はプリンタの保証書により行われ、無償保証期間は6ヶ月 
です。 


•付属品の確認 

プリンタの付属品の中に、以下のものが揃っていることを確認してください。 
もし、足りない場合は、プリンタをお買い上げの販売店に連絡してください。 


• PRICOM 3100セットアップガイド 

• IPv 6 説明文 

• CD-ROM (SX User Software ) 

• プリント サーバ テスト ページ 
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6 ネットワークに接続する 


參各部の名称と機能 

詳細は、プリントサーパユーザーズマニュアルを参照してください。 



[^7] • 外部電源コネクタは、本プリンタでは使用しません。 

外部電源を接続しないでください。 

•ディップスイッチ4は、常に ON のまま使用します。 「 OFF 」 にするとプリントサー 
バへ電源が供給されず、 ネッ トワークで使用できなくなります。 



參ネットワークへの接続に必要なもの 

プリントサーパを接続するためには、次の装置とケーブルが必要です。 

これらの製品は、必要に応じてネットワーク製品取扱い店でお買い求めください。 


• ハブ 



• イーサネットケープル 

(カテゴリ5、ツイストペアケープル、ストレート） 



參プリンタの設定 

イーサネット環境で使用する場合は、プリンタのメニュー設定で「インタフェースセンタウ」 
を「イーサネット」に設定してください。 （141 ページ）「イーサネット」に設定されてい 
るときは、プリンタの表示パネル上段の右端に「氺」が表示されます。 




•「イーサネット」に設定すると、パラレルインタフエースは使用できません。 
•「*」は、 アラー ム状態および用紙なしのときは表示されません。 
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6 ネットワークに接続する 


•ネットワークへの接続 



プリンタのメニユーで「インタフエースセンタク」が「イーサネット」になってい 
—ることを確認してください。 



イーサネットケーブルをプリントサーバ（プリンタに内蔵) 
のネットワークインタフエースコネクタに差し込みます。 




^プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 
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6 ネットワークに接続する 



ef /y TOP de: 
ter #3 Start 


Filter #3 Start Address 
Filter #3 End Address 
Configure TCP/IP - Rendezvous Co 
Rendezvous Enable 
Rendezvous Name 
Configure NetWare >> 

Protocol 


NetWare Pr< 

Frame Type 
( Operation Mode 

( Printer Name 

(« Configure NetWare 
( Print Server Name 

( Login Password 

( Job Polling(sec.) 

( Bindery Mode 

{ << Configure NetWare 
( FSERVER Name 1 

( FSERVER Name 2 

( FSERVER Name 

( FSERVER Name 

( FSERVER Name 

( FSERVER Name 

( FSERVER Name 

( FSERVER Name 

(« Configure NetWare 
( NDS Tree 

( NDS Context 

(<< Configure NetNar 
( PSERVER Name 1 


- PSERVER I 


0 . 0 . 0.0 
0 . 0 . 0.0 
iiguration >> 
ENABLE 
"RDV3D009B" 

ENABLE 

802.2 

PSERVER 

"PR 30009 E-prnl" 



File Server 


"Print server name" 


注/ 


プリントサーバテストぺージはテスト印刷で何度でも出 
力できます。（171ぺージ） 


5 


プリントサーバのセットアップを実行します。 

セットアップ方法は、使用するネットワーク環境 （ NetWare 、 
Windows 、 UNIX 、 Web ) により異なります。詳細は、付属 CD - 
ROM (SX User Software ) 内の PRICOM 31 〇〇 Users Manual 
をご覧ください。 


"Node address" 



oveto} def 


PRICOM 3100 Version 1.3.0 

Copyright (C) 2002 -2007 silex technology, Inc. 


port … 

stat: C62E FFFF 0000 0000 
Stats 0000 0000 0000 0000 
addr> 00>80>92 ： 3D ： 00i 
stat ： 85E8 85E8 0000 


*** Diagnostic re; 
ROM Check : OK 
RAM Check : OK 


OK 


DIPSW1 : OFF{ON：Test use only) 

DIPSW2 * OFF(ON t Initialize configuration) 

DIPSW3 : ON (ONsDiagnostic/Configuration print) 
DIPSW4 x OFF(ONsReserved) 


4 


プリントサーバテストページがプリンタに添付されてい 
ますので 、 "Node address : 00:80:92: XX : XX : XX '\ "Print 
server name : "を確認します。 


LFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFlLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFLFT 1* 





LFsLFsLFsLF^sLrLFLF 
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6 ネットワークに接続する 


必ず、プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にしてから行ってくだ 
さい。 

プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

イーサネットケーブルを外します。 

プリントサーパを取り付けているねじを外します。 

取り外したねじはプリントサーパを取り付けるまで、大切に保管 
してください。 



プリントサーパを左端を支点に回転させるようにして、プ 
リンタ本体から引き出します。 



取り付けは、取り外しの逆の手順で行います。 


外 

取 

の 

V 


注 




4 


サ 

卜 


MV 
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6 ネットワークに接続する 


參テスト印字をするには 

プリントサーパの設定内容（設定情報、自己診断結果）を印字することができます。テス 
卜印字には、15インチ幅の連続紙を使用します。 


•必ず、プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にしてから行ってください。 

- • プリンタのメニユーで「インタフエースセンタク」が「イーサネット」になって 

いることを確認してください。 

• プリントサーパのディップスイッチ4は 「 ON 」 のままです。 「 OFF 」 にしないでく 
ださい。（プリントサーパのマニュアルとは記載が異なります） 



2 3 


プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

イーサネットケーブルを外します。 

プリントサーパを取り出します。 

注.，|プリンタ本体との接続ケーブルは外さないでください。 


4 プリントサ—パのデイップスイッチ3を 「 ON 」 にします。 



5 

6 


プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

「単票/帳票」 スイッチを押して連続紙モードにし、「機 
首旨切替」+「単票/帳票」 スイッチを押して使用するトラ 
クタを選択します。 



T プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

〇 プリントサーパのディップスイッチ3を 「 OFF 」 にし、4が 
〇 「 ON 」 になっていることを確認し、プリントサーパをプリ 
ンタに取り付けます。 


取り付けは、取り外しの逆の手順で行います。 
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6 ネットワークに接続する 


( MEMO ) 
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7 オプション 

〜取り付けから使い方まで〜 



早 
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7 オプション 


カツトシートフイータ 

プリンタにカツトシートフイーダ ( CSF ) を取り付けることにより、単票，はがきおよぴ複 
写紙を自動的に連続給紙できます。 

•外観と各部の名称 


用紙 セット レバー 

用紙をセツトする際に 
用紙の供給□を開きます。 



に対して固定します。 


プリンタ 



プリンタに取り付けた図 
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7 オプション 


•カットシートフイーダの取り付け，取り外し 

カットシートフイーダの取り付け、取り外しは、必ずプリンタの電源スイッチを 
' - 1 「 OFF 」 にしてから行ってください。 


•1 プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

Q テーブルを開き、フロントカバーをまっすぐ上に引いて取 
^ り外します。 


^/\ 取り外したフロントカバーは使用しませんので、大切に 


保管してください。 

テー プル 




早 


〇 カツ トシート フイー ダを両手で持ち、サイド フレームの 切 
り欠き部分をプリンタ両サイドのボストに差し込みます。 

このとき、左側のサイドフレームとポストの溝を合わせます。 


^ ポストを支点にして押し下げます。このとき、左側のギア 
' がアイドルギアと噛み合っていることを確認します。 
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7 オプション 


テーブルを閉じます。 

^ テーブル 




早 


テーブルを閉じるときは、テーブルを上に持ち上げ、左 
^—の支柱の青いつまみを押すと自動的に閉じます。このと 
き、手で押し下げるなどの無理な操作を行わないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

カツトシートフィーダの取り外しは、取り付けの逆の手順で行い 
ます。 


176 










7 オプション 


參単票のセット 

用紙をまとめてカツトシートフイーダにセツトします。 

次の手順に従って、用紙をセットしてください。 

[^71 •使用できる用紙は、単票，はがきおよび複写紙です。封筒は使用できません。 

用紙の挿入方向，用紙の規格については、「用紙規格および印字範囲」（224ぺージ) 
を参照してください。 

• シートスタッカの容量は、用紙厚さにして 16 mm 程度（連量 55 kg 紙で約200枚) 
です。容量を超えて使用すると、用紙ジャムの原因になります。 


1 電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


2 


オフライン状態で「単票/帳票」のスイッチを押して 
" CSF " にします。 


3 


才 

ン 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ヴ 

シ 

、' 

B 

ヴ 


C 

S 

F 















用紙厚調整レバーを「自動」に合わせます。 



早 


用紙の厚さが一様でない特殊用紙を使う場合は用紙厚設定レ 
パーの調整が必要です。「用紙の厚さに応じた調整方法」 ( 126ペー 
ジ)を参照してください。 
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7 オプション 



早 


4 用紙セツトレバーを 「 RESET 」 にします。 



左右の用紙ガイド固定レバーを 「 RELEASE 」 にします。 
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7 オプション 


カットシートフィーダ上の目盛の「▼」マークが1文字目 
の中心になるように用紙ガイド（左）の位置を決め、用紙 
ガイド固定レバーを手前側 「 LOCK 」 にして固定します。 

• 「▼」マークは1文字目の中心を示しています。 

•書式の印刷をする場合は、用紙ガイド（左）を右へ突き当てて 
固定してください。 

|注.，| 6.351 nm を超えて左へ移動して使用すると、はがきが余斗め 
* に吸入される場合があります。 




早 
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7 オプション 



早 


7 用紙ガイド（右）を、セットする用紙の幅よりやや広めの 
’ 位置まで移動させます。 



ガイドローラを用紙幅の中央にセットします。 



Q 用紙は印字する面を表にして、左端を用紙ガイド（左）に 
リ 合わせて、そのまま奥に突き当たるまでまっすぐ差し込み 
ます。 
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7 オプション 



fjiT ]* 用紙はよくさばき、上下左右をそろえてください。 

— 特に複写紙の場合、のり付けの部分が次の用紙と貼り 
付いていることがあります。 

•一度にセツトできる用紙の最大量は、用紙の総紙厚が 
40 mm 以下です。（用紙ガイドの 40 mm の目印以下です。） 
—般紙の場合、連量 55 kg 紙で約500枚です。 

はがきの場合、官製はがきで約170枚です。 

• B 4 のような大きなサイズや複写紙の場合は、総紙厚 
20 mm 以下にしてください。（用紙ガイドの黄色のラべ 
ルの目印以下です。） 

• 折り目，しわ，傷，反りがあるもの，用紙の角が特殊な形 
状のものは使用しないでください。 

• 紙質，厚さ，大きさの異なる用紙を混ぜて使用しないで 
ください。 

• 官製はがきの両面に印字する場合は、片面の印字後、 
反りをなくしてから反対側の面を印字してください。 
ただし、片面の印字が印刷禁止領域 （243 ぺージ参照） 
にかかる場合、反対面の印字時、センサの検出により 
正常に印刷できな I 、場合があります。 

• 用紙のつぎ足しは行わないでください。 

• 封筒は、カツトシートフイーダでの使用はできません。. 



早 


用紙ガイド（右）を用紙幅に合わせ、用紙ガイド固定レバー 
’し を手前側「 LOCK 」 にして固定します。 

用紙のサイズおよび長さに応じてスタツカサボートを引き出し 
ます。 


用紙ガイド固定レパー 
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11 用紙 セツ トレバーを静かに 「 SET 」 にします。 



いきおいよくセツトすると用紙が乱れ、斜めに吸入される原因に 

なります。 

以上で、用紙のセツトは完了です。 

•用紙セットレバーが 「 RESET 」 のままで給紙動作を行わない 
でください。 

• 印刷済の用紙が総紙厚約 16 mm になったらスタッカから用紙を 
取り除いてください。 

•使用中、用紙の端が不揃いになりましたら、印刷を中止し、も 
う一度セットし直してください。 

• 用紙を長時間カットシートフイーダに放置しないでください。 
用紙が力ールする原因になります。用紙が力ールする原因とな 
ります。 

•カットシートフイーダの給紙の場合、用紙の逆改行量は1回の 
吸入に対して累計で 8.47 mm (1/3 インチ)以内です。 

• 複写紙を使用する場合はシートスタッカ側へ排出してくださ 
い。逆の場合、用紙の種類によってはジャムの可能性がありま 
す。 

•用紙の種類によっては、セットした最後の用紙が印字規格から 
外れる場合があります。 

• オプションのカットシートフイーダご使用時には、最後の用紙 
の給紙が不安定となることがありますので、最後の用紙は使用 
しないようにしてください。また、用紙残量が少なくなった場 
合には、用紙を補充してください。 








7 オプション 


•自動給紙モードと単票手差しモードの切り替え 

カツトシートフィーダを取り付けたまま、単票を手差しで給紙できます。 
手差し給紙から自動給紙に切り替えることもできます。 



「 EP 字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


印字可 


2 


「自動給 紙」スイッチを押し、単票手差しモード/自動給 
紙モードを切り替えます。 





早 
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7 オプション 


•自動給紙モードと連続紙モードの切り替え 

カツトシートフイーダを取り付けたまま、連続紙を使用できます。 

♦連続紙モードへの切り替え 



早 



単票が残っている場合は、排出します。 


2 


「印字可」スイッチを押してオフラインにします。 



ヌ 「単票/帳票」 スイッチを押し連続紙モードにします。 

必要に応じ「機能切替」+「単票/帳票」スイッチで使用するピ 
ントラクタを切替えてください。 



4 


連続紙をプリンタにセットします。 

給紙方法は「連続紙をセットする」（100ページ）を参照してく 
ださい。 
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7 オプション 


♦自動給紙モードへの切り替え 


連続紙をピントラクタまで後退します。 

後退させるには、「連続紙の排出方法」 （121 ページ）を参照して 
ください。 

コンカレントモード （125 ページ）で使用する場合は用紙を排出 
する必要はありません。 


「EP 字可」 ランプが消灯していることを確認します。 


マ 「単票/帳票」 スイッチを押し、単票モードにします。 




4 「自動給紙」 スイッチを押し、自動給紙モードにします。 



連続紙モ_ドに切り替える前に、自動給紙モードで使用していた 
場合、自動給紙ランプが自動的に点灯します。 
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7 オプション 


( MEMO ) 



早 
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こんなときには 

〜印刷がおかしいとき、エラー表示がでたとき〜 
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8 こんなときには 


リボンカートリツジ内のインクリボンの交換 

印字が薄くなったときには、次の手順でリポンカートリツジ内のインクリボンを交換して 
ください。 



2 


口ー ラ アーム を図の矢印方向に押してつめを フレームに 
引っ掛けます。 



〇使用済のインクリボンを捨て、リボンカートリッジの中およ 
^ び周囲，口ーラ周辺のリボンくず,繊維くずを取り除きます。 


圓: 


使用済みのインクリボンは不燃物として処理してください。 

_ 使用済みのインクリボンの回収を行っています。詳細 

参考 は「使用済み消耗品の回収について」 （267 ぺージ）を 
ご覧ください。 
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8 こんなときには 


4 


新しいインクリボンの包装紙を取り除き、インクリボンを 
箱から20〜 30 cm 程度引き出します。 


5 リボンカートリッジをインクリボンの箱にかぶせて、リボ 
ンカートリツジと箱をいっしょに裏返します。 



6 


インクリボンを図の経路にセットします。 

インクリボン 
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8 こんなときには 


7 


リボンカートリツジからインクリボンが飛び出さないよう 
に、静かに箱を取り除きます。 


^ 口ー ラ アーム のつめを外します。 


9 


リボン カート リッジ内でインクリボンが折れたり、ねじれ 
たりしていないか、また、 ローラアーム がフレームから浮 
き上がっていないか確認してからふたを閉じます。 


7/9 口ーラノブを矢印方向に回してインクリボンのたるみを取 
/レります。 



• 口ーラノブを回したとき、インクリボンが動かなかっ 
* たり、異常に鈍いときは、再度ふたを開けてインクリ 

ボンの経路を確認してくださし、。 

• 口ーラノブを矢印の逆方向に回さないでください。リ 

ボンジャムの原因になります。 

• インクリボンの交換は1つのリボンカートリッジに対し 
て5回までです。インクリボンを5回交換したら、リボ 
ンカートリッジを交換してください。交換の手順は「リ 
ボンカートリッジを取り付ける」 （17 ぺージ)を参照して 
ください。 



圓 

参考 


• 使用済みのリボンカートリツジは不燃物として処理し 
てください。 

• 使用済みのリボンカートリツジの回収を行っています。 
詳細は「使用済み消耗品の回収について」（267ページ） 
をご覧ください。 
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8 こんなときには 


紙づまりしたとき 


♦単票の場合 


♦単票がプリンタ内部でつまったとき 



用紙厚設定レバーを「8」または「9」にします。 


用紙厚設定レパー 

キヤリツジが上下方向にレパー設定位置まで移動します。 



2 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 
A/iE ゲガをする恐れがあります。 




電源を入れたままカバー 
を開けて作業をしないで 
ください0 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れがあ 
ります。 
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8 こんなときには 


3 


印字へッドを用紙のないところへ移動させます。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になっています 
ので、印字へッドには 
さわらないでくださし、。 
印字へッドの移動は、 
印字へッドの温度が下 
がってから行ってくだ 
さい。 


4 


開放レバーを 「開放」 にし、プラテンノブを内側に押し 
込みながら回し、単票を手前または後ろに引き出します。 




5 


単票がとれたら、開放レバーを「自動」に戻します。 


6 


用紙厚設定レバーを元に戻します。 
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8 こんなときには 


♦破れた単票がプリンタ内部に残ったとき 

1 用紙厚設定レバーを「8」または「9」にします。 



キヤリツジが上下方向に、レパー位置まで移動します。 


2 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします0 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
バーを開けて、作業を 
しないでくださし、。 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


3 

4 


見えている紙くずをピンセットで取り除きます。 

3 つに折りたたんだ単票をテーブルから差し込みます。 

差し込み方向 



このように折りたたむ 


C プラテンノブを内側に押し込みながら回して単票を送り、 
^ つまった紙くずを押し出します。 


6 


用紙厚設定レバーを元に戻します。 
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8 こんなときには 


•連続紙の場合 


用紙厚設定レバーを「8」または「9」にします。 



キヤリツジが上下方向にレパー設定位置まで移動します。 


2 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


ZL 注意 ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたまま力 
パーを開けて、作業を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


^印刷前の連続紙を切り取ります。 
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8 こんなときには 


4 


ピントラクタから連続紙を外します。 

ピントラクタカパー 



C プラテンノブを回しながら、連続紙を手前側または後ろ側 
。 に引き出します。 

破れた紙<ずがプリンタ内部に残ったときは、連続紙を2〜3枚 
重ねてピントラクタにセットし、プラテンノブを回して、つまっ 
た紙くずを押し出してください。 

リア/フロント PUSH トラクタのときは、プラテンノブを 
^-内側に押し込みながら回してください。 


6 


用紙厚設定レバーを元に戻します。 
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8 こんなときには 


•カットシートフィーダ（オプション）でつまったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
バーを開けて、作業を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


2 


カットシートフィーダを取り外します。 

「カツトシートフイーダの取り付け，取り外し」（175,176ベージ) 
を参照してください。 


3 


用紙を取り除きます。 

紙の送られる方向へゆっくり引き出します。 


fa .^ i 逆方向への無理な用紙の引き出しは、機構部のダメージ 
原因となります。 


引出し方向 
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8 こんなときには 


アラーム表示がでたときは 

操作パネルのランプ表示と、その際に必要な操作パネルの操作を下表に示します。 


參…点灯 © …点滅〇…消灯 


ランプ 

パネルの表示 

アラームの 意味と対処方法 

用紙 

印字可 

• 

〇 

ヨウシナシ XXX 

ヨウシヲセツトシテクタ'サイ 

用紙が終了しました。新しい用紙をセッ 
卜し、「印字可」スイッチを押してくだ 
さい。 

• 

〇 

ペーパージャム 

ヨウシヲヌキトツテクダサイ 

紙づまりです。つまった用紙を取り除 
き「印字可」スイッチを押してください。 


〇 

パイタイアラーム 

ヨウシヲカクニンシテクダサイ 

使用している用紙の種類とプリンタの 
用紙モード（連続紙，単票）が違ってい 
ます。用紙を取り除くが、操作パネル 
スイッチで用紙モードを切り替えてく 
ださい。 


〇 

レパーアラーム 
レパーラキリカエテクダサイ 

開放レパーが「開放」になっています。 
開放レパーを「自動」に戻してください。 

〇 

〇 

タンピョウヌキト 1 」マチ 
ヨウシヲヌキトツテクダサイ 

単票抜き取り待ちです。テーブルの用 
紙を外してください。 



カパーオープンアラーム 
カパーヲトジテクダサイ 

トップカバーが開いています。トップ 
カバーを閉じてください。 


〇 

ペーパーガイドアラーム 
ガイドヲヒライテクダサイ 

ぺーパガイドが閉じています。ペーパ 
ガイドを開いてください。 

d 


テープルオープンアラーム 
テープルヲトジテクダサイ 

テーブルが開いています。テーブルを 
閉じてください。 

• 

〇 

データ/ドウサホジチュウ 
ヨウシヲセツトシテクダサイ 
または 

オンラインニシテクダサイ 

用紙をセットするか、「印字可」スイッ 
チを押すとアラームが解除されます。 


〇 

パイタイキリカエチュウ 
タンピョウヌキトリマチ 
または 

チョウヒョウジョキョマチ 

媒体切替中です。 

セット済みの用紙を取り除いてくださ 
い。 

• 

〇 

インジ DUTY アラーム 
プンカツインジチュウデス 

高密度印字のため、分割印字をしてい 
ます。 

高密度印字が終了したら正常に戻りま 
す。 


XXX は給紙ルートを示しています。 
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8 こんなときには 


•…点灯 © …点滅〇…消灯 


ランプ 

パネルの表示 

アラームの 意味と対処方法 

用紙 

印字可 

〇 

參 

へッドサーマル 

カタホウコウインジチュウデス 
または 

シパラクオマチクタサイ 

印字へツドが温度アラームになってい 
ます。 

印字へツドの温度が下がると正常に戻 
ります。 

〇 

參 

SP モータサーマル 
シパラクオマチクタサイ 

スペースモータが温度アラームになっ 
ています。 

スペースモータの温度が下がると正常 
に戻ります。 

〇 

または 

參 

〇 

または 

參 

ショシキサムチェックアラーム 
インジカ SW — アラーム OF F 

書式を登録している不揮発性メモリ内 
に異常が発生し、登録書式を削除しま 
した。 

全書式を登録し直してください。 

〇 

〇 

インジカイシイチセッテイ 
ホセイ八ンイ オーパー 

1文字目印字位置設定可能範囲を超えま 
した。改行または微少改行を行ってく 
ださい。 

〇 

または 

• 

〇 

または 

• 

パワーセーブ 

低消費電カモード中です。 

アラーム表示ではありません。そのま 
まお使いください。 

用紙 

書式 

エラー n n n n 

パワー〇 F F シテクタ'サイ 

または 

ガイドヲヒライテクタ'サイ 

復旧不可能アラームです。リボンカー 
トリツジが正しく取り付けられている 
が確認し、インクリボンが外れていた 
り、リボンカートリツジの取り付けが 
正常でない場合、再度取り付け直して 
ください。 （17 ページ参照） 

その後、キャリツジ部がなめらがに移 
動することを確認し、電源を入れ直し 
てください。 

電源を入れ直しても再度エラーになる 
場合は、お客様相談センターにご連絡 
ください。 




ケガをする恐れがあります。 ^ 

•つまった用紙を取り除くには、必ず電源スイッチを 「 OFF 」 にしてから行ってく 
ださい。 

• 印字直後は、印字へッドが高温になっています。絶対に触らないでください。や 
けどをする場合があります。 
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8 こんなときには 


こんなときには 


プリンタが思うように動作しなかった場合は、ここに記載してある項目を探し、適切な処 
置を行ってください。 


現象 

原因 

処置 

電源が入らない 

電源が入らない。 

電源コードが正しく接続されていませ 
ん〇 

プリンタ側，コンセント側ともしっか 
りと差し込んでください。 


電源コンセントの異常または停電の可 
能性があります。 

他の電気製品を同じコンセントに差し 
込んで、正常に動作するか確認してく 
ださい。 

印刷しない 

印字可ランプが消 
灯している。 

印刷停止の状態です。 

「印字可」スイッチを押してください。 

用紙がセットされていません。 

用紙をセットしてください。 

印字可ランプは点 
灯しているが印刷 
しない。 

I / F ケーブルが外れています。 

正しく接続し直してください。 

(30 ページ参照） 

I / F ケーブルがホストコンピュータやプ 
リンタと合っていません。 

仕様に合ったケープルをお使いくださ 
い。 (2 17 ページ参照） 

印字へッドは動い 
ているが、印刷し 
ない。 

リボンカートリッジが取り付けられて 
いません。 

リボンカートリッジを取り付けてくだ 
さい。 （17 ページ参照） 

印刷が遅くなった 

突然印刷が遅く 
なったり、片方向 
印字、印刷動作の 
休止になった。 

印字へッドが高温になると、温度を下 
げるために印字速度が遅くなったり、 
片方向印字、一定時間動作の休止を行 
うことがありますが、故障ではありま 
せん。 

印字ヘッドの温度が下がると、自動的 
に元の動作に戻ります。この現象が頻 
繁に起こる場合には、プリンタの電源 
を切ってしばらく置いてから印刷を 
行ってください。 

印刷が鮮明でない 

文字が薄い、文字 
の一部が欠ける。 

用紙厚設定レパーのギャップレンジ値 
が、用紙に合っていません。 

用紙厚設定レパーを「自動」の位置に 
合わせてください。マニュアルギャツ 
プ調整を行っている場合は、適切なレ 
ンジ位置に合わせてください。 

(126ページ参照） 


高速印字に設定されています。 

通常印字にしてください。 

(149ページ参照） 


インクリボンの寿命です。 

新しいインクリボンに交換してくださ 
い。 


リボンカートリツジが正しくセットさ 
れていません。 

正しくセツトし直してください。 

(17 ページ参照） 


インクリポンが確実に巻き取られてい 
ません。 

新しいリボンカートリツジに交換して 
ください。 
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8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

文字が薄い、文字 
の一部が欠ける。 

リボンフィード動作が行われていません。 

お客様相談センターへご相談ください。 

文字が、横一列に 
欠ける。 

印字へッドのピンが折れています。 

お客様相談センターへご相談ください。 

印刷結果が画面と異なる 

カタカナがグラフ 
ィック文字になる。 

コード表が拡張グラフィックスになっ 
ています。 

ANK コード表をカタカナコードに設 
定してください。 （138 ぺージ参照） 

グラフィックが力 
タカナ文字になる。 

コード表がカタカナになっています。 

ANK コード表をグラフィツクコードに 
設定してください。 （138 ページ参照） 

全く違ラ文字や記 
号で印刷される。 

ソフトウェアのプリンタ設定が間違っ 
ています。 

ソフトウェア上のプリンタ設定を優先 
順位に従って設定し直してください。 
(93 ページ参照） 


前回印刷したソフトウェアコント□— 
ルコードが有効になっています。 

プリンタを初期化してください。 

(144ページ参照） 


送られたソフトウェアコント□ールが 
間違っています。 

HEX ダンプをとって、データの内容を 
確認します。 （156 ページ参照） 

間違っている部分をソフトウェア上で 
直してください。 


I / F ケーブルが外れています。 

正し<接続し直してください。 

(30 ページ参照） 

用紙の頭出し量(印 
字開始位置）が上 
または下すぎる、 
変わってしまった。 

印字開始位置の設定が正しくありません。 

プリンタを初期化してください。 

(144ページ参照） 


単票と連続紙の頭出し位置の設定を 
行ってください。（136ページ参照） 



1文字目印字位置の設定を行って、頭 
出し位置を調整してください。 

(151ページ参照） 



ソフトウェア上で上マージンが設定で 
きる場合は、正しく設定し直してくだ 
さぃ。 


センサの上に紙粉などがたまっています。 

綿棒や掃除機などで除去してくださ 
い。 

(207 ページ参照） 

左右の余白が多い、 
または少ない。 

左右マージンの設定が正しくありません。 

シートガイドやピントラクタの位置が 
適当ではありません。印刷形式に合わ 
せてセツトし直してください。 



ソフトウェア上で左右マージンが設定 
できる場合は、正しく設定し直してく 
ださい。 

























8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

連続紙を使用して 
いるときに、1ペー 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印刷される。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい。 

単票を使用してい 
るときに、1ぺ一 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印刷される。 

ソフトウェア上の用紙設定のサイズと、 
実際に使用している用紙サイズが合っ 
ていません。 

ソフトウェア上の用紙設定を、使用す 
る用紙に合わせてください。 

プリンタ側で自動測定されている1ペー 
ジの印刷可能行数と合っていません。 

ソフトウェア上で上下マージンを大き 
くとってください。 

単票 LF ピッチを補正してください。 
(142ページ参照） 

1行に印刷される 
はずの文字などが、 

2行にわたって印 
刷される。 

左右のマージンの設定が正しくありま 
せん。 

ソフトウェア上で左右のマージンが設 
定できる場合は、正しく設定し直して 
ください。 

連続紙を使用して 
いるときに、印刷 
途中で数行分の空 
白行ができる。 

ミシン目スキップが設定されています。 

ミシン目スキップを解除してくださ 
い0 (136ページ参照） 

縦！ 。 卜線がずれる、 
ガタガタになる。 

両方向印刷を行ろと、ずれを生じるこ 
とがあります。 

Windows プリンタドライパの設定で 
片方向印刷に設定してください。 

(35, 40, 47, 54, 62, 69, 75, 81, 86, 
91ページ参照） 

調整モードの PRINT REG で調整して 
ください。 （142 ぺージ参照） 

行間隔が広すぎる、 
または狭すぎる。 

改行量の設定が正しくありません。 

ソフトウェア上で改行量が設定してあ 
る場合は、正しく設定し直してくださ 
い。 

イメージ印字、分割印字について 

イメージ印字で白 
抜けが入る。白抜け 

用紙送りの誤差です。特に黒ベタ印字 
で目立ちます。 

故陣ではありません。 

縱倍角などで、白 
抜けや文字つぶれ 
がでる。 

白抜けつぷれ 

6 6 

1文字の途中で改行が入るため、用紙送 
りの誤差がでます。 

故障ではありません。 

重要な書類や伝票などは、プリンタ内 
蔵フォント（明朝または明朝倍角）を 
使用してください。 





















8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

単票で、うまく紙送りできない 

用紙を給紙しない。 

用紙の挿入位置が、右に寄り過ぎてい 
ます。 

シートガイドにそって、用紙をセット 
してください。 （98 ページ参照） 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （98 ページ参照） 

用紙の裏が黒いか、プレブリントされ 
ています。 

プリンタの仕様に合った用紙を使用し 
てください。 （243 ページ参照） 

プラテンは回るが、 
給紙できない。ま 
たは、連続紙が給 
紙されてしまう。 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （98 ページ参照） 

プリンタが連続紙モードになっていま 
す。 

連続紙を排出して、プリンタを単票 
モードにしてください。 

(124 ページ参照） 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙が突き当たるところまで入っていま 
せん。用紙がまっすぐ入っていません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 （98 ページ参照） 

用紙にしわや折り目など、問題があり 
ます。 

新しい用紙を使用してください。 

用紙が仕様に合っていません。 

プリンタの仕様に合った用紙を使用し 
てください。 （237 ページ参照） 

開放レパーが「開放」になっています。 

開放レパーを「自動」にしてください。 

用紙が排出できな 
い。 

「改行」スイッチを押しています。 

r 改頁」か、「用紙ロード」スイッチを 
押してください。 

「用紙」ランプが点 
滅したままの状態、 
または給紙がうま 
くできない。 

センサの上に紙片や紙粉などがあります。 

綿棒や掃除機などで除去してください。 
(207ページ参照） 

連続紙で、うまく紙送りできない 

改行しない、用紙 
が送られない。 

用紙がピントラクタから外れています。 

用紙を正しくセットし直してくださ 
い。(100ページ参照) 

用紙厚設定レパーのギャップレンジ値 
が、用紙に合っていません。 

用紙厚設定レパーを「自動」にしてく 
ださい。マニュアルギャップ調整を 
行っている場合は、用紙の厚さし合わ 
せてください。 （126 ページ参照） 

用紙が曲がって給 
紙される。または、 
プリンタの中で 
引っ掛かってしま 
ぅ。 

用紙の両端の穴が、左右ずれた状態で 
セットされています。 

用紙の穴が左右平行になるよラにセッ 
卜してください。（100ページ参照） 

左右のピントラクタの幅が狭すぎ、用 
紙がたるんでいます。 

ピントラウタの位置を調整して、用紙 
のたるみを取ってください。 

(104,109,112ぺージ参照） 




























8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

用紙が曲がって給 
紙される。または、 
プリンタの中で 
引っ掛かってしま 
ぅ。 

用紙がプリンタに対して、まっすぐ給 
紙されていません。 

まっすぐ給紙されるよう、用紙の位置 
を動かしてください。 

(100ページ参照） 

用紙が何かに引っ掛かっています。 

引っ掛かっているものを取り除いてく 
ださい。 

用紙の置いてある位置が遠すぎます。 

プリンタの近くへ用紙を動かしてくだ 
さい。 （113 ぺージ参照） 

用紙が仕様にあっていません。 

プリンタの仕様にあった用紙を使用し 
てください。 （226 ページ参照） 

印刷の途中で、数 
行分の空白ができ 
る。 

ミシン目スキップが設定されています。 

ミシン目スキップを解除してくださ 
い。 (136 ぺージ参照） 

ミシン目スキップ 
を設定したが、実 
際のミシン目とず 
れてしまう。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい。 

ソフトウェア上で、行単位に設定しま 
す。 

「用紙」ランプが点 
滅したままの状態、 
または給紙がうま 
くできない。 

センサの上に紙片や紙粉などがあります。 

綿棒や掃除機などで除去してください。 
(207 ページ参照） 

単票と連続紙の切り替えがうまくいかない 

単票が給紙できな 
い。 

プリンタが連続紙 モー ドになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

5 又/^ し C 、/ し¢5 し、。 

(34, 39, 46, 53, 61, 68, 74, 80, 85, 
91ページ参照） 

「用紙 モー ド」スイッチを押して単票 
モー ドにします。 

連続紙が給紙でき 
ない。 

プリンタが単票 モー ドになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

(34, 39, 46, 53, 61, 68, 74, 80, 85, 
91ページ参照） 

「用紙モード」スイッチを押して連続 
紙モードにします。 

連続紙と一緒に単 
票も給紙されてし 
まラ。 

単票が排出されていません。 

単票を排出してください。 

(99 ページ参照） 






















8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

カットシートフイーダ （ CSF ) を使用して、うまく紙送りできない 

CSF が動作しな 
い。 

CSF が正しくセツトされていません。 

CSF を正しくセットし直してくださ 
い。 （175 ページ参照） 


連続紙モードになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

IkxE しし 、/ し cf し、 0 

(34, 39, 46, 53, 61, 68, 74, 80, 85, 
91ページ参照） 



自動給紙モードにしてください。 

(185ページ参照） 


単票手差しモードになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

IkxE しし 、/ し 

(34, 39, 46, 53, 61, 68, 74, 80, 85, 
91ページ参照） 



自動給紙モードにしてください。 

(183ページ参照） 

用紙を給紙しない。 

用紙が CSF にセツトされていません。 

用紙をセットしてください。 

(177 ページ参照） 


用紙セツトレバーが 「 RESET 」 になっ 
ています。 

用紙セットレバーを 「 SET 」 にしてく 
ださい。 （182 ページ参照） 


CSF の左右の用紙ガイドの圊隔が狭す 
ぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 （181 ページ参照） 


セツトレている用紙が厚すぎます。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い。(224ぺージ参照) 


最後の1枚は給紙できないことがありま 
す。 

用紙を補給してください。 

(177 ページ参照） 

一度に2枚以上給 
紙される。 

CSF にセツトされている用紙が少なす 
ぎるまたは、多すぎます。 

セットしている用紙を適量にしてくだ 
さい。（180ページ参照） 


用紙が密着しています。 

用紙をよくさばいてから、セットして 
ください。 （181 ページ参照） 


CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、狭 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 （181 ページ参照） 


大きさの違う用紙を入れています。 

同じサイズの用紙だけをセットしてく 
ださい。 （181 ページ参照） 


用紙が仕様に合っていません。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い 〇 (224ページ参照) 

























8 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙に折り目やしわがあります。 

新しい用紙にかえてください。 

CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、広 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 （181 ページ参照） 

用紙が仕様に合つていません。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
し、（224ページ参照） 

用紙セツトレバーが 「 RESET 」 になつ 
ています。 

用紙セットレバーを 「 SET 」 にしてく 
ださい。 （182 ページ参照） 

うまく排出できな 
い。 

排出した用紙が溜まりすぎています。 

用紙を取り除いてください。 

(182ページ参照） 


205 












8 こんなときには 


( MEMO ) 


206 




9 定期清掃のしかた 
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9 定期清掃のしかた 


プリンタを良好な状態で使用できるように、定期的または必要に応じて清掃をしてください。 
汚れにより、本来の機能が損なわれることがあります。 

プリンタの清掃のしかた 

♦清掃 


7^71 * 清掃は電源スイッチを OFF にしてから行ってください。 

^~~ • 用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

• 印字直後は印字へッドおよびその周辺が高温になっていますので、印字直後 
の清掃は避けてください。 

次表の項目にしたがって、定められた周期または必要に応じてプリンタの清掃を行ってく 
ださい。 

(その他のプリンタ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 

実施周期：稼働時間が6か月または300時間の中でいずれか早いほう 
使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、筆や綿棒、掃除機 


清掃箇所 

清掃内容 

キヤリツジシヤフトおよび周辺 

用紙<ずを取り去り、汚れ，ほこり，リポ 
ンくずなどをふき取る。 

用紙走行面 

裏 ID センサ 

センサに付着したほこりや紙粉を筆や綿 
棒、掃除機などで除去する。 
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9 定期清掃のしかた 


〇裏 ID センサ 

センサガイド面を清掃してください。 



〇プリンタ内部にある各種センサの清掃については、サービスマンにご依頼ください。 


♦注油 


■^1 プリンタへの潤滑油の注油は行わないでください。プリンタの故障の原因とな 
-ることがあります。 

(プリンタの注油、分解についてはサービスマンにご依頼ください。） 
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9 定期清掃のしかた 


癱カットシートフィーダの清掃のしかた 

♦清掃 

装置の設置環境/使用状況によりスキュー/ホッビングミスが発生する場合があります。そ 
の場合、以下の内容にてホッピング□—ラ汚れの清掃を行ってください。 

j 主.，•清掃は電源スイッチを OFF にし、カットシートフィーダを本体から外してか 
ら行ってください。 

• 用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

次表の項目にしたがって、カットシートフィーダの清掃を行ってください。 

(本項目以外の清掃を行った場合には障害の発生する可能性がありますので行わないでくだ 
さい。なお、カットシートフィ _ ダ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 

使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、アルコール（エタノール） 


清掃箇所 

清掃内容 

左右一対のホッパ□ーラ 

用紙くずを取り去り、油等の汚れ，ほこ 
りなどをアルコール（ェタノール）を 
軽<含ませたウェスで拭き取り、その 
後乾いたウェスでホッピングローラ面 
の乾拭きを行う。 
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付 録 
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付 録 


プリンタ仕様 


印字方式 

ドットマトリクスインパクト 

ドットワィヤ径 

0.2 mm 

ドットワィヤ数 

24ピン2段積層構造 

印字方向 

両方向印字 

改行時間 

1/6インチ改行のとき…1改行約 50 ms 

改行速度 

約6インチ/秒 

紙送り制御 

フォームフィード 機能有り 
垂直タブ 機能有り 
ダイレクトスキップ 機能有り 

複写能力 

通常印字モード時：オリジナル十5枚（用紙厚合計 0.36 mm 以下） 

高複写印字モード時：オリジナル十7枚（用紙厚合計 0.48 mm 以下） 

印字へツド使用条件 

1ピン当り平均110ドット/秒以下（ただし、4分間ごとの平均） 

紙送り方向 

フロントパス方式,リアパス方式 

紙送り方式 

フリクションフィード方式 

ピントラクタフィード方式（押込型，引張型） 

連続紙ペーパエンド 
検出方法 

フロント押し込みトラクタ：約 120 mm 
リア押し込みトラクタ ：約 92 mm 

リア引っ張りトラクタ ：約 53 mm 

媒体仕様 

「用紙規格および印字範囲」（224ページ）を参照してください。 

インクリボン 
(沖データ純正品） 

カートリッジ：専用カートリッジ 
インク .黑単色 

寿命 ：パイカサイズ HSANK 1000 万字 

外形寸法 

668 mm ( W ) x 415 mm ( D ) X 31 0 mm ( H ) 

重 量 

約 34 kg 

入力電源 

単相交流10 0 V ±10% (50/60 Hz ±1 Hz ) 

消費電力 

動作中：最大約 390 W (漢字□一カルテスト印字時約 225 W ) 

待機時：約 15 W 以下（低消費電カモード時） 

電源コード 

3極 AC コード （2 極変換プラグ付） 

長さ約 2.3 m 

周囲温度 • 湿度 

動作時： 5° C 〜401，30%〜 8596 RH 

ただし、印字精度は測定条件が 15° C 〜 30° C ，40%〜7096 RH 
保存時： 一20 °C 〜 60° C ，5% 〜 9596 RH 

ただし、結露しない状態。保存時は、梱包状態とします。 

塵埃 • 腐食性 

一般事務室程度の環境で使用してください。 

インタフェース 

EEE - std 1 284-1 994準拠パラレル 
(コンパチプルモード、ニプルモード） 

ネットワークインタフェース 

(10 BASE - T /100 BASE - TX , Silex 社製プリントサーパ Pricom 3100 A ) 

標準使用条件 

平均電源オン時間200 H / 月 

平均印字時間 50 H /月（ページ文字密度 3596) 

印字へツド寿命 

平均3億スト□ーク（ドットあたり） 

装置寿命 

5年 
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付 録 


書体のサンプル 


•明朝 


亜哑娃阿哀愛挨始逢葵茜種悪握渥旭葦芦鰺梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎或 
粟袷安庵按暗案闇鞍杏以伊位依偉囲夷委威尉惟意慰易椅為畏異移維緯 
胃萎衣謂違遺医井亥域育郁磯一壶溢逸稲茨芋鰯允印咽員因姻引飲淫胤 

參口ー マン 

!，'#$%&’ ()* + ,-. / 0123456789: ； < = >? 0ABCDEFGHI JKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _ l abcdefghij klmnopqr stuvwxyz{j >~ 

參サンセリフ 

!"#$%& ，（） *+,-./ 0123456789:; <=>?@ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _'abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{j 

•クーリエ 

!"#$%& ，（） *+,-./ 0123456789: ;<=>?@ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _ k abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{j 

參〇 CR - B 相当 

C)*+^-./01 2345678 9:；<=>?aABCDEFGHIJKLHNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _ 、 abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{j 厂 

•JAN ( 標準 ) 


1111111111111111111 mu 


4 00123456789 2 
•CODE39 


刚 l___ 圓 1IMIIII 



*0123456789* 

•NW-7 


l__IWIIII 1111111111111111 


aDI 23456789 b 
•interleaved 2 of 5 




□01234567899 
•JAN ( 短縮 ) 


1111111111111111111 


401 2345 2 


參カスタマバーコード 

IHIHIIHiill 小 1111111 ■|| | il l hii 小 t i H i i_iI i IHI"i i IIIiI 
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付 録 


印字仕様 

參文字種類 

♦ANK 文字 


英数字 • 記号 （ SP 含む） 
カタカナ • 記号 
塞線素片 • 符号 • 漢字 
特殊文字 

拡張グラフィックス 
国際文字他 


95種 
63種 
63種 
79種 
48種 
7種 


注/ 


カタカナ記号，爵線素片 • 符号 • 漢字は、スーパスクリブト/サ 
ブスクリプ トモー ド，プロボーシヨナル モー ドおよび 15 CPI モー 
ドの場合は除きます。 


♦漢字 (JIS 第1水準) 


漢字 
非漢字 
特殊文字 


2965種 
524種 
83種 


♦漢字 (JIS 第2水準) 


漢字 


3390種 


►OCR-B (相当文字） 


英数字 • 記号 


64種 



♦外字登録可能文字種 


♦ダウンロー ド文字登録可能文字種 


188種 


96種 
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付 録 


參文字の大きさ 



文字種 

横寸法 
[ mm ] 

縦寸法 
[ mm ] 

高 

英数字 

2.25 

2.46 

□□ 

特殊文字 

2.25 

3.45 

10位 

C A 
p N 

カタカナ 

2.25 

2.60 

驛線素片 

2.67 

2.60 

IK 

拡張グラフィックス 

2.67 

4.29 

高 

英数字 

2.11 

2.32 

速 
10度 

C A 
p N 

特殊文字 

2.11 

3.45 

カタカナ 

2.11 

2.60 

塞線素片 

2.53 

2.46 

IK 

拡張グラフィックス 

2.53 

4.29 


プロポーシヨナル ANK 

1.4 〇〜 

3.09 

3.45 

漢 

全角 • 外字 

3.45 

3.45 

字 

半角 

1.75 

3.45 


參印字間隔 


文字種 

間隔（インチ） 


高品位 ANK 

1/10,1/12,1/15,1/17.1,1/20 


高品位スーパスクリブト/サブスクリブト 


プロポーシヨナル ANK 

1/8.6 〜1/20 

A 

N 

K 

縮小プロポ_シヨナル 

1/17.1 〜1/40 

プ□ポーシヨナル 

スーパスクリプト/サブスクリプト 

1/1 2.9 〜1/30 


縮小プ□ポーシヨナル 

スーパスウリプト/サブスクリプト 

1/25.7 〜1/60 


高速度 ANK 

1/10,1/12,1/15,1/17.1,1/20 


高速度スーパスクリプト/サブスクリプト 

漢 

全角 • 外字 

1/6.7 

字 

半角 

1/13.8 
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•1 行最大印字数（印字幅設定が136桁の場合) 


文字種 

文字数(文字/行） 


高品位 ANK 

136,163, 204, 232, 272 


高品位スーパスクリブト/サブスクリブト 


プ□ポーシヨナル ANK 

116〜272 

A 

N 

K 

縮小プロポ_シヨナル 

233〜544 

プ□ポーシヨナル 

スーパスクリプト/サブスクリプト 

174〜408 


縮小プロポ_シヨナル 

スーパスクリプト/サブスクリプト 

349〜816 


高速度 ANK 

136, 163, 204, 232, 272 


高速度スーパスクリプト/サブスクリプト 

漢 

全角 • 外字 

90 

字 

半角 

188 


•印字速度 


m 


用紙の厚さによって、印字速度が変化します。 

表中の A (B,C,D) は、 A= レンジ 1 〜 2, B= レンジ 3 〜 4, C= レンジ 5 〜 6, D= レンジ 7 〜 
9 のときを示しています。 


文字種 

印字速度（文字/秒） 

通常印字 

高速印字 

高複写印字 

高品位 ANK 

10 CPI 

345 (330,322,31 3) 

600 

172 (165,161,15 7) 

12 CPI 

414 (396,386,37 5) 

720 

207 (198,193,18 8) 

15 CPI 

517 (495,483,46 9) 

900 

258 (247,241,23 5) 

高速度 ANK 

10 CPI 

600 

600 

495 (483,472,450) 

12 CPI 

720 

720 

594 (579,567,54 0) 

15 CPI 

900 

900 

742 (724,708,67 5) 

漢字 (27 dot ) 

230 (220,214,20 8) 

400 

115 (110,107,10 4) 


♦改行間隔 
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1改行 


1/6インチ、1/8インチ、 n /180 インチ、 n /60 インチ 
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パラレルインタフェース 

參コネクタおよびケーブル 

♦コネクタ 

プリンタ側 36極コネクタ（メス） 

57 RE - 40360 -730 B - D 29 A (第一電子製）相当品 
ケープル側 36極コネクタ（オス） 

57 FE - 30360 -20 N ( D 8) (第一電子製）相当品 

♦ケーブル 

2.5 m 以下の IEEE Std 1284- 1994適合ケーブル（または相当品）ケーブ 
ルを使用してください。 

(シールドされているケーブルを使用してください。） 

♦インタ フェー スレベル 

□ー レペル0 .0 V 〜 +0.7 V 
ハイレベル +2.4 V 〜 +5.0 V 

♦インタ フエー ス回路 


• RECEIVER 



+5 V 





= SN 74 LS 245 または 
SN 74 LS 19 相当 


• DRIVER 


① CSF ON , CSF JAM ② BUSY , ACK , SELECT , PE , FAULT 


m 




+5 V 


③ +5 V 



2 SC 2412 または 
2 SC 3361 相当 



1 KQ 


+5 V 
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•パラレルインタフ I ー ス信号 


m 


ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

1 

DATA STROBE 

TO PRINTER 

DATA BIT 1 〜 8 の読み込みパルス信 
号です。ハイレベルから□—レベル 
に変化すると BUSY 信号がハイレベル 
になり、入カデータを読み込みます。 

2 

DATA BIT 1 

TO PRINTER 

入カデータの1ビット目から8ビット 
目です。ハイレベルが論理"1"，□—レ 
ペルが論理” 0" を示します。 

DATA BIT 1が LSB，DATA BIT 8が 
MSB です。 

3 

DATA BIT 2 

4 

DATA BIT 3 

5 

DATA BIT 4 

6 

DATA BIT 5 

7 

DATA BIT 6 

8 

DATA BIT 7 

9 

DATA BIT 8 

10 

ACKNOWLEDGE 

FROM PRINTER 

入カデータの受信処理完了を示す信 
号で 、 DATA STROBE に対する応答 
パルス信号です。 

電源投入時は、 BUSY 信号を最初口ーレ 
ペルにするときに1パルス出力します。 

11 

BUSY 

FROM PRINTER 

プリンタがデータ受信可能かどろか 
を示す信号で、八イレベル時はデー 
夕受信不可能、ローレベル時はデー 
夕受信可能です。以下の条件でハイ 
レペルになります。 

① ストローブパルスを受信してから 
受信データの処理を終了するまで。 

② オフライン状態の間 

③ INPUT PRIME 信号の受信または、 
電源投入時のイニシャル処理を行 
う間。 

④ アラームになった場合。 

12 

PAPER END 

FROM PRINTER 

用紙終了を検出するとハイレベルに 
なります。ただし、1行の受信途中で 
はその場でハイレベルにならず、行 
受信を完了した時点でハイレペルに 
なります。 

用紙をセットすると□ーレベルにな 
ります。 

13 

SELECT 

FROM PRINTER 

常時ハイレベルです。 1 KQ の抵抗で 
+5 V にプルアップされます。 
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ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

14 

AUTO FEED XT 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が□ーレペル 
の場合は CR コードの受信で復帰改行 
を行います。有効/無効はメニュー設 
定に従います。 

15 

NC 


未接続 

16 

OV 


信号用アース 

17 

CHASSIS GROUND 


プリンタシャーシのヴラウンド 

18 

十 5 V 

FROM PRINTER 

1 KQ の抵抗で +5 V にプルアップされ 
ます。 

19〜30 

OV 


ツイストペアリターン用グラウンド 
(ピン No .1 〜12に対応した信号用 
アース） 

31 

INPUT PRIME 

TO PRINTER 

□ーレベルになるとプリンタの制御 
部が初期状態になります。口ーレべ 
ルは10 uS 以上にしてください。なお、 
本信号は10 U S 以下でも有効になる事 
があります。 

32 

FAULT 

FROM PRINTER 

口ーレベルのとき、エラー状態であ 
ることを示します。 

以下の場合にローレペルになります。 

① オフライン状態の圊 

② アラームになった場合 

③ 電源投入時のイニシャル処理を行 
ろ間 

33 

OV 


信号用アース 

34,35 



常時ハイレベルです。 IkQ の抵抗で 
+5 V にプルアップされています。 

36 

SLCT IN 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が□ーレペル 
の場合は、 DC 1/ DC 3 コードは受け捨 
てます。 

DC 1/ DC 3 コードの有効/無効は、メ 
ニュー設定に従います。 
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參パラレルインタフェースタイムチャート 

♦データ受信 


PARALLEL DATA 
(DATA BIT 1〜 8) 


DATA STROBE 

SELECT 

BUSY 


ACKNOWLEDGE 


O.SlisWINL 


1 •〇 US ( MAX )」 


0.5 us ( MIN ) 


(( 


0.5 us ( MIN ) 


Ous ( MIN ) 


)) 


BusdYP) 


10 US ( TYP ) 


♦INPUT PRIME 受信 


m 


l-PRIME 


1 

1 

10 us ( MIN ) ※ 

' 1 




※ 本信号は 10 [i s 以下でも 
有効になることがあります。 


SELECT 

BUSY 

ACKNOWLEDGE 












20 s ( MAX ) 
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付 録 


♦power on 

POW ON 出力安定 
V V 


SELECT 



ERROR 

BUSY 









ACKNOWLEDGE 

約 650171^ 



20 s ( MAX )※ 


^ - 


※ カツトシートフィーダ搭載の場合は 25 s ( MAX ) となります。 


m 
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プリンタの初期状態 


電源投入時，ソフトウェアリセットコマンド受信または、インタフェースの INPUT PRIME 
信号により、プリンタは以下に示す初期状態になります。 


※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

印字へッド位置 

センタリング位置 

MSB コントロール 

解除 

上位側コントロールコード指定 

解除 

印字方向 

両方向印字 

印字色 

黒色のみ 

ホリゾンタルタブ位置 

左端より8文字毎に設定 

ライトマージン位置 

136桁目 

レフトマージン位置 

〇桁目に設定 

印字位置そろえ設定 

左そろえに設定 

1改行量 

1/6インチ 

連続紙フォーマットページ長 


TOF 位置 

現在の印字位置を TOF 位置にします。 

ミシン目スキップ長 

※ 

VFU タブ位置設定 

設定位置なし 

VFU チャネル選択 

チャネル0を選択 

ANK 文字モード 

1 0 CPI モード。プ□ポーシヨナルおよびスーパスクリブ 
卜/サブスクリプトモードは解除 

国際文字選択 

日本語 

ダウン□ー ド文字セットの指定 

解除 

内蔵文字セットの選択 

※ 

ANK 文字の書体 

※ 

漢字モード 

※ 
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※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

ANK 縮小印字 

解除 

ANK 文字間スペース量 

〇ドット 

ANK アンダライン印字 

解除 

ANK 文字品位 

※ 

ANK /漢字印字モード 

自動解除付横2倍拡張 
横2倍拡張印字 
縦2倍拡張印字 
イタリック印字 
強調印字 

2度打ちモード 
特殊装飾文字 

^解除 

漢字全角文字間スペース量 

左：〇ドット、右： 3ドット 

半角文字間スペース量 

左： 〇ドット、右： 2ドット 

半角文字間スペース量補正 

解除 

漢字アンダライン印字 

解除 

漢字高速印字モード 

解除 

漢字縦書き/横書き 

横書き 

半角縦書き組み文字 

解除 

ダウン□ー ド文字 

オールクリア（ただし、ソフトウェアリセットコマン 
ドによる初期化の場合は変化しません） 

文字セツトコピー 

無し（ただし、ソフトウェアリセットコマンドによる 
初期化の場合は変化しません） 

外字 

オールクリア（ただし、ソフトウェアリセットコマン 
ドによる初期化の場合は変化しません） 

イメージ転送コマンド変換 

変換なし 

はがきモード 

解除 

書式モード 

※ 
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用紙規格および印字範囲 

•用紙に関する注意 


使用禁止の用紙 

次のような用紙を使用すると、紙送りが不安定になり、紙づまり 
や紙折れ，印字ずれ、また、最悪の場合はワイヤドットのピン折 
れを起こす場合があるため、 使用しないでください 。 

• 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないも 
の） 

• 切り抜き部分や窓のある紙 

•ピン，クリップ，ホッチキスの針などの金属の付いている紙 
• のり付け面が露出しているもの，波打っているもの，はがれて 
し' 1 るも!の 

•浮き彫りのあるもの 

• 連続用紙の横ミシン目以外で折りたたんだもの 
• 複写紙においてオリジナルと複写紙で大きさの異なるもの、ま 
たは部分的に複写枚数が異なるもの 
• 端または角が破れていたり折れている紙 
• 切手、シールなどを貼り付けたはがきや封筒 


m 
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參プレプリント用紙 

雾線や表などが入った用紙に印刷すると、用紙送り精度や用紙セットのばらつきにより、 
雾線や表の枠からはみ出して印刷されることがあります。このようなプレブリント用紙を 
設計する場合は次の点に注意してください。 

•事前印刷する場合は、あらかじめ十分なテストを行い、印刷品質について問題のないこ 
とを確認してください。 

^事前印刷部分が印刷禁止領域内にある場合、特に注意が必要です。印字部の反射率\ 
が6096以下になりますと、（特に黒色系）プリンタ内の用紙検出センサが検出しない 
(場合か*あ 1 J ます。 ) 

• 事前印刷用紙に印刷インクのベとつきがあったり、インクの乾燥が不完全であったため 
に、用紙どうしが付着しているようなことがあってはなりません。 

• 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置がくるよろな用紙設計は避け 
てください。 


♦横畐線について - 

HHHHHHHHHHH - HHH 

HHHHHHHHHHH - HHH 


4.23 mm 以上 
8.47 mm 以上 
4.23 mm 以上 


•文字の行間隔は 8.47 mm (1/3 インチ）以上とってください。 
• 文字中心から塞線まで上下とも 4.23 mm 以上とってください。 

♦縦畐線について 用紙端面 



• 縦基線は文字中心から 3.8 mm 以上とってください。 


( a .^] 昇線のプレ印刷は用紙の端面を基準とし平行度 0.1° 以下にしてく ださし、。 


m 


參用紙の保管条件 （ JISX 6195 による） 

用紙は温度10〜 30 °C ,相対湿度30〜70%の環境条件で保管してください。 

また、保管場所と使用場所との間で環境条件に差がある場合は、使用場所の環境になじま 
せてから使用してください。 
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♦連続紙（スプロケット紙） 

連続紙はスプ□ケット乱付きの折りたたみ用紙です。 


m 


♦用紙サイズおよび印字範囲 



単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

101 .6 〜 420 mm (4 〜1 6.5 インチ） 

し 

用紙長さ 

76.2 〜355.6 mm (3 〜14インチ） 

ただし、 25.4 mm (1 インチ)の整数倍で、279.4 mm 
(11 インチ)を標準にします。 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上/# 

B 

印字禁止範囲 

19.05 mm (3/4 インチ） 

C 

印字禁止範囲 

19.05 mm (3/4 インチ) 

D 

用紙終了検出範囲 

フロント押し込みトラクタ 約 120 mm 

リア押し込みトラクタ 約 92 mm 

リア引っ張りトラクタ 約 53 mm 

E 

1 文字目印字位置 

1 2.7 mm 〜 25.4 mm ( 1 /2〜1インチ） 

用紙幅16〜 16.5 インチのときは、 25.4 mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

12.7 mm ( 1/2インチ) 


诊、 リア引っ張りトラクタでは最初の1枚目は使用できません。 
• 印字精度保証は19.05 mm (3/4 インチ)以上です。 
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付 録 


. 用紙の裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

• 用紙残1201 nm 以下の場合は、用紙退避できません。 

• 最終ぺージの印字精度は保証しません。 

• とじ孔，コーナカットのある用紙は使用しないでください。 
•用紙の平滑度は、100秒 (JIS P 8119) 以下とします。 

• 印字範囲を超えて印字した場合、印字品質を損ねたり、装置 
に悪影響を及ぼすことがありますので、印字フォーマットを 
設定する際は注意してください。 

• 横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてくださ 
し、。横ミシン目をスプロケット孔の近くに設けると用紙がは 
がれやすくなり、キヤリッジ部が引っ掛かることがあります。 


♦用紙連量 
〇単紙 


〇複写紙 


♦最大用紙厚さ 


• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量 45 〜 110 kg (52 〜 128 g / m 2 ) の用 
紙が使用可能です。 

•高複写印字モードのとき、 70 〜 110 kg (81 〜 128 g / m 2 ) の用紙が使 
用可能です。薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字による力一 
ルや波打ちが発生し、印字汚れや，横塞線印字で破れが発生する場合 
があります。 

• コンカレントモードのとき、 45 〜 55 kg (52 〜 64 g / m 2 ) の用紙が使 
用可能です。 


• 用紙の種類は、感圧紙，裏カーボン紙，インタリーブ紙です。 

•通常印字モードのとき、複写紙の用紙連量は、 34 kg (40 g / m z ) を標 
準とし、インタリーブ紙に使用する力ーボン紙の厚さは 0.03 mm 以下 
です。 

複写枚数は、最大 6 枚（オリジナル十 5 枚）です。ただし、インタリー 
ブ紙を使用する場合は、最大 5 枚（オリジナル十 4 枚）です。また、 
全体の用紙厚さは 0.36 mm を超えないようにしてください。 

• 高複写印字モードのとき、複写枚数は最大8枚（オリジナル+フ枚）です。 
ただしインタリープ紙を使用する場合は、最大 6 枚（オリジナル +5 枚） 
です。また、全体の用紙厚さは、 0.48 mm を超えないようにしてくだ 
さい。 


m 


圓 

参考 


用紙連量は、単位面積 (788 X 1091 mm ) の大きさに換算して、 
1000枚分の重量を kg で表わしたものです。 


0.36 mm (高複写印字モードのとき 0.48 mm ) 
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〇 


—— I 


——〇 


ミシン目クロス（可) 


6.35 


6.35 


網かけ部印字禁止 


網かけ部印字禁止 
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単位 ： mm 


>ミシン 目 


ミシン目の寸法は、最高速度の用紙送りに耐え、かつ容易に切断でき 
るものを使用してください。 

ミシン目のアンカット部は確実につながっていて、すべての箇所で破 
れていないことが必要です。特に、用紙折り曲げ部は破れやすいので、 
注意してください。 

ミシン目のカット寸法の比率は、紙質，用紙連量，複写枚数などによっ 
て適当な値が選ばれますが、下記の値を推奨します。 



複写枚数 

カット部の長さ 

アンカット部の長さ 

横ミシン目 

1〜6枚 

2〜 3 mm 

1 mm 

縦ミシン目 

1〜6枚 

3 mm 

1 mm 


横ミシン目 用紙の両端1〜 2 mm には、カット部を入れないでくだ 

さい。上下 6.35 mm (1/4 インチ）以内は、印字しな 
いでください。 

横ミシン目は必ずスプ□ケット孔間の中央に設けてください。 
縦ミシン目 印字範囲内に縦ミシン目が入る場合は、その左右 

6.35 mm (1/4 インチ）以内は印字しないでください。 
横ミシン目との交差部は用紙のはがれを防ぐため、 
カツト部どうしを交差させないでください。 



5シン目アンク□ス 


1〜2 


アンカット部 

横ミシン目 

2〜3 




カツト部 




rS 1 

I 1 

A 1 

y, 1 



1 



1 X 

1 X 

1 A 

1 X 





1_ 


アンカット部 




-1- x 


I 

ミシン目クロス（不可) 


アンカツト部 | 

- 1 -〇 

























































付 録 




線のり付け部は均一であり、幅は1〜 2 mm とします。 

線のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。 

のりは用紙端よりはみ出ないようにしてください。 



♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

複写紙の重ね合わせの固定方法は、点のり付け、線のり付け、または紙 
ホッチキスとし、両端ともに同じとじ方とします。 

ただし、層間ずれ （1 枚目と最下層の印字ずれ）を防止したいときは、 
点のり付け、または線のり付けとします。（紙ホッチキスの場合、層間 
ずれが 3 mm 程度発生する場合があります） 

金属ホッチキスの使用は厳禁です。 

〇点のり付け 

• 点のり付けは両端点のり付けとし、片端とじは不可とします。 

• 点のり付けは均一であり、その大きさは¢3〜 $5 mm とします。 

•点のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。 

• 点のり付けの位置は、図のとおりにしてください。 

• 点のり付けは、用紙ごとに千鳥状にしてください。 


8枚目 
7枚目 
6枚目 
5枚目 
4枚目 
3枚目 
2枚目 
1枚目 


8枚目 
7枚目 
6枚目 
5枚目 
4枚目 
3枚目 
2枚目 
1枚目 
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付 録 


m 


〇紙ホッチキス 

• 紙ホッチキスは両端紙ホッチキスとし、片端とじは不可とします。 

• 紙ホッチキスは必ず用紙の表側から行い、表面には何も出ないようにしてください。 

• 紙ホッチキス部は確実にかみ合っていて、浮き上がりなどのないようにしてください。 
• 紙ホッチキス後プレスを行い、浮き上がりを防いでください。 

•紙ホッチキスは、ダプルホッチキスを推奨します。シングルホッチキスは使用可能で 
すが層圊ズレが発生する場合があります。 


単位 ： mm 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 

複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 
ベース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、もしくは同 
等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外の用紙は使用できません。 


連量 ： kg 
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付 録 


♦プレブリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、印刷済の部分が下記のプレプリ 
ント禁止範囲にかからないよう注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 


m 


〇リア引っ張りトラクタの表面印刷禁止範囲 



1文字目 

(10 CPI ) 


A 


C 


B 


5 用紙揷入方向 


印字範囲 


単位 ： mm 


A 

B 

C 

35 

61 

— 

43 

14 

12.7の時 


:プレプリント禁止範囲 


単位 ： mm 


A 

巳 

C 

62 

61 

— 

70 

14 

12.7 の時 


:プレプリント禁止範囲 


〇 フロン ト押し込みトラクタの裏面印刷禁止範囲 

A X 合 

用紙挿入方向 


1文字目 

(10 CPI )' 


C 


単位 ： mm 


印字範囲 


A 

巳 

C 

5 

54 


13 

14 

12.7の時 


:プレプリント禁止領域 


主/1プレブリント禁止範囲は用紙の裏面です。 
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付 録 


♦スプロケット孔 


スプロケット孔の形状は真円とし、孔の縁は歯状でも可とします。ただ 
し、切□はだれていないことが必要です。 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプ□ケット孔の層圊ずれは 0.4 mm 以 
下のものを使用してください。 



♦しわ，折り曲げ跡 


用紙には、しわや折り曲げ跡のないことが必要です。特に新しい用紙の 
場合、最初と最後の数ページは、しわや折り曲げ跡が発生しやすいので、 
使用しないようにしてください。 



♦用紙先端，下端のしわ，力ール，折れ，めくれ 

用紙先端、下端にしわ、カール、折れ、めくれがある場合は、印字品質 
の低下や紙づまりが発生しやすいので使用しないでください。特に新し 
い用紙の場合、最初の数ページ〜十数ページは力ール等が発生している 
場合があるので使用しないようにしてください。 

力ール，折れ，曲がりの規定は245ページを参照ください。 
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付 録 


♦用紙折り曲げ部 


用紙は横ミシン目を用いて、交互に折りたたまれていることが必要です。 
用紙折り曲げ部が下の図のようにふくらんでいるものは、用紙送りに悪 
影響を与えるので使用しないでください。 



♦横ミシン目部の盛り上がり 

複写紙において、横ミシン目部に盛り上がりがある場合は、印字品質が 
低下したり、紙づまりが発生しやすくなります。 

盛り上がり高さは1 mm 以下になるよラにしてください。 

横ミシン目部 
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付 録 


とじ孔 


注/とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

• とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。また、紙厚測定 エラー になることがあります。 

• とじ孔の縁は盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


10以上 10以上 



m 
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付 録 


♦コーナーカット 


コーナーカツ トのある用紙は保証外のため、使用しないでくださ 



やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にコーナーカツトのある用紙の使用時の注意点を示します。 


• コーナーカット部の下図斜線部範囲内には印字しないでください。 

• コーナーカットのパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してくだ 
さい。 

• コーナーカット部周囲には用紙のはがれを防ぐため、縦/横ミシン目 
のカット部を接続しないでください（アンカット）。用紙はがれの原 
因となり、印字へッドが弓 I っ掛がることがあります。 

• コーナーカット部が用紙検出スイッチにかかると、用紙終了あるいは 
用紙ジャムと判断するため注意してください。また、紙厚測定エラー 
になることもあります。 

• コーナーカツトの位置は、下図によります。 
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付 録 


♦単票 


♦単紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 


1文字目 
(10 CPI )\ 



名刺の場合 
用紙揷入方向 

合 



6.35 _ 635 _ 

-^- ► 単位 ： mm 


用紙サイズは B 5, B 4, A 3, A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

55〜 420 mm (2.2 〜1 6.5 インチ） 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

1〇〇〜 420 mm (3.9 〜1 6.5 インチ） 

L 

用紙長さ 

7〇〜 420 mm (2.8 〜 16.5 インチ）^# 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

9〇〜 420 nnm (3.5 〜1 6.5 インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上メニュー設定によります 。◎珍 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm 以上 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

W 値が 365 mm 以上の場合、1 0 mm 以上 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm 以上 

ただし B 値範囲内で136文字目までです。 

D 

印字禁止範囲 

6.35 mm 以上 


诊 A 4 縮 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

诊诊 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください。) 
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付 録 


〇用紙連量 


• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量45〜180 kg (52 〜 209 g / m 2 ) の用 
紙が使用できます。 

•カツトシートフィーダでは用紙連量55〜 135 kg (64 〜 156 g / m 2 ) の 
用紙が使用できます。 

•高複写印字モードのとき，70〜 180 kg (81 〜 209 g / m 2 ) の用紙が使 
用できます。薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字によるカー 
ルや波打ちが発生し、印字汚れや横畢線印字で破れが発生する場合が 
あります。 

• コンカレントモードのときは， 55-110 kg (64 〜 128 g / m 2 ) の用紙 
を使用してください。 

•高複写印字モードでコンカレントモードのときは，70〜110 kg (81 
〜 128 g / m 2 ) の用紙を使用してください。 

* 4 5 kg (52 g / m 2 ) の用紙は剛性が少ないため、スタッキングは 
保証しません。 

•用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

•用紙の裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

• 折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

• とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

•用紙の平滑度は、100秒 (JIS P 8119) 以下とします。 


m 
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付 録 


♦複写紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 


強くのり付け (1 mm ) 用紙揷入方向 基準線の垂直に対し 



用紙サイズは B 5, B 4, A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

1〇〇〜 420 mm (3.9 〜1 6.5 インチ） 

L 

用紙長さ 

100〜4201 nm (3.9 〜 16.5 インチ）^# 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

90〜4201 Tim (3.5 〜1 6.5 インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上メニュー設定によります 。雜 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm 以上 

オプションのカツトシートフィータ'を使用した場合 

W 値が 365 mm 以上の場合、1 0 mm 以上 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm 以上 

ただし B 値範囲内で136文字目までです。 

D 

印字禁止範囲 

6.35 mm 以上 


珍 A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

珍淡 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください。) 
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付 録 


〇用紙連量 

•用紙連量 34 kg (40 g / m 2 ) の裏力ーボン紙、または感圧紙を標準とし 
ます。 

• 通常印字モードのとき、複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。 

また、全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 

•高複写印字モードのとき、複写枚数は、最大8枚（オリジナル+7枚) 
です。また、全体の用紙厚は0.48 mm を超えないようにしてくださし' I 。 
• コンカレントモードのとき、複写枚数は、最大4枚（オリジナル+3枚) 
です。また、全体の用紙厚は0.26 mm を超えないようにしてくださし' I 。 
• カツトシートフィーダでは、通常印字モード、高複写印字モードとも 
複写枚数は最大6枚（オリジナル+5枚）です。また、全体の用紙厚さ 
は0.36 mm を超えないようにしてください。 

• 用紙の縦横比は、 1 : 2/3 〜 2 とします。 

- • テーブルから挿入した用紙はスタ ツカに 排出、 カツ トシート 

フィーダから吸入した場合はスタツカに排出してください。 

• テーブルに排出した場合、用紙の種類、印字の内容により力一 

ルしやすく用紙の折れやジャムになる可能性があります。 

•用紙の裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

• 折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

• 挿入方向の上端にのり付けしてください。 

• とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

•用紙の平滑度は、 100 秒 ( JISP 8119) 以下とします。 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 

複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

1枚目とペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、も 
しくは同等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外の用紙は使用できません。 


〇通常モード，高複写モードのとき 連量： kg 








手差し 


通常印字モード/カットシートフイーダ 

高複写印字モード 

最大複写枚数 

2枚 

3枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

7枚 

8 枚 

1枚目 

43〜 55kg 
(34kg) 

43〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

2枚目 

43〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

3枚目 

\ 

43〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

4枚目 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

5枚目 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

6枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

7枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

8枚目 

\ 

\ 


\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 


() 内の用紙も使用可能ですが、保証外となります。 


〇コンカレントモードのとき 


最大複写枚数 

1枚 

2枚 

3枚 

4枚 

1 枚目 

55〜1 10kg 

43〜 55kg 
(34kg) 

43〜 55kg 
(34kg) 

43〜 55kg 
(34kg) 

2枚目 

45〜 55kg 
単紙 

45〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

3枚目 

\ 

45〜 55kg 
単紙 

43〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

4枚目 

\ 

\ 

45 〜 55kg 
単紙 

43 〜 55kg 
(34kg) 

5枚目 




45 〜 55kg 
単紙 


() 内の用紙も使用可能ですが、保証外となります。 


注/ はべースの連続紙を示しています。 
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付 録 


♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

• 複写紙の重ね合わせ固定方法は用紙挿入方向の先端側に幅1 mm の線の 
り付けとします。 

•のり付け部は強くのり付けし、必ずプレスを行い、浮き上がりを防止 
してください。 

• のりは、用紙端よりはみ出さないようにしてください。 

• のり付け部には著しいしわがあってはなりません。 



力ールは 2 mm 以下 


m 


• すき目方向とのり付け方向が垂直になった場合、のり付け部 

- 1 の波うちが多く発生します。 

•のり付けバリおよび紙の切断バリは極力少なく押さえてくだ 
さい。バリの方向は表面方向としてください。 

• 力ールを防ぐため、保管方法に注意してください。 

力ールは 2 mm 以下とします。 

• のり付け幅は基本的に 1 mm としてください。 

• 印字領域内には、とじ孔は開けないでください。 
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付 録 


♦プレブリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、印刷済の部分が下記のプレプリ 
ント禁止範囲にかからないよう注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 


^印刷禁止領域^ 
用紙挿入方向 



〔テ セ";ブト 


ルのシートガイドを右端に 
卜した場合の印刷禁止領域 



□ 両面プリント禁止範囲 
^裏面プレブリント禁止範囲 


単位 ： mm 


m 
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付 録 


♦とじ孔 


とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


m 


♦ミシン目 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

•とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。 

•とじ孔の縁は表面側に盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


用紙挿入方向 



ミシン目のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にミシン目のある用紙の使用時の注意点を示します。 
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• ミシン目の仕様は連続紙のミシン目の項目に準じます。 
• ミシン目の周囲5.08 mm 以内は印字しないでください。 





















付 録 


♦折れ（単票•連続紙) 


• 全幅に渡って折れたものは使用不可です。 

• 隅の折れについては 2 mm 以下に修正してください。 

ただし、カツトシートフイーダの場合（単票）は修正しても使用不可 
です。 




♦力ール，曲がり（単票•連続紙） 

•全面的なカールは 5 mm 以下，カットシートフィーダの場合（単票）は 
2 mm 以下なら使用可です。 

• 用紙端から1 5 mm 以内で 2 mm 以上の曲がりは使用不可です。 



5 mm 以下 

(カツトシートフイーダの 
場合(単票）： 2 mm 以下） 


m 


全面的な カール 



245 



















付 録 


•はがき 


♦用紙サイズおよび印字範囲 
〇通常はがき縦挿入 


はがき挿入方向 

介 



単位 ： mm 


m 


〇通常はがき横挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


1 6.35 



100 



はがき挿入方向 

介 


148 


印字範囲 


6.35 


1 ：- 



単位 ： mm 
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付 録 


はがき挿入方向 

介 

148 

6.35 


6.35 


単位 ： mm 



〇往復はがき縦挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


200 


6.35. 


6.35- 


nnnHH 
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付 録 


〇往復はがき横挿入 

はがき挿入方向 

合 



m 


官製はがき 

坪量190 g / cm 2 (連量 163 kg 相当) 
厚さ0.23 mm 


7 ^] • 折れたり、曲がったりしていないものを使用してください。 

- • はがきの反りは 2 mm 以下とします。ただし、下向きの反りは 

使用できません。 


2 mm 以下 — _ 〆 2 mm 以下 


• 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 

• はがきの表面•裏面は、白色（反射率60%以上）とします。 
• 郵便番号枠などの印刷は除きます。 

プレブリントの印刷禁止領域は単票用紙に準じます。 
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付 録 


參封筒 


♦用紙サイズおよび印字範囲 


封筒挿入方向 



m 



A 

B 

C 

D 

し 

長形 4 号 

205 

90 

15〜20 

8〜20 

220〜225 

長形 3 号 

235 

120 

15〜25 

8〜20 

250〜260 

角形 3 号 

277 

216 

15〜35 

10〜20 

292〜312 

角形 2 号 

332 

240 

15〜40 

10〜25 

347〜372 
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付 録 


[^71 •封筒は 、 JISS 5502「封筒」に準拠した一重封筒とします。 

• 用紙厚調整は才一卜の設定で使用しないでください。 

•マニュアル ギャップ調整で最大紙厚（中央重ね合わせ部）に合ったレンジを設定 
してください。（使用可能な封筒の最大紙厚は 0.36 mm です） 

例）クラフト紙封筒 70 g / m 2 , 80 g / m 2 の場合レンジ7 
•フラップ部基準端を有する形状のものを使用してください。 

• 表面，裏面に印刷されていない白色（反射率60%以上）の封筒を使用してください。 
• 上端または下端でのり付けされている場合は、その面および前後各 5 mm 以内での 
印字はさけてくださし、。 

• 破線部のくい込みが封筒肩より1 2 mm 以上の場合は、破線部の右側で印字を行っ 
てください。 

• 次のような封筒の使用は禁止します。 

• 窓付きの封筒 

• フラップ部が折り返されている封筒 
•フラップ部にのり付け加エ処理されている封筒 
• 二重封筒 

• 封筒ののり付け部近くまで印字した場合、印字範囲であってものり付け部の状態 
(特にエッジ部の折れ，ふくらみ）によっては印字汚れがつく場合があります。 

• 横置き挿入のみ使用可能です。 

ぺーパガイドにフラップ部基準端を合わせて挿入してください。 

• 封■筒は、カツトシートフイ ー■ダでは使用できません。 


m 


250 







付 録 


參ラベル紙 

ラペル紙を使用する場合は以下の基準に合ったものを使用してください。基準がら外れたラべ 
ル紙は印字品位に悪影響をおよぼすだけでなく、粘着材の付着によつて故障の原因になります。 


ラベル紙を使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
^~ ください。 


♦用紙サイズおよび印字範囲 

「連続紙」 （226 ページ）の規格に準じますが、下記にラペル紙固有の条 
件を示します。 


C 

B 


C 


c ; 

〇 

〇 

〇 


用紙揷入方向 

A 〇 


印字範囲 




印字範囲 


C ； 

〇 

( ァ E 
〇 
〇 
〇 
〇 


F 




() 


\ R4 〜 R 5 


J 


L 


印字範囲 


1 


「 


J 


L 


印字範囲 


1 


「 


〇 

() 

〇 

〇 

〇 

〇 


J 


L 


印字範囲 


1 


「 


J 


L 


印字範囲 


1 


「 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

() 

〇 

〇 


G 


G 


単位： mm 


記号 

名称 

規格値 

A 

ラベル幅 

50mm 以上 

B 

ラペル長さ 

25mm 以上 

C 

ラペル禁止範囲 

6.35mm (1/4 インチ）以上 12.7mm (1/2 インチ）以上を推奨 

D 

ラペル禁止範囲 

6.35mm (1/4 インチ）以上 

E 

印字禁止範囲 

3.81mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

4mm 以上 

G 

印字禁止範囲 

10.58 mm (5/12 インチ)以上 
印字精度保証は 25.4mm (1 インチ）以上 


m 
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付 録 


♦用紙連量 

ラペルは上質紙で連量 55 kg 、 厚さ 0.1 mm 以下。台紙ははくり紙で厚さ 
0.06〜0.08 mm 以下です。 

♦最大用紙厚さ 


0.2 mm 


♦粘着剤 


♦カット 


• はくり強度 10 g / インチ以上。 

• 直径 27 mm の円筒に巻き付けたとき、ラペルが台紙からはがれないこと。 
• 印字中や用紙走行中にラペルがはがれない状態に保たれた用紙を使用 
してください。 

粘着剤が表面にはみ出さないようにしてください。 



幅/インチ （25.4 mm ) 

• カツトはラペル（表面基紙）のみに入れてください。 

• 台紙の横ミシン目に対応するラペルのカツトは、横ミシン目と同一と 
し、両端1〜 2 mm にはアンカツト部を設けてください。 

• ラペル上方の左右コーナ付近に 0.5 〜 1 mm 程度のアンカツト部を設け 
てください。 


m 


♦ラベルのカス取りについて 


ラペルのカス取りは行わないでください。 

〔ラペルをはがしたときに残るラペル以外の部分（カス）が取り除かれ 
ていないこと〕 

下図のようにカス取りのしてあるラペル紙は、段差ができるため、使用 
禁止です。 


ラペル 
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付 録 


注，| • ラベル紙と台紙の厚さは、合計 0.2 mm 以下とします。ただし、 

- ラベル紙および台紙の厚さはどちらも 0.1 mm 以下とします。 

• 直径 27 mm の円筒にラベル紙を表にして巻き付けたとき、ラべ 
ル紙が台紙からめくれたり、はがれたりしないものを使用して 
ください。 

ラベルの貼付強度 

次の条件でめくれないラベルを使用してください。 


ラペル 



巻付ドラム径 

027 mm 

卷付角度 

180° 

卷付時間 

24時間 

周囲温度 

40 °C 

周囲〉显度 

30% 


かすとり（ラベル以外の粘着シールをはぎ取ること）をしてい 
ないラベル紙を使用してください。 

かすとりをしていないラベル紙 
ラペル 


台紙 


°ラペル ラペル 


/■ ~ — ~ 

ラペル 

V— _ — 


ラペル 

f ~ - ~ N 

ラペル 

V— ― 


ラペル 
•— __ 


かすとりをしているラベル紙（使用しないでください） 
ラペル 


台紙 


ラペル 


ラべ:ル 





ラペル 


ラべ:ル 



ラペル 


ラペル 
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付 録 


參再生紙 


再生紙は製造メーカや紙質により特性が異なりますので、ご使用に際しては以下の注意事 
項をご確認の上ご使用ください。 

• 再生紙は紙粉が発生しやすいため、清掃を短い周期で行ってください。 

• 再生紙は湿度の影響を受けやすいため、高湿度での使用は避けてください。 

•再生紙は用紙の引張強度や剛性が弱いため、用紙ジャム率、用紙スキュー、重送率等が増 
加します。 

• 再生紙は紙厚が厚くなる傾向がありますので、ホッパやカツトシートフィーダへのセット 
枚数が減少します。 


•宅配伝票 

宅配伝票を使用する場合の注意点を示します。 

• 用紙サイズおよび印字範囲は、連続紙および単票の規格に準じます。 

[^71• 複写能力，印字精度は保証外です。 

• 厚さが不均一な伝票は、印字汚れやスキューの原因になりますので使用しないで 
ください。 

•紙厚調整は、厚さ 0.5 mm 以上の場合、才一トギャップで使用してください。 


m 


254 
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•印字規格 


♦用紙の頭出し位置 

自動給紙した時の用紙上端から1行目中心までの位置精度。 



• 用紙セツトが正確であること 


単位 ： mm 


用紙 

A 

連続紙 

単紙（連量 55 Kg ) 

土1 

その他の用紙 

土 2 

単票 

単紙（連量 55 Kg ) 

土1 

その他の用紙 

土 2 


♦印字行の傾き 


HHHHh -~~~ -HHH 



単位 ： mm 


用紙 

文字数 

A 

連続紙 

136 

1.0 以下 

単票 

60 

1.5 以下 

官製はがき 

36 

1.5 以下 


♦改行精度 


HHH 

HHH 

I 

I 

I 

I 

HHH 


A 

巳 


HH 

HH 


HH 

B は40行間 


単位 ： mm 


用紙 

A=4.23 

B=165.1 

連続紙 

単紙 

±0.5 

±1.0 

複写紙 

土〇.8 


単票 

単紙 

±0.5 

土 2.0 

官製はがき 

±0.5 



m 


♦縦昇線のずれ 


単位 ： mm 


印刷方向 

A 

片方向 

0.15以下 

両方向 

0.3 以下 



♦連続複写紙の層間ずれ 

5枚複写紙の1枚目と5枚目の印字ずれは 2 mm 以下 
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付 録 


Windows プリンタドライバの印字範囲 


Windows プリンタドライパでは次に示す用紙サイズおよび印字範囲をサポートしています。 

単位 (mm) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ。マ - シ''ン ( A ) 

ホ、、トムマ - シ、、ン ( B ) 

レフトマ - シ、、ン (C) 

ラ仆 マ-デン ( D ) 

A4 

210.00 

297.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A4 横 

297.00 

210.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A3 

297.00 

420.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A3 横 

420.00 

297.00 

4.37 

4.94 

4.94 

69.71 

A5 

148.00 

210.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A5 横 

210.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A6 

105.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

A6 横 

148.00 

105.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B4 

257.00 

364.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B4 横 

364.00 

257.00 

4.37 

4.94 

4.94 

13.62 

B5 

182.00 

257.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

B5 横 

257.00 

182.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

Letter 

215.9 〇 

279.40 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

Legal 

215.9 〇 

355.60 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

はがき 

100.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

はがき横 

148.00 

100.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

往復はがき 

148.00 

200.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

往復はがき横 

200.00 

148.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒長形 4 号横 

205.00 

90.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒長形 3 号横 

235.00 

120.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒角形 3 号横 

277.00 

216.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

封筒角形 2 号横 

332.00 

240.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

名刺 

55.00 

90.00 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 

10X11 インチ 

254.00 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X11 インチ 

304.80 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X11 インチ 

381.00 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10X5 インチ * 1 

254.00 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10.1X5 0”' 

256.54 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

10.5X5 イン ” 1 

266.70 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

11X5 インチ * 1 

279.40 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X5 インチ* , 

304.80 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X6 インチ* , 

304.80 

152.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

12X10 インチ * 1 

304.80 

254.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 
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付 録 


単位 (mm) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ 。 マ - シ、 ' ン (A) 

ホ、 ' トムマ - シ、、ン (B) 

レフトマ - グン (C) 

ラ仆マ - シ、 ' ン (D) 

15X1 5/6 ィンチ * 2 

381.00 

46.57 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X2 1/5 ィンチ * 2 

381.00 

55.88 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x2 1/2 インチ * 2 

381.00 

63.50 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x2 3/4 ィンチ * 2 

381.00 

69.85 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x3 ィンチ * 2 

381.00 

76.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X3 1/4 インチ * 2 

381.00 

82.55 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X3 1/3 ィンチ * 2 

381.00 

84.67 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X3 1/2 インチ * 2 

381.00 

88.90 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x3 2/3 ィンチ * 2 

381.00 

93.13 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x4 インチ * 2 

381.00 

101.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X4 1/2 インチ * 2 

381.00 

114.30 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x4 2/3 ィンチ * 2 

381.00 

118.53 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x5 ィンチ * 2 

381.00 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X5 172 ィンチ * 2 

381.00 

139.70 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X5 2/3 ィンチ * 2 

381.00 

143.93 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x6 インチ * 2 

381.00 

152.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X6 1/2 ィンチ * 2 

381.00 

165.10 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X6 2/3 ィンチ * 2 

381.00 

169.33 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x7 ィンチ * 2 

381.00 

177.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X7 1/2 インチ * 2 

381.00 

190.50 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x8 ィンチ * 2 

381.00 

203.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X8 1/4 インチ * 2 

381.00 

209.55 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X8 1/2 インチ * 2 

381.00 

215.90 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x9 ィンチ * 2 

381.00 

228.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X10 インチ * 2 

381.00 

254.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15x10 1/2 インチ * 2 

381.00 

266.70 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X11 1/2 インチ * 2 

381.00 

292.10 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X11 2/3 ィンチ * 2 

381.00 

296.33 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X12 インチ * 2 

381.00 

304.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X13 ィンチ * 2 

381.00 

330.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

15X14 ィンチ* 2 . 

381.00 

355.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 3inch * 3 

381.00 

76.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 4inch * 3 

381.00 

101.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 4.5inch * 3 

381.00 

114.30 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 5inch * 3 

381.00 

127.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 6inch * 3 

381.00 

152.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 
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付 録 


単位 ( mm ) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ 。 マ - シ、'ン ( A ) 

ホ、、 トムマ - シ、、ン ( B ) 

レフトマ - シ、、ン (C) 

ラ仆マ - シ、、ン ( D ) 

連続紙縦 7inch * 3 

381.00 

177.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 8inch * 3 

381.00 

203.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 9inch * 3 

381.00 

228.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 1 0inch 祕 

381.00 

254.00 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 10.5 inch * 3 

381.00 

266.70 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 1 linch * 3 

381.00 

279.40 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 12inch * 3 

381.00 

304.80 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 13inch * 3 

381.00 

330.20 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

連続紙縦 14inch * 3 

381.00 

355.60 

4.37 

0.00 

17.78 

17.78 

ユ -1 T - 定義サイ r 

53.3 〇 

25.40 

4.37 

4.94 

4.94 

4.94 


m 


7^7] • *K *2 の用紙は、 Windows 3.1 にはありません。 *3 の用紙をお使いください。 

- • *3 の用紙は 、 Windows Me / 98/ 95/ NT 4.0/ 2000/ XP / Server 2003/ Vista にはあり 

ません。*1、 *2 の用紙をお使いください。 

• *4 の用紙は WindowsNT 4.0/ 2000/ XP / Server 2003/ Vista にはありません。サーバ 
のプロパティで作成してください。 

• ユーザー定義サイズの寸法はデフオルト値です。用紙長25.40〜421.60 mm , 用紙 
幅53.30〜421.60 mm の間で設定可能です。 

• ユーザー定義サイズとサーバのプロパティで、用紙サイズを自由に指定できます 
が、「用紙規格および印字範囲」 （224 ぺージ）の範囲内で使用してください。 

• Windows 3.1 のユーザー定義サイズは単票を前提にしておりますので、給紙方法を 

トラクタフィーダに指定できません。 

• 用紙長検出のバラツキにより、ポトムマージンに誤差を生じる場合があります。 
各アプリケーシヨンソフトウェアにおけるボトムマージン値の設定においては、 
9 mm 以上を推奨します。 

•封筒を使用する場合のマージン値については、「用紙規格および印字範囲」•封筒 
(249ページ）に合わせて調整してください。 

• 封筒はカツトシートフィーダに対応しておりません。 

詳しくは「封筒のご使用について」 （93 ページ）をご覧ください。 

•*2、 *3 の用紙は、用紙幅をすべて 15 inch に設定しております。使用する場合には 
「用紙規格および印字範囲」參連続紙 （226 ページ）を参照の上、規格範囲内でラ 
イトマージンを適宜設定してください。 

また、これらの連続紙を使用する場合、アプリケーシヨンソフトウェアによりへツ 
ダ、フツタの位置がずれる場合があります。この場合、アプリケーシヨンソフトウェ 
アでヘッダ、フッタの位置を調整して印刷してください。 









j し 



印字範囲 
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文字コード表、コントロールコマンドー覧表について 

ANK 文字コード表、漢字コード表、コント□—ルコマンドー覧表、拡張コント□—ルコマ 
ンドの仕様については、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF ファイルで格納されてお 
ります。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 
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消耗品およびオプシヨン品の紹介 

これらの消耗品およびオプション品は、販売店にて、型名を指定の上お求めください。 


•消耗品 

♦インクリボン 

[^ 71 インクリボンは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗品をご 
^~~ 1 使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 

インクリボンの寿命は、約1000万字（高速度 ANK ) です。ただし、包装を解いたり、長時 
間放置していると短くなります。また、印字が薄くなったり、ほつれたりした場合は、早 
めに交換してください。インクリボンは製造年月1年以内に使用してください。 

型名： RN 6-00-003 (6 個入) 
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♦リボン カー トリツジ 

リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗 
—品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 
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リボン カー トリツジにはインクリポンが入っています。 

インクリボンを5回交換した6、リボン カー トリツジを交換してください。 









付 録 


•オプション品 

♦カットシートフイーダ ( CSF ) 

単票，はがきおよび複写紙を自動給紙します。 


型名： ML 8580 SCSF 



m 
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ユーザサポートサービスについて 

•保証について 

•本製品には「保証書」が入っています。 

• 「保証書」は、お買い上げの販売店が所定事項を記入してお渡しします。記入内容をご確認 
の上、大切に保管してください。 

• 保証期間中に万一故障が生じたときは、「保証書」に記載されている当社保証規定に基づき 
無償で修理します。無償保証期園は「保証書」に記載されています。 

• 「保証書」に所定事項が記入されていない場合や紛失した場合は、保証期間中であっても、 
保証が無効となる場合があります。 

• 純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保証期圊中あるいは保 
守期間中であっても有償になります。（純正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわ 
けではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください） 

• 保証期間経過後は、修理によって本プリンタの性能が維持できる場合、お客様のご要望に 
より有償にて修理します。詳しくは、お客様相談センターまたは、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

•本製品の故障、またはその使用によって生じた直接•圊接の損害については、当社はその 
責任を負わないものとします。 


•最新版のプリンタソフトウェアを入手したい 

ダウンロードサービス 

沖データホームページから入手できます。 
http://www.okidata.co.jp 
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•プリンタのご相談と修理について 

プリンタの操作方法がわからない、故障かもしれない、修理をして欲しい、商品について 
聞きたいなど、プリンタに関するお問い合わせをお受けします。次の「お問い合わせチエッ 
クシート」に記入してからお電話ください。なお、内容確認のため、録音させていただい 
ております。 


お客様相談センター 01 20-654-632 

(携帯電話からは 03-5846-592 1 ) 

受付時間9: 00〜20: 00月曜日〜金曜日 
9 :〇〇 ~ 17 : 00土曜日 
(但し、祝日、年末年始等を除く） 

«月曜日〜金曈日の17:30〜20:00及び土曜日のお問い合わせで、訪問修理が必要な場合 
は、翌営業日に改めてご連絡をさしあげます。 

«上記以外にも弊社都合によりお休みをいただくことがあります。 

♦プリンタのサボートサービスは(株)沖電気カスタマアドテック （ OCA ) とそのグループ会社が担当し 
ております。 
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UNIX 環境でのお問い合わせ 

アプリケーションの使い方 

問題解決に必要な情報が不足している場合 

お客様固有のシステム環境のアドパイスやコンサルティング 

プリンタの非公開仕様に関するお問い合わせ 

お問い合わせチェックシート 


♦個人情報の取り扱いについて 

当社はお客様の個人情報を厳正に管理し、以下の場合を除き、第三者への開示や、提供は 
しないものとします。 

a ) 当社が指定する業務提携会社に対して、お客様の氏名 • 住所 • 電話番号などの保守サービス 
等の業務を委託するために必要な限度でお客様情報を提供すること。 

b ) お客様情報を統計的に集計•分析し、個人を識別、特定できない形態に加工した統計データ 
を作成させていただき、製品開発、サービス向上の判断材料として利用すること。 

0予め登録時に同意頂いたお客様に対して、当社または当社提携会社より、サービス提供、ア 
ンケートその他の告知等のため電子メールや郵便物の郵送、または営業担当者からコンタク 
卜を取らせて頂くこと。 

d ) 裁判所の発行する令状、捜査事項照会書その他法令に基づいてお客様情報を開示すること。 

—お問い合わせに回答できない場合について 一 


具体的な症状 


プリンタ環境 

機種名： 


パー ジョン： 
パー ジョン： 


追加オプション 
コンピュータ環境 

□ Windows 

□ MacOS 
接続方法 

□ パラレル 

□ TCP/IP 
プリンタドライバ 

プリンタドライバ名：_ 

アプリケーション 

アプリケーションソフト名： 
使用フォント名： 


_製造番号： . 

なし あり （ 


_購入日： 


_年 


_月 



□ USB 

□ IPX/SPX 


□ RS232C 

□ Ethertalk 


□ ネットワーク 
□ NetBEUI 


パージョン： 


パージョン： 


エラー表示（正確に） 

コンピュータの画面に表示される内容 ：_ 
プリンタの操作パネルに表示される内容：_ 

その他 

他のアプリケーションからの印刷： □ 正常 
他のコンピュータからの印刷 ： □ 正常 


□ 印刷できない 
□ 印刷できない 


1 2 3 4 5 
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•プリンタを輸送するときは 

プリンタは精密機械ですので梱包方法によっては輸送中に破損することがあります。移設 
や修理などで移動，運搬するときは、次の手順で梱包してから輸送してください。 



プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にして、用紙厚設定 
レバーを 「自動」 位置にします。 



用紙厚設定レパー 


〇 プリンタの電源スイツチを 「 ON 」 にしてキヤリツジが止 
^ まった後、再び電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


電源スイッチが（〇）側になっていることを確認します。 
キャリッジが上昇し、固定具（ストッパと□ックピース）を取り 
付け易くなります。 


m 


^ 用紙を取り去り、シートスタッカを取り外します。 

^ 電源コードを抜き、インタフェースケーブルを取り外しま 

呼す。 


電源プラグをコンセントから抜き、プリンタの AC コネクタから 
電源コードを外します。 

インタフエースケーブルをプリンタから取り外します。 


オプションを取り外します。 

オプションを取り付けている場合は、7章「オプション」 （ 173ペー 
ジ）を参照して取り外してください。 


6 


リボンカートリツジを取り外します。 

「リボンカートリッジの取り外し」 （23 ページ）を参照してくだ 
さい。 
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輸送用固定具を取り付けます。 

印字ヘッドなどを保護するために、輸送用固定具（ストッパとゴ 
ムダンバ）を必ず取り付けてください。 


輸送用固定具で固定しない場合、プリンタの故障の原因 
^—となることがあります。 

①ゴムダンパを図の位置へ押し込みます。 



②キャリッジを輸送用固定具取り付けねじ穴位置まで手 
で移動させます。 


△注意 やけどの恐れがあります。 A 

印字直後は印字へツドが高温になっていますので、印字 
へツドに触らないでください。固定具の取り付けは、印字 
へツドの温度が下がってから行ってくださし、0 
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③スト ッ パをキヤ リツ ジに差し込み、ネジで フレームに 
固定します。 


緩衝材でプリンタを保護し、梱包箱に入れます。 

プリンタ購入時についてきた梱包箱と緩衝材を使用して 


プリンタを衝撃から守るため緩衝材を取り付け、届いたときと同 
じ状態にして箱に入れます。 

付属品も同様に添付品箱に梱包し、箱に入れます。 
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•消耗品を購入したい 

プリンタをお買い上げいただいた販売店よりご購入ください。 


•プリンタを廃棄したい 

お買い上げいただいたプリンタの廃棄の際、事業所でお使いの場合は、産業廃棄物処埋業 
者に委託してください。一般家庭でお使いの場合は、お客様がお住まいの地方自治体の条 
例に従って廃棄してください。 

なお、詳しくは各自治体にお問い合わせください。 
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•使用済み消耗品の回収について 

沖データでは環境保全と再資源化を目的として、使用済みの MICROLINE プリンタの消耗品 
とメンテナンスユニットの無料回収を行っています。 

下の用紙をコピーし、必要事項を記入して FAX 、 もしくは、弊社のホームぺージ ( http :// 
www . okidata . co . jp ) よりご連絡いただければ、お客様のところまで指定の宅配業者が回収 
にお d かがいいたします。 


(ぉ願ぃ） 

• 包装箱やビニール袋は捨てずに保管し、ご使用済みの消耗品およびメンテナンスユニット 
の回収時に利用してください。 

•カートリッジ1本でも回収にうかがいますが、地球環境への負荷をできるだけ低減させるた 
めまとめ回収にご協力ください。 

•できましたら、回収品の数が多い場合、不要になったダンポール箱などにまとめて頂くよ 
うお願いいたします。 

皆様のご協力をお願いします。 


FAX 01 20-1 07995 

沖データ回収センタ宛 


受付 No . : 

* 弊社にて記入いたしますので.お客様の 
記入は不要です。 


西暦 年月日 


お客様名（会社名) 
ご担当者名 
ご住所 
お電話番号 


【お断り：受付時間以降に FAX された場合、回収日がずれる場合があります。】 


回収依頼品 

イメージドラムカートリッジ ：_ m _ 

トナーカートリッジ ：_ 個 

定着器オイル□—ラ ：_ m _ 

廃棄トナーボックス ：_ 

転写ペルトユニット ： 個 

定着器ユニット ：_ m _ 

インクリボンカートリッジ ： 個 

その他マイク□ライン消耗品 ：_ 個 

【*不要となったダンボール箱などにまとめて入れてください。】 

まとめた箱の荷姿で合計： 個口 


ご不明な点は下記へご連絡ください。 

沖データ回収センタ 

TEL 024-594-2185 又は、フリーダイヤル0120 -640991 
受付時間：月〜金曜日（祝日、弊社休日を除く） 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 
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(MEMO) 
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【数字】 


1行最大印字数について . 216 

1ページ分のデータが 

2ページに印刷されてしまろときには ......... 201 

1文字目印字位置の設定のしかた . 151 

1文字目印字位置のリセットのしかた . 155 

【 D 】 

DOS 環境で使用する場合 . 93 

【 H 】 

HEX ダンプ . 156 

【 M 】 

MICROLINE 8580 SE の特長について . 2 


[W] 


【い】 


印字可能範囲 

賴 . 237 

はがき . 246 

封 tt. 249 

複¥紙 . 239 

ラベル紙 . 251 

連続紙 . 226 

印字間隔について . 215 

印字仕様 . 214 

印字速度について . 216 

インタフエースケープルの接続について ........ 30 

インクリボンの交換 . 188 

印字モード設定モード . 139 

【ぉ】 

お客様相談センター . 262 

オプシヨン品について . 173, 261 


Windows Vista 環境で使用する . 32 

Windows Server 2003環境で使用する . 42 

Windows Server 2008環境で使用する . 37 

Windows XP 環境で使用する . 49 

Windows 2000環境で使用する . 56 

Windows Me 環境で使用する . 64 

Windows98 環境で使用する . 70 

Windows95 環境で使用する . 76 

WindowsNT4.0 環境で使用する . 82 

Windows3.1 環境で使用する . 88 

Windows プリンタドライバの 
印字可能範囲について . 256 


【ぁ】 

アラーム表示がでたときは . 197 


【か】 


改行間隔について . 216 

カスタマパーコード . 157,159 

カツトシートフイーダ . 174 

取り付け，取り外しかた . 175 

用紙のセツト方法 . 177 

単票手差しモードとの切り替え . 183 

連続紙モードとの切り替え . 184 


高速印字の設定 . 149 

高複写印字の設定 . 150 

ご使用時の注意 . 7 

故障や異常のときは . 8 

固定具の取り除きかた . 14 

コマンド機能設定モード . 138 

コンカレントモード . 125 

こんなときには . 199 
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【し】 


【は】 


シートスタッカの取り付けかた . 26 

修理について . 262 

消耗品について 

インクリボン . 260 

リポンカートリッジ . 260 

【す】 

スイツチの機能 . 129 

【せ】 

設置スペース . 13 

設置麵 . 4 

設定内容を初期値に戻すには . 144 

【た】 

単票 

頭出し量が変わってしまうときは . 200 

サイズと印字可能範囲 . 237 

セットのしかた . 96,177 

排出のしかた . 99 

プリンタ内部でつまったとき . 191 

連続紙へ切り替えるには . 124 

【ち】 

調整モード . 142 

【っ】 

通常印字の設定 . 149 

【て】 

テスト印字のしかた . 27 

電源コードの接続について . 16 

電源の条件 . 15 

【ね】 

ネットワークに接続する . 166 


バーコードの印字 . 157 

はがきのサイズと印字可能範囲 . 246 

パラレルインタフエース 

仕様 . 217 

信号 . 218 

タイムチヤート . 220 

【ふ】 

封筒のサイズと印字可能範囲 . 249 

複写紙のサイズと印字可能範囲 . 239 

プリンタ 

お手入れについて . 9 

各部の名称と機能 . 3 

仕様 . 212 

初期状態 . 222 

設置のしかた . 13 

設定内容を確認するには . 135 

付属品 . 12 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows Vista). 33 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows Server 2008). 38 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows Server 2003). 43 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows XP). 50 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows 2000). 57 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows Me). 65 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows98). 71 

プリンタドライパのセットアップ 

(Windows95). 77 

プリンタドライパのセットアップ 

(WindowsNT4.0). 83 

プリンタドライパのインストール 

(Windows3.1). 89 

プリンタドライパの 

ダウンロー ドサービス . 262 

プリンタハードウエア設定モード . 140 

プリントサーパのテスト印字 . 171 


プリントサーパの取り付け，取り外し168,170 
フロント押し込みトラクタでの用紙セツト ..1 10 
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索 引 


【ほ】 

保証について . 262 

【め】 

メニュー内容を印刷する . 135 

【も】 

文字の大きさについて . 215 

文字の種類について . 214 

【ゃ】 

破れた単票がプリンタ内部でつまったとき..191 
破れた連続紙がプリンタ内部に残ったとき..194 

【上】 

用紙厚の調整のしかた . 126 

用紙厚設定レパー . 126 

用紙選択モード . 136 

【ら】 

ラペル紙の印字可能範囲 . 251 

ランプについて . 133 


【り】 

リア引っ張りトラクタでの用紙セット 
リア押し込みトラクタでの用紙セット 
リア押し込みトラクタから 
リア引っ張りトラクタへの切り替え 
リア引っ張りトラクタから 
リア押し込みトラクタへの切り替え 
リボンカートリッジ 

取り付けかた . 

取り外しかた . 

インクリボンの交換 . 

【れ】 

連続紙 

サイズと印字可能範囲 . 

セットのしかた . 

単票に切り替えるには . 

排出のしかた . 

プリンタ内部でつまったとき . 
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株式会社 沖デーク 

お客様相談センター 
0120 -654-632 

(携帯電話からは 03-5846-5921) 

受付時間9:00〜20:00月曜日〜金曜日 
9:00〜17:00 土曜日 
(但し、祝日、年末年始等を除く） 



